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プロローグ　英雄王イングリス







　シルヴェール王国、王都シルヴェリア――

　大陸全土に渡わたる大王国を打ち建てた英雄王イングリスは、都を見下ろす小高い丘おかの上の王城で、今最さい期ごの時を迎むかえようとしていた。

　豪ごう奢しやなベッドの脇わきにはずらりと家臣達たちが控ひかえ、まるで親を見失った迷子のような、不安そうな表情を浮うかべている。

　それも無理からぬこと――それ程ほどにこの老王は彼かれ等らにとって絶対的な存在なのだ。

　若かりし頃ころに女め神がみアリスティアの加護を受けたイングリス青年は、人の身を超ちよう越えつし神の力を操あやつる『神騎士デイバインナイト』として覚かく醒せいした。

　その力をもって人々を脅おどかす魔ま物ものや邪じや神しんを討うち果はたし、シルヴェール王国を建国。

　広く善政を敷しき、国を豊かにし、人々に多くの笑え顔がおをもたらした。

　後に千年続くと言われるこのシルヴェール王国を一代で築き上げたのである。

　残した功績、そして私心無く人々に尽つくすその高潔な精神――

　学者達は、イングリス王こそが歴史上最も偉い大だいな王であると公言して憚はばからない。

　吟ぎん遊ゆう詩人達がイングリス王を讃たたえるために作った詩は、何百何千にも上るだろう。

　それほどの英えい傑けつが、今この国から失われようとしている。

　如い何かなる英雄といえども、老いて死すことからは逃のがれられないのだ。

　イングリス王のいないシルヴェール王国など、誰だれにとっても未知のもの。

　不安がるなと言っても無理な話だ。

「皆みな。そんな顔をするでない。後うしろ髪がみを引かれて逝いくに逝けぬではないか」

　イングリス王は穏おだやかな口調で、穏やかならぬ冗じよう談だんを飛ばして見せる。

　老ろう齢れいですっかり弱ってしまった体は、もうベッドから起き上がるのも一苦労だ。

「で、ではお元気になって下さいませ――！　民たみも国も、まだまだ陛下のお力を必要としております！」

　大臣の一人が、涙なみだながらにそう言って来た。

「無む茶ちやを申すな。これは天命――我ながらよく頑がん張ばったと思っておるよ。お主らにも助けられてな……礼を言うぞ、皆の者。後のことは頼たのむぞ――」

　イングリス王の言葉に、家臣達はすすり泣きを始める。

　それだけ自分のことを思ってくれるのは有あり難がたいのだが、もうとっくに覚かく悟ごを決めた老齢の身。できれば明るく送り出して欲ほしい――と思わなくもない。

「イングリス――」

　そんな時である、透すき通とおった美しい女性の声が耳に入ったのは――

　その声に、イングリス王は懐なつかしさを覚える。

　もう自分のことを呼び捨てにするのは、自分の知る限りこの相手だけだ。

　そういう立場になってしまった。望むと望まざるとにかかわらず――

　人生とは分からないもの。自分が王になるなど、若かりし頃は思ったこともなかった。

　己おのれの力のみを頼りに、腕うで一本で生きようと思っていたものを――

　この相手との出会いで、全すべてが変わったのだ。

「おお……お久しぶりですな」

　イングリス王は相好を崩くずす。

　枕まくら元もとに、白い衣装を着た美しい女性が立っていた。

　何の前まえ触ぶれもなく、唐とう突とつに――

「陛下。どうなさいました？」

　家臣達にはその姿が見えぬらしい。

　当然だろう。神の姿は、神自身がそうしようとしなければ、人の目には見えない。

　イングリス王にその存在がはっきりと分かるのは、半神半人の神騎士デイバインナイトであるが故ゆえだった。

　そして若かりしイングリス王に加護を与あたえ神騎士デイバインナイトとしたのがこの女神アリスティアである。

「いや、何でもない。皆少し外してくれ。一人になりたいのでな」

　イングリス王は家臣達を退出させる。

　誰だれ一人として、女神アリスティアの存在には気が付かない様子だった。

　女神と二人だけになると、イングリス王は嬉うれしそうに笑った。

「お懐かしゅうございますなあ。最後にお会いしたのは何い時つでしたか――相変わらずお美しい。最後に一目お目にかかりたいと思うておりました」

「わたくしもです。イングリス――」

　女神アリスティアはそっと、イングリス王の皺しわだらけの頬ほおに触ふれた。

「本当にご苦労様でした。あなたは世界や人々のために、真によく働いてくれましたね」

「そう仰おつしやって頂けますと、微び力りよくを尽くして来た価値があろうというもの。この老いぼれは鼻が高こうございます」

「ふふふっ。わたくしもですよ。あなたを神騎士デイバインナイトとしたこの目は確かでしたね」

　女神アリスティアは、この世のものとは思えぬ程美しい笑みを浮かべた。

「イングリス。今日わたくしがあなたの前に現れたのは――」

「分かっておりますぞ。この老いぼれの最期を看み取とって下さるのでしょう？」

「いいえとんでもない。あなたの多大なる功績に、何か報むくいたいと思うのです――何か願いはありませんか？　わたくしにできることならば、何でも叶かなえて差し上げましょう」

「何でも――でございますか？」

「ええ。あなたの働きを考えれば、当然のことでありましょう」

　女神は笑みを浮かべたまま、深く頷うなずくのだった。

　その返答に、イングリス王はしばし黙もつ考こうする。

　自分自身の生き方に、恥はずべき所はない。

　我ながらよく頑張った――そう誇ほこっていいだろう。

　だが――『もし、こうであったら』と思うことがないわけでもない。

　人の思い、人生というものはそんなに単純ではないのだ。

　イングリス王の心残り――それは、自分自身の武を極きわめたとは思えないことだった。

　確かに神騎士デイバインナイトとして人を超越した力を持っていたものの、シルヴェール王国を建国してからは特に、王としての務めに忙ぼう殺さつされて碌ろくな鍛たん錬れんもできていなかったのだ。

　武人としてはそれが心残りだった。

　だから――イングリス王はこう答える。

「そうですな……願わくばもう一度生まれ変わりとうございます」

「イングリス。どうしてですか？」

「違ちがう生き方というものに興味がございましてな。我わが一生は、国と民のために捧ささげました。そのことに後こう悔かいはありませぬ。我が誇りにございます」

「ええ」

「ですが、王にならず生しよう涯がいを己の武のために捧げていたのなら――自分の力は如い何か程ほどであったかと、興味を持たぬわけではございませぬ。許されるのならば、そのような生き方もしてみとうございます」

「……なるほど。思えばわたくしと初めて会った時、あなたは傭よう兵へいでしたものね」

「左様です。根の部分では、王よりも一いつ介かいの武人であると思っております。それに未来に生まれ変わりますれば、この国の顛てん末まつも知ることが叶いましょう？　これから皆がこの国をどう受うけ継ついで行ってくれるのか――それも知りとうございます」

「……分かりましたイングリス。あなたの願いを聞き届けましょう」

　女神はそう優やさしく微笑ほほえんだ。

「遥はるかなる未来で、生まれ変わったあなたと再会することを楽しみにしていますよ」

　そして、すっかり痩やせ細ほそってしまったイングリス王の体をそっと抱だき締しめる。

　その心ここ地ち好よさにイングリス王は目を閉じて身を任せた。

　そうしている間に、いつの間にか女神の姿は消えていた。

　その日の夕刻――イングリス王は逝った。

　最期は居室のバルコニーで、彼かれが愛し、人生の全てを捧げて来た国と人々の息づく光景を眺ながめながら――

　多くの忠臣達が、偉大なる英雄の崩ほう御ぎよを目まの当あたりにした。

　その死に顔は安らかで、人々を慈いつくしむ優しさに満ちていた。

　シルヴェール王国は大いなる父を失った。

　これからは自分達の足で歩いて行くことになるのだ――




　そして、時は過ぎて――




　果てしないようなあっという間のような、そんな微睡まどろみの時間を過ぎて――

　イングリス王は自分の意識が覚醒していくのを感じた。

　朧おぼろな視界に、二人の人ひと影かげが見えた。

　黒くろ髪かみの女性に、銀ぎん髪ぱつの男性だ。

　男性の方が、ひょいと自分の体を抱き上あげる。

　自分の体は小さく、そしてろくに動かない。

　これは体が赤子になっているのだ。

（本当に転生したのか――さすがは女神様のお力よ）

　そう感心せざるを得ない。

「はっはっはっ！　よーしイングリス、高い高い～～♪」

　父親なのだろう。銀髪の男性が機き嫌げん良さそうに自分の体を持ち上げていた。

　どうも偶ぐう然ぜんにも、生まれ変わっても与えられた名はイングリスと言うらしい。

　個人的には歓かん迎げいすべきことだった。

　やはり長く人生を共にしたその名には愛着があるのだ。

「あなた。そんなに揺ゆらしてはイングリスが怖こわがってしまいますよ」

「おおそうか済まない。しかしでかしたぞセレーナ！　お前に似て可愛かわいい女の子だ！」

（何ィ!?　女の子だと!?）

　心の中で声を上げる。

　その驚おどろきは、単にオギャーという泣き声に変わっていた。







第１章　０歳のイングリス







　女神の奇き跡せきによって本当に転生したイングリス王だったが――赤子の身体とは厄やつ介かいなものだった。

　ロクに動かせない上に、少し動くとすぐに眠ねむくなるのである。

　まだ一歳にもならない彼改め彼かの女じよは、恐おそらくは普ふ通つうの赤子とさして変わらないような日々を過ごさざるを得なかった。

　イングリスが生まれついたのは、ユークス家という騎士の家いえ柄がらだった。

　父のリューク・ユークスはここらの領主の抱かかえる騎き士し団だんの長であり、母であるセレーナは既すでに現げん役えきを退いているが、元々は父の配下の騎士だったようだ。

　まだ話すこともできないため、両親達の会話を聞いてそう判断した――ということだが。

　女性に生まれ変わったというのは驚きであるが、それよりも何よりも、赤子の身体の不便さである。

　その前には、性別のことはさして気になりはしなかった。

　あれから――自分が生きた時代から、どのくらいの時が経たったのか。

　己が打ち建てた、愛すべきシルヴェール王国は、その後どうなったのか。

　そのあたりのことを知りたくとも、言葉も話せず、自分で動けもせずでは如何いかんともし難い。

　この日もイングリスは母セレーナの手により揺り籠かごに乗せられていた。これからお昼ひる寝ねの時間のようだった。

　ここで寝たふりをし――赤あかん坊ぼうが寝たと思った母が家事をするため目を離はなす隙すきを見計らう。

　そしてその隙に修しゆ行ぎようをするのが最近の日課だった。暫しばらくすると本当に眠くなり、眠ってしまうのだが……

　しかしそれまでの少しの時間を、自らを鍛きたえるために費やすのである。

　赤子のこの体では、剣けんを握にぎることも叶わないが――それでもできることはある。

　生まれ変わった赤子の体にも、女神アリスティアの祝福は活いきていた。

　神の気を纏まとう半神半人の存在、神騎士デイバインナイト――

　その能力がそのままであるのは、霊素エーテルの存在を感じられたことから明らかである。

　霊素エーテルとは、万ばん物ぶつの根源そのもの。

　この世界の全てのものは霊素エーテルにより構成されており、個の違いは霊素エーテルの重なり方の違いに過ぎない。

　魔ま術じゆつの源たる魔素マナですら、元をただせば霊素エーテルの塊かたまりである。

　それを操るということは、世界を意のままにするということ、因果を操るということ――

　すなわち、神の力である。

　ただ、霊素エーテルの制せい御ぎよは、魔素マナを操りある程度の超ちよう常じよう的現象を引き起こす魔術などよりも圧あつ倒とう的てきに難しい。

　その代わり、引き起こされる現象の威い力りよくも圧倒的であり、魔術によって引き起こされる現象を遥かに上回る規模となる。

　前世のイングリス王が女神の祝福を受け神騎士デイバインナイトとして覚醒したのは、成人してからだった。

　結局その後の人生で身についたのは、基本的な霊素エーテルの使い方だけだった。

　それでも超人的な力を発揮し英雄と呼ばれ、シルヴェール王国の王となるには事足りたが――

　恐らくその力は超人の域ではあっただろうが、その超人の域の中で見るとヒヨッ子もいい所だったに違いない。

　自己研けん鑽さんを積む時間も取れずに、年ねん齢れいを重ねて行くだけだったのだ。

　今回の、イングリス・ユークスとしての人生では、幼い今から霊素エーテルの制御の修練を積み、前世では辿たどり着つけなかった領域に到とう達たつしてみたい。

　神騎士デイバインナイトたる自分を極め、神すらも凌りよう駕がする絶対の領域にまで上のぼり詰つめたい。

　そこで一体何が見えるのか――それは自分にも分からないが、行かねば分かるまい。

　武を極めるべく生まれ変わった今、無む駄だにしていい時間などありはしない。

　体は動かずとも霊素エーテルを練ることはできるのだ。

　早さつ速そくイングリスは精神を集中し、霊素エーテルの制御を開始する。

　微び弱じやくながら制御された霊素エーテルにより、赤子の体はふわふわと浮き上がった。生まれたばかりにしては上出来。このままこれを維い持じして修練を続ける。

　――つもりだったが、そうは問屋が卸おろしてくれなかった。

「魔ま石せき獣じゆうが来たぞー！　皆みな避ひ難なんだ！　城に避難しろーッ！」

　切せつ羽ぱ詰つまったそんな声が、屋や敷しきの外から聞こえて来たのだ。

　魔石獣とは何だ――？

　両親の話には時折出てきた言葉だが、実物を見たことはなかった。

　前世の時代にはそんな存在はなかった。恐ろしい魔物の類たぐいなのだろうが――？

「クリスちゃん！　急いで逃にげ――ってえええぇぇ!?　この子、う、浮いて……!?」

　慌あわてた様子の母セレーナが、子供部屋に駆かけ込んで来た。

　……見られたか!?　誤ご魔ま化かすべくイングリスはすぐに揺り籠に戻もどり泣き声を上げる。

「オギャー！　オギャー！」

「い、いえ！　それより早く避難しないと！　この子に何かあったら、あの人に申し訳が立たないわ――！　大だい丈じよう夫ぶよ、イングリス。お母さんと一いつ緒しよに避難しましょうね！」

　セレーナはイングリスを抱き上げ、そのまま急いで屋敷を出た。

　さて、魔石獣なるものが見られるだろうか？

　折せつ角かく自分が前世を超こえる力を身につけても、それを試ためす相手がいないのでは張り合いがない。

　願わくば、とてつもなく凶きよう悪あくかつ倒たおし甲が斐いのある化け物であらんことを！

　赤ん坊のイングリスはそう願いながら、母の腕の中で揺られていたのだった。




◆◇◆




　セレーナがイングリスを連れ城に避難すると、門を入った所で彼かの女じよ等らを待っている人物がいた。

「セレーナ！　無事ね、良かったわ！」

「イリーナ姉さん！　待っていてくれたの!?」

　イングリスにとっては母親の姉であるから伯母おばに当たる女性だ。

　この二人は普ふ段だんから仲が良く、イングリスもよく伯母の顔はよく目にしていた。

　伯母はイングリスが生まれついたこの街――城じよう塞さい都市ユミルの領主であるビルフォード侯こう爵しやく家に嫁とついでおり、侯爵夫人の立場にある。

　そして母はそのビルフォード侯爵の抱える騎き士し団だんの長のもとに嫁いでいる。

　侯爵家の親しん戚せきであり騎士団長の娘むすめ――それがイングリスの新たな出自である。

　前世は単なる農村の子だったことに比べれば、雲うん泥でいの差である。

　まあ生まれの差など、特に問題ではないが――

「当たり前よ！　心配じゃない！」

「でも、ラファエルやラフィニアの側を離れちゃいけないわ！　あの子達不安がってるわよ」

　伯母にも一男一女がおり、特に妹のラフィニアはイングリスと同い年である。

　イングリスもラフィニアを何度か目にしたことがあった。

　あちらも赤子の体の不自由さに苦労しているだろう。

　こちらのように意識だけは成人のそれであったなら――だが。

　実際そんなことはないだろうから、ラフィニア自身は何も分かっていないのだろうが。

「大丈夫よ、ラフィニアならラファエルが見ててくれてる！　さぁ一緒に！」

「ええ姉さん！」

　イングリスは母セレーナに抱かれたまま、城の中へ入る。

　城の三階が、侯爵一家の私室である。

　イングリス母娘はそこに避難させて貰もらうことになった。

　堅けん牢ろうな造りの城の中は、イングリス達が住む屋敷よりはよほど安全だろう。

　目的の部屋に着くと、赤子を抱えた７、８歳さい程ほどの少年が待っていた。

「母上！　ご無事ですか！」

　黒髪黒目で、利発そうな顔つきの少年である。

　彼――ラファエルはビルフォード侯爵家の長男であるから、将来はこの街の領主となる立場だ。

「ああラファエル。ラフィニアは大丈夫？」

「はい、こちらに！　いい子にしていますよ」

「そう。よかったわ――ここで騎士団が魔石獣を追おい払はらってくれるのを待ちましょう」

「ええ姉さん」

　頷き合う母達。

　イングリスは母の腕の中から、窓まど越ごしの外の風景を注視していた。

　この部屋は見晴らしがいい。街を覆おおう城塞の縁ふちで繰くり広ひろげられる戦いの様子が目に入ったのだ。

　人の倍程もある、巨きよ大だいな蜥蜴とかげの怪かい物ぶつだった。

　刃はのように硬こう質しつな翼つばさが一いつ対つい生えており、額や首や背には結けつ晶しよう化かした宝石のようなものが埋うまっていた。

　その色は、個体ごとに赤だったり水色だったり紫むらさきだったりと不ふ揃ぞろいだった。

　あの宝石のようなものを身に宿しているから、魔石獣と呼ばれているのか――

　遠目だがあの石の輝かがやきは、凝ぎよう縮しゆくされた魔素マナの力だろうか。

　蜥蜴の集団の数は、十は下らないだろう。

　それを追い払うべく、母達の言う騎士団であろう者達が武器を構えて向かって行く。

　その様子を、母達やイングリスの従兄妹いとこにあたる少年ラファエルは固かた唾ずを呑のんで見守っている。

　その様子は真しん剣けんではあるが、未知なるものに狼狽うろたえるといった様子ではない。

　つまりこのような事態は、この時代にはままあることなのだ。

（ふぅむ――どうにも物ぶつ騒そうな世の中になったものだ。が、私にとっては好都合ではある）

　戦いには不自由しなそうではある。

　凶悪かつ強大な魔石獣を追い求め、その狩人かりゆうどとなる道も悪くはないだろう。

　いずれにせよ早く大きくなって、あれを相手に腕うで試だめしをしてみたい所だ。

（えーい腕が鳴る！　腕が鳴るぞ！　しかし残念ながら体が思うように動かん！）

　というイングリスの心の叫さけびは、赤子の口から出るとこうなるのである。

「だぁぁぁぁ――！　あぶぶぶぅぅぅっ！」

「ク、クリスちゃん……！　あんまり暴れちゃダメよ」

「仕方ないわよ。魔石獣を目にするのは初めてでしょう？　怖がるのも当然よ」

　ラフィニアの方は伯母の腕の中で、確かに泣き声を上げていた。

「そうね、姉さん――この子達の未来のために、魔石獣なんていない世の中が来てくれればいいんだけど……」

（いいやそれは困ります母上！　私には戦う相手が必要なのです！　魔石獣にはいて貰わないと！　倒しがいがありそうですから！）

「あぶうぅあぶうぅあぶぅぅぅっ！」

「よしよし怖くないわよクリス。お母さんがあなたを守るからね――」

　慈じ愛あいをたっぷり込めた眼まな差ざしで、母セレーナはイングリスを抱きしめるのであった。

（違うのです悔くやしいのです！　せっかくの機会なのに動けぬとは！）

　そんなイングリスと同じ気持ちになっている者が、この場にいた。

「……悔しいです。僕ぼくも既に魔印ルーンを授さずかった身だというのに、ここで見ているだけとは――」

　それもまたイングリスには馴な染じみのない代しろ物ものだった。

　ただ、この時代では騎士たる者は皆その身に刻むべきものらしいというのは分かる。

　騎士団長であるイングリスの父親も、元騎士だった母親も、利きき手てに浮き上がる紋もん章しようのようなものを宿しているのである。

　魔石獣と戦うための武器を扱あつかうためにこれが必要、ということらしい。

「ラファエル。あなたの魔印ルーンは特級印よ。それは本当に選ばれた、地上の人々の希望となり得る者にしか与えられないものなの。だからあなたは、万が一にもこんな所で倒れるわけには行かない。あなた自身がもっと成長して、与えられた力を最大限に発揮できるようになるまではね。分かるわね？」

　と、伯母のイリーナが強めにラファエルを諭さとしていた。

　どうにもラファエルの魔印ルーンは特別で、選ばれた英雄の証あかしとでも言うべきものらしい。

　自分も前世で英雄王と呼ばれたイングリスには分かるが、人々の上に立つ英雄の立場とは、窮きゆう屈くつなものだ。

　ただでさえ侯爵家の跡あと取とりという立場もあるのに、この少年は未来の苦労が確定しているのである。ご苦労なことだ。

「は、はい母上……」

　ラファエルは母の剣けん幕まくに、少々驚いている様子だ。

　彼からすれば、純じゆん粋すいな正義感から出た発言である。

　そのように反応されるとは思わなかったのだろう。

「いい機会だから覚えておくのよ？　もし今何かあったとしても、この場の全員を見捨ててでも、あなたは生きなきゃならない。そういう立場だと自覚をしなさい」

「そ、そんな！　母上……！」

　あくまで仮定の話だろうが、正義感の強そうなこの少年は辛つらそうな顔をしていた。

　そして、言葉というものは時に思わぬ偶然を引き寄せる。

　嘘うそから出た誠まこと――噂うわさをすれば影かげ――そんな所だろう。




　バリィィィィンッ！




　突とつ如じよとして窓がその枠わくごと吹ふき飛とぶ。

　騎士団が戦っていた魔石獣が一体、室内に飛び込んで来たのだ。

「きゃああぁぁぁぁっ!?」

　翼を持った蜥蜴の魔石獣は、飛び込んで来た際に伯母のイリーナの身体を弾はじき飛ばしていた。伯母はラフィニアを落とさぬよう傷つけぬよう、身を盾たてにしたが、その分自分は受け身が取れず、頭を打って気絶してしまった。

　衝しよう撃げきに驚いたラフィニアが、大きな泣き声を上げる。

「母上っ！」

「ダメよ！　あなたは逃げてっ！」

　母セレーナは、剣を抜ぬこうとするラファエルを押おし留とどめ、ラフィニアを掬すくい上げると、イングリスと二人まとめてラファエルに託たくした。

　そして自分は、壁かべ際ぎわに掛かけられていた細い剣を取る。

「私が引き付けるから！　イングリス達を連れて逃げて！」

「しかし伯母おば上っ！　その剣では奴やつに通用しません！」

　蜥蜴の魔石獣は母セレーナに飛び掛かる。

　元は騎士だったという母は、現役は退いているのに何とか敵の猛もう攻こうを受け、凌しのぐ。

　しかし剣自体も頼たよりない細剣だ。

　簡単にひしゃげて、もう何発も受けられそうにもない。

「早く行きなさい！　何をしているの！」

　母セレーナの必死の叱しつ責せき。しかし――

「ラニ！　クリス！　ごめんよ、少し待っていて！」

　ラファエルはイングリス達を柱の陰かげに横たえると、自身も剣を抜いてセレーナの助すけ太だ刀ちに入った。

「助太刀します！　凌いでいれば、魔印武具アーテイフアクトを持った騎士が来てくれます！」

　それが、この時代の騎士が操る、魔石獣に有効な武器らしい。

「駄だ目めだと言っているでしょう！　下がりなさいっ！」

「嫌いやだ！　目の前の大事な人達も助けられずに、多くの人々など助けられっこない！」

　幼く、そして熱い叫びだ。

　だがそれでいい――その心意気やよし、とイングリスは思う。

　このような事態を切きり抜け、生き残ってこそ英雄と呼ばれる資格がある。

　英雄とは、人に言われて、従って、なるようなものではないのだ。

　自らの意思と行いによって、そう呼ばれるようになってしまうものだ。

「うっ……くっ――！　うわあっ!?」

「きゃあああっ!?」

　しかし二人の奮ふん闘とうも空むなしく、力に押され、二人とも壁かべに弾き飛ばされる。

「お、伯母上……！　大丈夫、ですか……!?」

「うぅ……」

　ラファエルも母セレーナも、意識が朦もう朧ろうとしているようだ。

　このままでは二人とも危ない。

　その後は倒れている伯母イリーナや赤子のイングリスやラフィニアも危ない。

（ならば助太刀をしよう。母上をやらせるわけにはいかん。それに、この少年の心意気にも免めんじて、な――）

　今回の人生では、イングリスは自分のために生きると決めている。

　だから英雄になど興味はないが――その素質を持つ者に手を貸すのは吝やぶさかではない。

　こんな所で殺させるには惜おしい子だ。

　不自由な赤子の身体ではあるが、何とかして見せよう。

　この状態でも、霊素エーテルを凝縮して敵にぶつけることはできる。

　転生前から習得していた、霊素エーテルの使い方の基本だ。

　霊素弾エーテルストライクとでも呼べばいいだろうか。

　家を破は壊かいしてしまうので、揺り籠の中で試ためしたことはないが。

　幸い皆気を失っているようなので、使っても構わないだろう。

「だぁぁぁ――！　あぶぶぶうぅぅぅっ！」

　赤子のイングリスの目がギラリと光った。

　そこから青白い閃せん光こうが迸ほとばしり、巨大な光こう弾だんと化して蜥蜴の魔石獣を撃うった。




　スゴオオオォォォォォッ！




　それは凄すさまじい勢いで魔石獣を飲み込んで、壁を破壊し突つき抜けて行った。光に巻き込まれて放ほうり出だされた空中で魔石獣の体はひしゃげ、焼やけ焦こげ、そして真っ白い灰のようになって消しよう滅めつして行った。

（ふむ――赤子とはいえまあまあの威力だ）

　普段の修練は決して無駄ではないようだ。

「ク、クリス……？　い、いま何が……？」

　壁を背に倒れたラファエルが、茫ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。

　起きていたか……と、イングリスは内心舌打ちする。

「よ、良かった――」

　直後にラファエルも意識を失った様子だ。

　このことは夢うつつの幻まぼろしだとでも思ってくれればいい。

　――と考えているうちに、イングリスも急激な眠ねむ気けを覚えた。

　赤子の身体であれだけのことをしたのだから、当然かもしれない。

「奥おく方がた様！　ラファエル様！　ご無事ですかッ!?」

　階下から、慌てた様子の声が聞こえてくる。

　応おう援えんが来たか。もう大丈夫――と思いたい。

　最後まで見届けるべきだが、この赤子の身体では、もう眠気に耐たえられそうもない――




　次に起きた時は、自宅の揺り籠の中だった。

　父や母の話を聞く限り――皆無事だったようだ。

　その後暫く、ラファエルだけはイングリスに何かあると疑っている様子だった。

　が、イングリスが何かしたと言っても誰も信じなかったこと、イングリスがそれ以降尻しつ尾ぽを見せなかったことから、自分が見たのは幻だったと思うようになった様子だ。

　しかし、魔石獣の存在など、転生前にはなかったことだ。

　父母の会話から察する限り、あの魔石獣は最弱の部類の小物で、もっともっと凶悪な個体も存在するようだ。

　最強の魔石獣は一国をも滅ほろぼす、そう父が言っていた。

　なかなか興味深い話だ。

　ひとまずは、その最強の魔石獣とやらを叩たたき潰つぶせるようになってやろう！

　０歳児イングリスは、そう決意したのだった。







第２章　５歳のイングリス







　それから、穏おだやかな月日が流れて――

　イングリス王が新たな命と同じ名前を得て転生してから、五年が過ぎた。

　転生してから数年はもう完全に赤子の身体で、ロクに動かせない上に少し動くとすぐに眠くなるため、普通の赤子と同じような時を過ごさざるを得なかった。

　最近になってようやく、少し動き易やすくなって来た所である。

　とはいえまだまだか弱い幼児の身体だ。

　自身の成長を待ちつつ、鍛えられる所から鍛えて行こう――そんな風に思いながら日々を過ごしている所だった。

「……」

　そんなイングリスの現在の姿を、目の前の姿見が映し出していた。

　五歳となった自分は、神秘的な銀色の髪かみに華はなのように鮮あざやかな紅あかい瞳ひとみをしている。

　客観的に見ても、とんでもなく可愛らしい幼女だった。

　何もかもがキラキラと輝いている。将来は絶世の美女に育つだろう。

（なんともまあ、可愛らしく生まれ変わったものだ。こんな孫まご娘むすめが欲ほしかったぞ）

　前世では子供はいなかったので、そんな風に思えてしまう。

　当然男に生まれ変わるものと思っていたので、女になってしまった時は戸と惑まどったが――

　今さら文句を言って戻るものでもないし、何よりもう五年も経つ。

　これは女め神がみ様からの、女性にうつつを抜かさずに武を極めることに邁まい進しんせよ！　との叱しつ咤た激げき励れいだろうと捉とらえることにした。

　やはり男の身体を与えられては、女性に目移りしてしまうこともあるだろう。

　生涯を武に捧げるには、この方が都合がいいかも知れない。

　それに鏡に映る自分の笑え顔がおを見ると、可愛らしくて心が和なごむ。

　これはこれで、慣れてしまえば悪くない――

　イングリスはそう思いながら、姿見に自分の笑顔を映していた。

「あらあら、クリスちゃんってば本当に鏡が好きなのねぇ」

「ね？　姉さん、そうなのよ。とっても賢かしこくて聞き分けもいい子なんだけど、これだけがねえ」

　と、こちらを見て美しい女性が二人、話していた。

　見られていたのか――と、イングリスは少々恥ずかしい気分になる。

　自分の母セレーナとその姉イリーナである。

　姉イリーナはビルフォード侯爵家に嫁ぎ侯爵夫人である。

　そして妹、イングリスの母であるセレーナはビルフォード侯爵の抱える騎士団の長、リューク・ユークスのもとに嫁いでいる。

　イングリスの新たな人生はユークス家の一ひと人り娘むすめとして、騎士団長の娘で領主の親しん戚せき筋すじという境きよう遇ぐうで始まったのである。

「別にいいじゃない。可愛いんだから、クリスちゃんも自分で見とれちゃうのよねえ？」

「伯母おば様さま――恥ずかしい所をお見せしました」

「まあほんとに言こと葉ば遣づかいがしっかりしてるわね。どういう教育をしているとこうなってくれるの？」

「いや、私にも分からないの――特に何もしていないんだけど……」

「本を読んで覚えました。伯母様」

「凄すごいわねえ、デキが違うってこのことなのねえ」

「恐れ入いります」

「クリスちゃんから見たら子供っぽく映るかも知れないけど、ラフィニアとも遊んであげてね」

　と、伯母は近くで木ぼつ剣けんを手に取って振ふろうとしている女の子に視線を向けた。

　黒髪黒目で愛あい嬌きようのある顔立ちをした子である。年齢はイングリスと同じく五歳である。

　伯母の娘のラフィニアだ。母の姉の娘であるから、従姉妹いとこにあたる。

　五歳の女の子と遊べと言われるのは、イングリスにとって子こ守もりのようなものだが――

　別にイングリスはそれが嫌きらいではなかった。

　相手をしているとこんな孫がいたら可愛かっただろうなあと思えて、癒いやされる。

「とお～～っ！　あっ……!?　きゃんっ!?　ううう～～」

　ラフィニアは木剣を振ろうとしてバランスを崩くずしてこけてしまい、涙なみだ目めになっていた。

「ラニ、大丈夫？　ほら、起きて」

　イングリスはラフィニアを助け起こして、その頭をポンポンと撫なでた。

「うぅぅ～クリスぅ～～」

　イングリスはクリス、ラフィニアはラニ。それぞれ二人の愛あい称しようである。

「ちゃんと腰こしを落として、皆みながやっているみたいに振らないと」

　と、イングリスは木剣を使って稽けい古こをしている男達たちの方を指差す。

　ここはお城の中にある騎士団の訓練場であり、今は訓練の真っ最中だった。

　あちこちから気合の入った掛け声ごえが響ひびき渡わたり、活気に満ちている。

　その隅すみの方に空いた場所で、母や伯母は子連れで見学をしているのだった。

　こんな貴婦人達たちがなぜこんな汗あせ臭くさい所にいるかというと、お目当てがあるからだった。

「ようしラファエル様――！　手加減はしませんぞ！　かかって来なさい！」

「はいっ！　お願いしますっ！」

　十代前半の若さの少年が、壮そう年ねんの騎き士しと向かい合っていた。

　十三歳に成長したラファエルは非常に精せい悍かんな顔つきをしており、また育ちの良さを窺うかがわせる気品のようなものも備えていた。

　性格的にも生き真ま面じ目めで努力家であることを、この場の誰だれもが知っていた。

「にいさま～！　がんばれ～！」

　ラフィニアが声せい援えんを送っている。

　ラファエルは侯爵の息むす子こ――

　つまりこの場の騎士達にとって、次代の主君となる存在だった。

　それがこうして必死な顔をして、一いつ生しよう懸けん命めいに稽古を共にしているのだから、騎士達にとって気分の悪かろうはずがない。

　次期領主ラファエルの評判は、この城塞都市ユミルの誰に聞いても、すこぶる上々である。母と伯母のお目当ては、このラファエルだった。

　今日はこの後対外試合が予定されており、そこでの彼かれの活かつ躍やくを楽しみにしているのだ。

「行きますっ！　うおおおおぉぉ～っ！」

「まだまだやらせませんぞ――っ！」

　ラファエルと壮年の騎士の、木ぼつ剣けんによる打ち合いが始まる。

　まだ十三歳で体が出来上がっていないラファエルと、鍛え上げた肉体を持つ騎士では、流石さすがに力でラファエルは劣おとる。

　しかし――ラファエルにはそれを補う俊しゆん敏びんさが備わっていた。

　それに、相手の動きの隙を見み出いだす観察眼や、自分の動きを最大限に活かす戦略性も――

　ラファエルは、相手の剣の力を逸そらしつつ撃ち合いを続ける。

　相手は防ぼう御ぎよを固めるラファエルをねじ伏ふせようと、さらに力を込めて打つ。

　それが続くうちに、相手の剣がどんどん大おお振ぶりになっていく。

　それこそが彼の狙ねらいだった。

　大きく踏ふみ込んできた相手の膝ひざの裏をすかさず打ち、床ゆかに膝を突かせる。

　そこで眼前に剣先を突き付つけ、勝負ありだ。

「そこまで！　ラファエル様の勝ちだ！」

　イングリスの父リュークがそう宣言していた。

「むぅ……！　ラファエル様、お見事！」

「いや、こっちも腕うでが痺しびれたよ。もう少し長引いたら危なかったよ」

　それを見て、ラフィニアが喜んで飛び跳はねていた。

「にいさま～！　すごい～！」

「すごいわ！　あんな大人の騎士に勝てるなんて……！」

「ホントにねえ、こっちも特に何もしていないんだけど――」

「デキが違ちがうってやつね、姉さん」

「うふふふ。お互たがい様さまにね」

　母達が喜んでいるが――イングリスの目にも、確かにラファエルは図ず抜ぬけて見えた。

　現時点でも、騎士団長である父リュークくらいしか、ラファエルに勝てそうな相手はいないのではないか。無論、イングリス自身は除くが。

　父リュークといい、身内に手て練だれがいてくれるのはいいことである。

　これなら、わざわざ訓練相手を探す必要はなさそうだ。

「ラファエル様！　次は我がお相手いたしましょう！」

「ようし！　お願いします！」

　次の相手が名乗り出て、ラファエルと打ち合いを始める。

　だがそれも腕わん力りよくの劣るラファエルが上う手まく捌さばき、制してみせた。

　次、また次と代わる代わる騎士達がラファエルと手合わせをする。

　が、ラファエルは全すべて勝ってみせるのだ。

　この少年の能力は、やはり疑いようがない。

（これはかなりの才能――我が家臣にいたならば、末は近衛騎士筆頭か大将軍か……いずれ手合わせをしてみたいものだな）

　そんな風に思いながら、イングリスはラファエルの活躍を見守っていた。

　と、そこに――

「やあリューク様！　失礼いたしますよ！」

　恰かつ幅ぷくのいい男性を筆頭に、ぞろぞろと男達が訓練場に入って来た。

　風ふう体ていからして傭よう兵へい風だとイングリスは判断したが――

　彼らはランバー商会の武装行商団の者達だった。

　何かと物騒な世の中なので、街から街へ行商をするような者達は、いつ強大な魔石獣に襲おそわれるかも分からない。

　故ゆえに身を守るために独自に魔印武具アーテイフアクトを入手して武装をしていることも多いのだ。またそういった行動を、この辺りの国王や領主は認めているのだ。

　ビルフォード侯爵領の騎き士し団だんと彼らの関係は良好で、訓練を合同して行うこともある。

　今日もその一いつ環かんで、剣けん術じゆつの試合を行おうというのだ。

　父リュークは笑顔で恰幅のいい男に挨あい拶さつを返す。

「おお。ランバー殿どの。よくいらっしゃった。今日はよろしく頼たのむ、互いの日ひ頃ごろの研けん鑽さんを競きそい合わせよう」

「勿もち論ろんです！　正規の騎士団の方々の胸をお借りできて、光栄です」

　と、にこにことしながら、ランバー氏はラファエルと同じ年くらいの少年を紹しよう介かいする。

「これは我が息子のラーアルです。ラーアル、ご挨拶なさい」

「リューク様。ラーアルと申します。お初にお目にかかります」

　やや細ほそ面おもてで、目つきの鋭するどい少年だ。

　少々緊きん張ちよう気味に挨拶している。

「おう、よろしく頼む。ラーアル君はラファエル様と同じくらいの年頃だな。共に切せつ磋さ琢たく磨まをしてくれよ。ラファエル様！　ラファエル様もご挨拶を！」

「はい！」

　と、爽さわやかに返事をしてやってくると、笑顔でラーアルに手を差し出す。

「ラファエル・ビルフォードです。今日はよろしく。お手て柔やわらかに」

「こ、こちらこそ――！」

「ようし、では軽く準備運動した後に剣術試合を行うぞ！」

　父リュークの号令がかかり、騎士団と武装行商団が交じり合って打ち合いの練習を始めた。その様子を見る限り、やはり騎士団の騎士達の方が技量は上か。

　ランバー氏の息子のラーアルも、年齢の割には腕の立つ方だろうが、大人の騎士には敵かなわないと言ったところか。

　成長段階の年齢なのだから仕方がない。ラファエルが頭あた抜まぬけ過ぎているのだ。

　これは試合の方も、騎士団側の勝ちで終わるだろう。

　イングリスはそう見立てていたが――いざ試合が始まると、異変が起こった。

　剣術試合が始まり、暫しばらくは騎士団側が優勢だった。

　一対一の勝かち抜き式で、どんどん武装行商団側の数が減って行った。

　流れが変わったのは、ランバー氏の息子、ラーアルが登場してからだ。

　彼を相手に騎士団側は全く歯が立たず、連戦連敗が始まったのだ。

「ぐあっ!?」

　ラーアルに対たい峙じしていた騎士が、腕を打たれて木剣を足元に落とす。

「それまで！　ラーアル君の勝ちだ！」

　父リュークがラーアルの勝ちを宣言する。

　もう十人は、ラーアルが一人で抜いて見せていた。

「フ――フフッ。騎士様達、ちょっと体が鈍にぶっているんじゃないですか？　近ちか頃ごろこの辺りは、魔石獣に襲われていないそうじゃありませんか」

　連勝して気が大きくなったか、ラーアルの態度が尊大になっていた。

　元々はこういう性格で、初めは猫ねこを被かぶっていたのだろう。

「その点こちらは、行く先々で魔石獣との遭そう遇ぐうが絶えませんからなぁ。むしろ魔石獣に襲われた場所にこそ、我々の商品が必要ですからな」

　ランバー氏は息子の活躍に満足そうだ。

　鼻高々、といった様子である。

　言われっぱなしの騎士達は悔しそうだが、ラーアルに勝てない以上、大きな声で反論できない。

　実際には魔石獣の被ひ害がいが出た他ほかの侯爵領へ遠えん征せいしたり、休んでいるわけではないのだが――それを言っても始まらない。

　このままでは赤あかっ恥ぱじ。それだけだ。

「クソッ――あの子供、本番になったら急に強くなって……！」

「ああ、練習の時はそれ程ほどでもなかった気がしたが――」

「だが何だか、あの子と手合わせしていると、上手く戦えないんだよな……」

「俺おれもそうだった。間合いの取り方が並外れているのか……？」

　ラーアルに打ちのめされた騎士達が囁ささやき合っている。

　それを聞いてイングリスは思う。

（本気で言っているのか……？）

　彼かれ等らの利き手にも下級とはいえ魔印ルーンが宿っている。

　れっきとした正式の騎士だ。

　それなのに――

（どう見てもあれは魔ま術じゆつだろうに。相手の動きを封ふうじるものだ）

　ラーアルがなぜ魔術を使っているかも気にはかかるが、それ以上に他の者の反応だ。

　魔術を使われたことに全く気が付かないらしい。

　多少魔術の素養がある者なら、気が付くはずなのに――

　特にラーアルの魔術の腕が図抜けているわけでもない。

　むしろ相当に拙つたない。

　あれは本来、自分を視界に入れた相手の動きを封じる金かな縛しばりの魔術だ。

　だが完全に金縛りができずに、相手の動きを少し遅おくらせる程度の効果になっている。

　どうにもこの時代の人々は、魔術に関する知識、感性をどこかに置き忘れて来たらしい。

　魔印ルーンと魔印武具アーテイフアクトの存在がそうさせたのだろうか？

　前世では魔術の学校を作り、魔術を普ふ及きゆうさせる施し策さくを打って来たイングリスとしては、寂さびしい話だ。

　あの頃ころはまだ魔術を使う者への偏へん見けんや差別が強く、魔ま女じよ狩がりまで行われていた。

　それを止やめさせ、平和裏に魔術と社会が融ゆう和わできるように心を砕いた。

　自分が老ろう齢れいになった頃には、魔術は当たり前のように人々に受け入れられ、世の中は変わったと思っていたのだが。

「ラーアル殿……凄いですね、でも僕も負けません！」

　最上級である特級の魔印ルーンを持つラファエルでさえこうだ。

　全く気付いている様子がない。

「将来の聖騎士様と戦えるなんて、光栄です。正々堂々と勝負させて頂きますよっ！」

　ラーアルもよく言う。

　こっそり魔術というからめ手を用いているくせに。

　事態の見通せるイングリスからすれば、白々しいことこの上ない。

　この年ねん齢れいにして、その演技力は褒ほめるべきかもしれないが。

「く、クリス……にいさま、勝てるよね……？」

　隣となりで見ているラフィニアが、不安そうにイングリスの服の袖そでを掴つかむ。

「大だい丈じよう夫ぶ。ラニが応援してあげれば、ラファ兄様の力になるよ」

　と言う他はないのだが。

「うん。がんばれ～～！　にいさま～～！」

　ラフィニアの声にラファエルは振り返かえり、爽やかに笑顔を見せる。

「うん。頑がん張ばるよ、ラニ。ありがとう」

　そして、きりりと表情を引ひき締しめラーアルに向かい合う。

「では、お願いしますっ！」

「受けて立ちますっ！」

「では、はじめっ！」

　父リュークが、二人に合図を送る。

「行くぞおぉっ！」

　ラファエルが真っ向からラーアルに斬きり込む。

　渾こん身しんの力を込めた、全力の踏み込みだ。

　相手は強いのだから、より一層力を振り絞しぼって――というような形相だった。

　――そうではない。違う。とイングリスは内心ため息を吐つく。

　これでは他の者と変わらない結果になる。

「甘あまいッ！」

　ラーアルの木剣は、ラファエルの渾身の一いち撃げきを簡単に受け止める。

　本当の実力であれば、この一撃でラファエルが押し切っていたかも知れないが。

「くっ……！」

「クククッ！　未来の英えい雄ゆうも大したことないなぁっ！」

　ラーアルの反はん撃げきだ。

　ラファエルはその太た刀ち筋すじに反応はしているが、魔術により動きが鈍っている。

　だから普ふ段だんの感覚で受けようとしても間に合わない。

　中ちゆう途と半はん端ぱな受けの姿勢で、横薙なぎの一撃を受けることになる。

　その拍ひよう子しに、手から木剣がすっぽ抜けて飛んだ。

　それがこちらに――正確にはラフィニアの方に飛んで行く。

「きゃ――!?」

「ラニッ!?」

「大丈夫です」




　バシッ！




　イングリスが手を出し、それをキャッチした。

「く、クリスぅ。ありがと……！」

　ラフィニアが涙目になっている。

「いいわ良くやったわ、イングリス！」

「ああよかった！　ありがとうねクリスちゃん！」

　母や伯母おばからも、お褒めの言葉を頂いた。

「ラニ！　クリス！　ごめんよ！　助かったよ！」

「いえ――どうぞ、ラファ兄様」

　イングリスは駆かけ寄よってくるラファエルに木剣を返す。

「ありがとう、クリス」

「あの。兄様、一つ――」
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「何だい？　クリス」

「できるだけ、相手を見ずに戦った方がいいかと」

「え？　どういうことだい、クリス？」

「何かおかしいのです。皆の動きが鈍いのです。対して、ラーアル殿は常に相手と正対するように動いています。何かあるのか、と――」

　実際には確実にある。ラーアルは魔術を使っている。

　だがそれを素す直なおに伝えても信じて貰もらえないだろうし、後々厄やつ介かいだ。

　匂におわせるような言い方の方が、逆にいいと判断した。

「見ずに戦う――か。確かに何か体が重い感じはしたんだ……分かったよクリス、ありがとう」

　ラファエルは頷うなずくとラーアルの前へと戻もどって行く。

「済みませんラーアル殿！　お相手頂いても構いませんか!?」

「いいですよ。今のは中途半端でしたしね。もっと完かん膚ぷなきまでに叩き潰さないと、負けたって分かりませんよねぇ？」

　と、弱者をいたぶる蛇へびのような目をする。

　しかしラファエルは、挑ちよう発はつには乗らずに試合に挑いどむ。

「……行きます！」

　真下を見て、ラーアルを視界に入れないようにして突っ込んだ。

　床に影は映っている。それを見て大体の目測をし、斬撃を繰くり出した。

「むっ……!?」

　それを受けるラーアルの体勢が少々揺ゆらぐ。

　ラファエルの今の動き、攻こう撃げきは魔術の影えい響きようを逃のがれたのだ。

　普段の力が出せるのなら、ラファエルの攻撃はラーアルにとっては受けるのが苦しい。

「やっぱり……！　クリスの言った通りだ！」

「く……くそっ！」

　ラファエルがラーアルを追い込んでいく。

　ラーアルはどんどん下がり――壁際まで追い込まれる。

　それが、ラファエルにとっては良くなかった。

「うおおおぉぉっ！」

　ラファエルが突とつ進しんする。そしてそれを、ラーアルが辛かろうじて受け流す。

　ラファエルは勢いのままラーアルの脇わきを通り抜ける動きをし――

　そのまま壁にぶつかった。

「うわっ!?」

　床を見ていたため、壁が分からなかったのだ。

　体勢を大きく崩し――そこをラーアルの木剣が撃つ。

「はっはは！　隙すきありだあぁぁぁっ！」

「ぐああぁっ!?」

「そこまで！　ラーアル君の勝ちだ！」

　父リュークがそう宣言した。

「あああ！　ふえぇぇぇ……にいさまが負けちゃったよぉぉ～～」

　涙目のラフィニアである。

　イングリスは彼かの女じよの頭をポンポンと撫でた。

「大丈夫。わたしが仇かたきを取ってあげるから」

　真っ向勝負とは言えない中で騎士団が負けっぱなしになるのは、見ていて気持ちいいものではない。

　それにラフィニアを泣かすわけにはいかない。

　この子のお守りは自分の役目なのである。

　イングリスは床に転がったラファエルの木剣を拾うと、すたすたとラーアルに近づいていく。

「お見事です。最後にわたしにも稽古をつけてくれませんか？」

　にっこり笑って、そう呼びかけた。

「おいおい止よしてくれよ、こんなか弱い女の子が相手になるはずがないだろ。次はリューク様に相手して頂こうと思ってるんだからさ」

　ラーアルは迷めい惑わくそうな顔をした後、ひょいと肩かたをすくめる。

「ま、綺き麗れいな服を着てお人形さん遊びでもしてなよ。君は可愛かわいいんだから、その方がきっとお似合いだよ」

「……ではあなたが密ひそかに行っていることを皆に暴ばく露ろしますが？　いいですか？」

　と、イングリスは脅おどしをかける。

　具体的な内容は言わないのがポイントだ。

　言ってしまうと、なぜそれが分かったか等、後で聞かれるだろう。

　具体的に言わなければ、それはカマをかけただけだと、後で言いい繕つくろうこともできる。

「ふ、ふざけるな！　俺が何をしてるって言うんだ……!?」

「さあ？　あなたの心に聞けばいいでしょう。で、どうしますか？　相手して下さるのですか？」

「……ああいいぜ、痛い思いをしても泣くなよ！　いいな！」

「そちらこそ」

　交こう渉しよう成立だ、イングリスはラーアルに向かい合おうとする。

「お、おいイングリス……！　無む茶ちやだぞ！」

　父リュークが心配して止めようとする。

　母セレーナも心配そうにこちらを見つめていた。

「心配いりません、父上。これでもわたしは父上の娘むすめ。騎士団の名めい誉よは守らねばなりません」

　実際の所、一番大きいのは実戦がしたいという素直な欲望で、二番目はラフィニアを泣かせないようにするためで、三番目は卑ひ怯きような手を使うラーアルを懲こらしめてやろうという気持ちである。

　こんな子供のうちからからめ手で楽を覚えると、将来ロクな戦士になれない。

　今のうちに精神面の改善が必要だろう。

「その心意気は買いたいがなぁ」

「やらせてくれないと、母上に内ない緒しよで新しい壺つぼを買ったことを密告します」

「分かった頑張れイングリス！」

　聞き分けが良いようで何よりだ。

　というわけで、イングリスはラーアルと試合ができることになった。

「はじめ！」

　ラーアルは初めは動かず、こちらの出方を窺っている。

　魔術は使っているようだ。まあ、イングリスには効かないが。

　神騎士デイバインナイトにあんな素人しろうとに毛が生えた程度の魔術が通用するはずがない。

　身に纏まとっている強い霊素エーテルが、自然と魔術を霧む散さんさせてしまうのだ。

　しかし霊素エーテルに頼たよるのもつまらない。

　そんなことをすれば確実に勝ててしまうのだ。

　もし霊素弾エーテルストライクなど使った日には、ラーアルは死亡確実だろう。

　霊素エーテルを使う技は威い力りよくを抑おさえて小さめに出すのが難しいのだ。

　ここはやはり、純じゆん粋すいな剣けんの技量のみで行く。

　自分にも魔術が効いてしまうという仮定前提で、あえて目を閉じて対峙してみることにする。

　影かげだけは見たラファエルよりも更さらに難易度を上げてみたが、今の自分の技量はどうだろう？

　特に視界のない状態で戦う『心眼』の稽古は、よくやっている。

　前世では、若い頃はできたが、王になって訓練不足になってからはできなくなって行った技術だ。

　これは実戦で『心眼』を試ためす絶好の機会だと思う。

　ラーアルは目を閉じて見せたイングリスをからかうように、その斜ななめ後うしろに回り込んで来た。

「……」

　イングリスは正確に、それに正対するように振り向むく。

「ちっ！」

　ラーアルは何度か位置を変えるが、イングリスはその都度、目を閉じたままで向き直って見せた。

「っ……！」

　これが自分にできるかというと、ラーアルには自信がないのだろう。

　だから少々、イングリスに対して不気味さを感じている様子だ。

　しかし、それをすぐに振り払はらって行動に出て来る。

　こんな小さな子供、捕つかまえて力で押おし込めば終わりだ――その思いが彼にはある。

「そらああぁぁっ！」

　後ろに回り込み、イングリスが振り向く前に斬りかかって来る。

　しかし、イングリスは正確に反応し向き直った。

　そのままラーアルの木剣とイングリスの木剣が触ふれ合って――

　その瞬しゆん間かん、ラーアルの剣がするりと通り抜ぬける。

「!?」

　イングリスが受け流していたのだ。

　まともに剣と剣で力比べになれば、体の小さいイングリスが絶対的に不利。

　だから、巧たくみに力を逸らすように受け流す。

　相手の斬撃の力の方向に対し、真横から力を少し加えることによって軌き道どうを狂くるわせるのだ。

　そのまま二度、三度と攻撃が受け流されると、ラーアルの顔色が変わっていく。

　――おかしい。当たるはずの攻撃が、するりするりと流れてしまうのだ。

　ラファエル含ふくめ、他のどの騎士と打ち合ってもこんな手ごたえはなかった。

　しかも相手は小さな幼女。更に目まで閉じている。

　それでこんなことができるのか……!?

「な、何なんだお前……!?」

　ラーアルはすっかり恐きよう怖ふ感を覚えていた。

　しかしそのラーアル以上に衝しよう撃げきを受けていたのが、父リュークやラファエルである。

　魔術がなければ拙い剣の腕しかないラーアルよりも、彼等はイングリスの技術を正確に理解していた。

　これは――この芸当は、間ま違ちがいなく自分達にはできない技術だ。

　あと何年修練すれば――いや一生をかけても、この領域に辿たどり着つけるものなのか？

　まともに戦えば結果は別だろう。最悪体当たりでも組み付きでもして、力に訴うつたえればいい。

　が、この技術の高さだけは到とう底てい真ま似ねできそうにもない。

「はははっ……！　我が家にも神童がいたか……！」

「すごい、凄いよクリス……！」

　リュークとラファエルは唖あ然ぜんと呟つぶやいていた。

　そんな中――イングリスを狙うラーアルが、上ずったような雄おたけびを上げた。

「うああああぁぁっ！」

　冷静さを欠いた力任せの一撃は、姿勢のバランスを欠いていた。

　イングリスがするりと受け流すと、ラーアルは自ら転てん倒とうして尻しりもちをついた。

　それを見み逃のがすイングリスではない。




　バシッ！




　振り下おろした木剣が、ラーアルの肩を打った。

「ま、参った――！」

　ラーアルが自ら負けを認めた。

「……どうもありがとうございました」

　イングリスは微び笑しようして応じ、ぺこりと頭を下げた。

　中々いい戦いだったと思う。現時点の自分の技量は合格点だろう。

　だが、まだまだ――もっともっと上を目指さねばなるまい。

　そのために生まれ変わったのだ。

　――その後、驚おどろき喜んだラフィニアや家族達にもみくちゃにされたのは言うまでもない。







第３章　６歳のイングリス







　イングリスは六歳になった。

　その日、出かける前――イングリスは屋や敷しきの居間の窓から外を見ていた。

　少し離はなれた山間の空に、雨が降っている。

　その雨は、普ふ通つうの雨ではない。キラキラと虹にじ色いろに輝かがやいているのだ。

　虹の雨プリズムフロウ――これが魔ま石せき獣じゆうを生む、と言われている。

　これを浴びることにより、自然の動植物が魔石獣と化し、人を襲うのだ。

　人そのものに対しては、魔石獣化は起きないようだが――

　それでも街中に降ると家か畜ちくなどが魔石獣化してしまいかねないため、十分に警けい戒かいする必要がある。

　綺麗な薔薇ばらには棘とげがあると言うが、これはそういった類たぐいのものだ。

　美しい光景だが、人にとって忌いむべきものである。

　――イングリスにとっては、血沸わき肉躍おどる雨である。

　是ぜ非ひとも歯は応ごたえのある魔石獣に誕生して頂いて、腕うで試だめしをしたいのだ。

　ラファエルや父リュークと稽古するのもいいが、やはり相手がこちらを殺すつもりでかかって来る実戦こそ最高の修しゆ行ぎようである。

　魔石獣に人に対する慈じ悲ひなどない。相手としては最高だ。

（もっと降れ！　もっと街に寄って来い！　私にもっといい修行をさせてくれ！）

　そんなことを思っているイングリスに対し、母セレーナは憂ゆう鬱うつそうだ。

「嫌いやね、不ふ吉きつだわ――今日はあなた達の洗礼の日だって言うのに……」

　何をするかと言うと、魔印ルーンを授さずかる日だそうだ。

　魔印ルーンは魔印武具アーテイフアクトを操あやつるために必ひつ須すである、とされている。

　魔印武具アーテイフアクトは魔石獣を倒たおすために必須である、とされている。

　されている――というのは、イングリス自身は例外だからだ。

　確かに普通の鋼の武器では、魔石獣を傷つけることはできないようだ。

　それはイングリスも試したことがあった。数か月前、街中に虹の雨プリズムフロウが降り、魔石獣が現れたため実験したのだ。

　同時に改めて確かく認にんしたが、神騎士デイバインナイトとしての、霊素エーテルを使う戦技ならば魔石獣も倒すことができる。

　ともあれイングリスのような例外を除いては、この虹の雨プリズムフロウの降る地上で生せい活かつ圏けんを確保するために魔印武具アーテイフアクトは必須であり、それを操るための魔印ルーンはとても重要視されるようだ。

　魔印ルーンは下級中級上級特級と階級分けがされており、要は強い魔印ルーンほど強い魔印武具アーテイフアクトを扱あつかうことができる。

　ラファエルのような特級印を持つ者は万人に一人いればいい方だとされる。

　国をも滅ほろぼすという最強クラスの魔石獣には、彼のような特級印を持つ者が操る究極の魔印武具アーテイフアクトのみが対たい抗こうできるらしい。

　国家存亡の危機に際する危機管理の要――そういう存在のようだ。

　伯母が身を大切にするようにラファエルに注意していたのが分かる。

「魔印ルーンか……」

　窓の外を見ながら、イングリスは呟く。

　神騎士デイバインナイトたる自分にそんなものは必要ないのだが――

　むしろラファエルのように特級印など授かってしまった日には、それだけで人々の希望が集中し、それに応こたえるのが義務のようにされてしまう。

　ラファエルを見ているとそれが分かる。

　そしてそれに懸けん命めいに応じようとしている姿も尊いが――

　英雄王イングリスにとっては、それはもう前世で通った道だ。

　イングリス・ユークスとして生きる今回は、自分の武を極きわめるためだけに生きたい。

　余計なものは背負い込みたくないのだ。面めん倒どうである。

　だから逆に恐おそろしい。せめて特級印だけは勘かん弁べんしてほしい――

「ねえ、イングリス――」

　母セレーナに、ぎゅっと抱だきしめられた。

「母上？　どうしましたか？」

「洗礼を前にこんなことを言うのは、不ふ謹きん慎しんでしょうけど……お母さんね、あなたに特級印だけは授かって欲ほしくないの。あれは――人々のためだけに生きて死ぬことに縛しばられる気がするの。それはあなたを取られるのと一いつ緒しよよ」

「奇き遇ぐうですね、母上。わたしも特級印だけは勘弁してほしいと思ってました」

「本当に!?　あなたは戦いにすごく興味があるみたいだから、強い力が欲しいんだと思っていたわ――」

「ええまあそれはそうなんですが……生き方を縛られる力はいりません」

「そ、そう？　じゃあ洗礼の時に、特級印だけはイヤだーっ！　て念じてね？　そうすれば、神様もきっと願いを聞いて下さるわ」

「分かりました。お約束します」

「いい子ね――じゃあ、出かけましょうか」

　イングリスは母に連れられて、洗礼が行われる領主の城へと向かった。




◆◇◆




　母と一緒に城にある聖堂に向かうと、既すでに父リュークも来て待っていた。

　一緒に洗礼を受けるラフィニアと家族――すなわち侯こう爵しやく一家も勢ぞろいしていた。

　それだけ魔印ルーンを授かる洗礼の日というのは、重要なのである。

　ラファエルがイングリス達たちに言う。

　彼かれも十四歳。もうじきこの地元ユミルの城じよう塞さい都市を離れ王都に上り、騎き士し学校に入学する予定だ。

　出発はもう近日中。最後にラフィニアとイングリスの洗礼に立ち会えそうでよかった、と言っていた。

「ラニ。緊張しなくていいからね。いい魔印ルーンを授かれるといいね。クリス。クリスはきっと何も心配いらないね。上級印は確実だよ！　ひょとしたら特級印もあるかも――だとしたら仲間だ！　楽しみだね」

　楽しみでも何でもないのだが――むしろ恐怖だ。

　そう思いつつも、イングリスはそうですね、と頷いておく。

「はっはっは。ラファエル様、お気が早いですぞ」

　と、父リュークが笑う。

「そうだぞ、ラファエル。いくらクリスが剣の鬼き才さいだからとて、必ずしも魔印ルーンの格と剣才が一いつ致ちするわけではないのだ――まあ、多くの場合はするのだがな」

　と、ラフィニア達の父親ビルフォード侯爵が言った。

「ははは。そう言って、父上やリューク団長も全然心配していないじゃないですか。口元が緩ゆるんでいますよ」

「いやいやそんな、滅めつ相そうもない」

「その通りだぞ、はっはっは。しかしまた我わがユミルから上級騎士以上を輩はい出しゆつできるとなると、鼻が高いのは事実だがな」

「私とて魔印ルーンは中級印ですからな。娘がそれを超こえてくれるのは楽しみですな～」

　そんな楽観ムードで、洗礼の儀ぎ式しきが始まった。

　神官風の老人が出て来て、暫く何やらむにゃむにゃと言い、それからラフィニアを壇だん上じように誘いざなった。

　そこには不思議な材質の石でできた箱が用意されており、中に空くう洞どうがあるのか穴が開いている。

　これが、『洗礼の箱』と呼ばれるものらしい。これによって、魔印ルーンを授かるのだ。

「さ、どうぞラフィニア様――ここにお手を」

「は、はい……」

　ラフィニアが、恐る恐る洗礼の箱に手を入れる。

　すると、『洗礼の箱』が光に包まれ、何か小さい共鳴音のようなものを発する。

「あ、何かあったかい――あはっ。ちょっとくすぐったい！　クリス、大丈夫そうだよ、怖こわくない！」

「ラフィニア、洗礼中だから静かにしなきゃダメよ」

　伯母に注意されるラフィニアだった。

　それからしばし――『洗礼の箱』の光が消えて静かになる。

「終しゆう了りようしましたぞ。ラフィニア様、お手をご覧になって下さい」

「はい――」

　ラフィニアが『洗礼の箱』から右手を出して、手の甲こうを見つめる。

　そこには真っ白な弓の形をした魔印ルーンが薄うすく輝いていた。

　洗礼を取り仕切る神官風の老人が声を上げる。

「光の弓……！　おめでとうございますラフィニア様！　上級印ですぞ！」

「え……!?　うわぁ！　やったぁ！　ねえねえ見て、みんな！」

　弓の形は対応する魔印武具アーテイフアクトの形状を示す。

　白い輝きの光の属性が上級印の証あかし。

　ラフィニアが嬉うれしそうに皆みなに魔印ルーンを掲かかげて見せる。

「ラフィニア！　おめでとう！　お母さん嬉しいわ！」

「ラニ！　凄すごいよ！　よくやったね！　これから弓の練習を沢たく山さんしなきゃね！」

「はっははは！　いいぞラフィニア！　お前が上級印を授かってくれるなんて、これで我がユミルの将来も安あん泰たいだ！」

　ビルフォード侯爵一家がわっと盛り上がっている。

「ラファエル様が特級印に、ラフィニア様が上級印か……！　素す晴ばらしいご兄きよう妹だいだ、お仕えのし甲が斐いがあるな――！」

　父リュークも感心して頷いている。

「そうね、立派だわ――！」

　母セレーナも同じくだった。

「おめでとう、ラニ。これでラニも立派な騎士様になれるよ」

「うん！　これで大きくなってもにいさまやクリスと一緒にいられるよね!?」

　ラフィニアはラファエルやイングリスがすごい騎士になると思い込んでおり、自分も一緒にいるために騎士になりたい、と言っているのだ。

「そうだね」

　と、応じておく。

　ラファエルは確定だろうが、イングリスとしては別に騎士に拘こだわりはない。

　常に魔石獣などの敵と戦わせてくれるならいいのだが、あまり騎士として手て柄がらを立て過ぎると、指揮する側に回され前線に立てなくなっていくものだ。

　前世ではそういう流れから、周りの人達のためと期待に応じ続けているうちに、国王になっていた。

　別にそのことを後こう悔かいはしていない。

　一生をかけてそれをやり切ったのは、自分にとっての誇ほこりでもある。

　だがだからこそ、前世と同じことの繰り返しは避さけたいのだ。

　騎士になってもいいが、あまりに偉えらくなりそうだったら、辞やめて傭よう兵へいやランバー氏のような武装行商をやるとか、身の振ふり方かたを考えねばならないだろう。

　とにかく大事なのは、戦いの前線に立ち続けること。

　将来はそういう立場を得たいものだ。

「次はイングリス様ですな。さぁ、どうぞ――」

「はい、分かりました」

　自分の番だ。イングリスは頷いて『洗礼の箱』の前に進み出る。

　意を決すると『洗礼の箱』の中にそっと右手を入れた。

　ラフィニアの時のように、『洗礼の箱』が光に包まれ、何か小さい共鳴音のようなものを発する。

『洗礼の箱』の機能が動き出したのだ。

　実際に触れてみると、その意図するところ、機能がイングリスには伝わった。

（これは――魔素マナの流れを固定化し、刻印するためのものか）

　この時代の人々は、殆ほとんどが魔素マナを操る魔ま術じゆつを扱う感性を持っていない。

　ただ、魔素マナがないわけではない。

　それらを活用する技術を忘れてしまったということだ。

　この『洗礼の箱』により魔印ルーンを刻めば、自動的にある一定の魔素マナの流れが備わるようだ。

　つまり、握にぎっただけで自動的に魔印武具アーテイフアクトに魔素マナを注ぎ込むという流れだ。

　魔素マナの活用という点では魔術と同じ。

　しかし現代の人々はその技術を持っていないため魔印ルーンで補助をするということだと解かい釈しやくできる。

（しかしこの推測が正しいとすると――）

　と、イングリスは結果を予測する。

　その時、『洗礼の箱』の光が消えた。

「終了しました。お手をご覧になって下さい、イングリス様」

「ええ――」

　イングリスは『洗礼の箱』から手を抜き、手の甲を見る。

　そこには、何の魔印ルーンも出現していない。元の綺麗な手のままだった。

　当然である。

　神騎士デイバインナイトは、神の気を纏う半神半人の存在だ。

　身に纏うのは魔素マナではなく霊素エーテルだ。

　魔素マナの流れを刻印する程度の機能で、神騎士デイバインナイトをどうこうできるわけがない。『洗礼の箱』が何かしようとしても弾はじいてしまう。

　そもそも神騎士デイバインナイトに魔素マナはないのだ。

　しかし特級印など押し付つけられなくて済んで、一安心だ。

「……何も起きませんでした」

　イングリスは少々ほっとしつつ、皆に手を見せる。

「「「なっ……」」」

　それに色めき立ったのが、父リュークやラファエルにビルフォード侯爵だった。

「馬ば鹿かな！　イングリスが無印者だと……!?　そんなはずがない！」

　普通であれば、魔素マナが弱く魔印ルーンの刻印に至らない者をそう呼ぶのだろう。

　イングリスの場合は、理由が全く逆で神騎士デイバインナイトの力が強過ぎて魔印ルーンの刻印が不可能ということだが。

　理由は全く別だが表の現象は同じ。面おも白しろいことだ。

「そうです！　クリスに限ってそんな――！　何かの間違いです！」

「『洗礼の箱』に問題はないのか？　確認してくれ！」

　納なつ得とく行かずに、老神官に詰つめ寄っている。

「は、はあ……しかし、ラフィニア様の時は動作していましたが……？」

「直後に壊こわれたということもあるだろう。とにかくもう一度試ためさせるのだ」

　ビルフォード侯爵がそう命じる。

「で、ではイングリス様……」

　まあ、納得いくまで付き合うことにしよう。

　自分ではなく父達の――だが。

　それから四、五回は同じことを試しただろうか。

　はじめは鼻息の荒あらかった父達も元気がなくなってしまった様子だ。

　失望させてしまったのは、少々申し訳ない気もするが。

「そんな……魔印ルーンがなければ正式な騎士にはなれん……許されるのは見習いの従騎士までだ、イングリスに騎き士し団だんを継つがせることはできないのか……」

「父上。がっかりさせてしまったようで申し訳ありません」

　イングリスがそう言うと、父リュークははっとして頭をぶんぶんと振った。

「いや……！　いやいやそんなことはない、今のは何でもないんだ！　気にしないでくれイングリス！」

　娘が気にして傷つくと思い至ったのだろう。

　それがちゃんと出てくるあたりは、良識のある父ではある。

　ただ、それを思わず見せてしまったのは未熟さでもあるか。

　本当は内心どう思っていても、それをおくびにも出さない方がいいだろう。

「魔印ルーンがなくとも、できることはあります。わたしはそれをしたいと思います。ラニは立派な騎士になれるでしょうから、その従騎士として側に仕えようかと。魔印武具アーテイフアクトはなくとも、この身をラニの盾たてにすることはできます」

　イングリスは微笑を浮うかべながら言った。実際に嬉しかったのだ。

　魔印ルーンがなければ、見習い騎士以上にはなれない。

　逆に言えば、ならなくていいのだ。

　下したっ端ぱの見習い騎士の立場なら、ずっと戦場で何ら問題がない。

　出世をせずに最前線で腕うでを磨みがき続けることができるなんて、素晴らしい！

　だがそのイングリスの態度は、周囲の目には、懸命に堪こらえて前を見ようとする健けな気げそのものの姿に映っていた。

「そうだ。そうだな……」

「ラフィニアを頼たのむぞ、イングリス」

　父リュークとビルフォード侯爵は感じ入って大きく頷いている。

　母や伯母おばは何も言わないが、涙なみだぐみながらこちらを見つめている。

「クリス……！　クリスは立派だね、本当に……！」
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　ラファエルは、涙を流しながらイングリスを抱きしめていた。

　情の深い性格である。

「クリス、あたしは嬉しいよ。ずっとクリスと一緒にいられるんだよね！」

　ラフィニアだけは、笑え顔がおを見せてイングリスを励はげまそうとしているようだった。

　こうして、ちょっと後ろめたい思いもしつつ、イングリスの洗礼の日は終わった。

　そして数日後、ラファエルは王都の騎士学校に通うために出発して行った。







第４章　12歳のイングリス 前編







　洗礼の日から六年。

　イングリスは十二歳になっていた。

　上級印の光の弓の魔印ルーンを授かり、本格的に騎士学校に通うための準備を始めたラフィニアを将来支えるために、と理由をつけ修行の日々を送っている最中だった。

　父リュークにはラフィニアと共に騎士団の訓練や魔ま石せき獣じゆう討とう伐ばつに参加することを許され、わりと充じゆう実じつした日々である。腕を磨く環かん境きようとしては悪くない。

　ただ、国をも滅ぼすと言われる最強クラスの魔石獣には、未いまだに遭そう遇ぐうしたことがない。

　特級印専用の究極の魔印武具アーテイフアクトが必須とされる相手だが、それが本当なのかこの手で確かめてやりたいのだが。

　国内にそれが現れたというのは、近年では殆どないようで、少なくとも二、三十年前に遡さかのぼるらしい。隣りん国ごくではここ最近も出現報告があるらしいので、一度遠えん征せいに行ってみたいものだ。

　それを言うと流石さすがにラフィニアは怖いと嫌がっていたが。

　もっともっと。誰だれよりも何よりも、強くなるのだ。

　武に生きることがイングリス・ユークスとしての道なのだ――！

　そう思うイングリスの目の前に――

　月の輝きのような長い銀ぎん髪ぱつと、宝石のように煌きらめく紅の瞳ひとみの美少女がいた。

　その笑顔は、花がほころぶかのようである。

　十二歳に成長した自分の姿だ。姿見に自分が映っているのである。

　年ねん齢れいのわりに発育が良く、身長も高めのため、同年代の少女より多少大人っぽい。

　外見の年齢は十四、五歳くらいだろうか。

　赤いドレスを身に纏い、くるりと一度回ってみる。

　ドレスの裾すそがふわりふわりと、嬉しそうに揺ゆれている。

（うーむ――見た目の方も順調に成長しているな）

　自分自身を見て、改めてそう思うイングリスだった。

　順調に絶世の美女になる道を歩んでいるのだ。

「クリスー？　着終わった？」

「ああ着終わったよ、ラニ」

「じゃあ入るわよ～！　おおぉぉ～！　すごい大人っぽーい！　やっぱキレイよね、クリスは！　はー……見とれちゃう♪」

　試着室に入って来たラフィニアが、イングリスの姿を見てそう言った。

　ラフィニアは黒くろ髪かみ黒目、艶つやのある髪かみは肩くらいまでで揃そろえた、活発な印象の少女に育っていた。性格的にも天てん真しん爛らん漫まんで明るく利発だ。

「いやー。本当にお綺麗ですねえ。このドレスも喜んでますよ、イングリス様みたいな娘さんに着て貰もらってるんですからねぇ」

　ラフィニアと一緒に見ていた、中年の女性もため息を吐ついていた。

　この人はこの城下の仕立て屋の女将おかみだ。

　ラフィニアの侯爵家とも付き合いのある、御ご用よう業者でもある。

「ありがとうございます。これもいいドレスですね」

　時々この店に遊びに来て、色々な服を着させてもらうのが二人の楽しみだった。

　主に着るのはイングリスだけだが。

　ラフィニアがイングリスを色々着せ替かえさせるのが好きなのだ。

　そしてイングリスも、色々な服で着き飾かざってみるのは嫌きらいではなかった。

　女性の身ならではの楽しみなので、せっかくなので楽しんでみようかと思っている。

　武を極める修行の日々の中の、いい息いき抜ぬきだ。

　初めは少々恥はずかしかったりもしたのだが、ラフィニアに色々着させられて行くうちに慣れて楽しめるようになって来た。

　確かに、自分でも思うがイングリスは美しい。何を着ても似合う。

　色々な服によって違ちがう映はえ方をする自分が、自分でも楽しみになってしまうのだ。

「ねね、クリス、このリボンで髪を結んでみて？　また印象が変わって可愛かわいいわよ？」

「いいよ。じゃあ結んでくれる？」

「はいはい。じゃああたしがお手伝いしますね♪」

「ありがとう、女おか将みさん」

「いいんですよ、やっぱりあたしも女ですからねぇ。美しいものは見てみたいんですよ」

　そして髪を結ゆい上あげると、また印象が変わり更に大人っぽい感じになった。

　悪くない。綺き麗れいだ。イングリスは鏡の前で笑顔を見せる。

「わ～！　それもいい！　いいわね～！」

「ですねえ♪　あ、次はこの服はどうですか？　イングリス様に似合うと思って、置いておいたんですよ！」

「じゃあそれも着てみましょうよ、クリス！」

「ははは。うん分かった。いいよ」

　そんな風にして、夕方になるまで着せ替えをして楽しませて貰った。

　屋敷への帰路につくと、遠くの空に大きな影が通って行くのが見えた。

　それは――空に浮かぶ浮うき島しまである。

　イングリス達の住む城塞都市ユミルが丸ごと一つ二つ入ってしまいそうな巨きよ大だいさだ。

　その大きさの空飛ぶ島の上に、人の住む都市が存在していた。

「あっ！　天上領ハイランド！　通ってるのは久しぶりに見たわね！」

　ラフィニアは、空に浮かぶ天上領ハイランドに手を合わせて目を閉じた。

「ラニ。何をしてるの？」

「願いごと！　天上領ハイランドを見たら、叶かなうらしいわよ？」

　流れ星にお願いごとをするみたいなものだろうか。

　まあ確かにこの城塞都市ユミルでは天上領ハイランドの姿を見ることはあまりないので、貴重ではあるが。

　イングリスもこれまで一度しか見たことはなかった。

　無論前世にはあのような存在はなかったので、興味深くはある。

　魔印武具アーテイフアクトや魔印ルーンを刻む『洗礼の箱』などは天上領ハイランドで作られたものであるとも聞く。

　地上の国々はそれを提供して貰い、自分達の住む場所を護まもっているというわけだ。

「天上領ハイランドに願いごとかぁ……さすがに迷めい信しんじゃない？　それ？」

「いいじゃない、一応よ一応！　ほらほらクリスも何かお願いしたら？」

「うーん。仕方ない……」

　目を閉じる。願いごとは一つだ。

（歯応えのある強い敵と戦えますように……！）

「あたしはラファ兄様が元気でいますようにってお願いしたわ」

　ラファエルは王都に出て騎士学校を首席で卒業した後も、王都に残って騎士として働いているようだ。

　その仕事が忙いそがしく、なかなかこのユミルに帰って来ることができていない。

　最後に会ったのは何年前だったか。

「クリスは？　何をお願いしたの？」

「歯応えのある敵と戦えますように……かな」

「あはは。ホント昔からクリスは、天使の身体に武将の魂たましいが宿ってるわよね～」

「否定はしない」

　言い得て妙みようだと思う。

　それだけラフィニアはイングリスのことを理解しているのだ。

　ここまで十二年、本当の姉妹のように育ってきた。

　イングリスが魔印武具アーテイフアクトなしでも魔石獣を倒せる力を持っていることも、ラフィニアだけは知っている。

「とりあえず、あたしの願いごとだけでも叶ってくれるといいなあ。クリスのは却きやつ下かね。それが叶うってことは、何か大変なことが起きるってことだし」

「それは不公平だよね、不公平」

「だったら、もっと可愛いお願いごとにすればいいのよ。ほら、素す敵てきな恋こい人びとが欲しい～！　とかね？」

「い、いらないいらない……！　さすがにそれはないから！」

　そんな恐ろしいことはあり得ない。想像するだけで寒気がする。

　確かに女性の身体で着飾ることに抵てい抗こうがなくなって来てはいる。

　が、それは男性の目線で自分自身を見てその美しさを楽しんでいるのであり、あくまで自分の思考、意識は男性のままなのだ。

　その自分に男性の恋人など、気持ち悪い以外の何物でもない。

「そうよね。あたしも知らない人とクリスが恋人になるなんて嫌よ？　認めるとしたらラファ兄様だけね。ラファ兄様の恋人も、クリス以外は嫌よね」

「う、うーん……わたしはそういう気は――」

「ま、とりあえず帰りましょうか」

　この日お願いしたイングリスとラフィニアの願い――

　歯応えのある強い敵と戦えますように。

　ラファエルが元気でいますように。

　――それは偶ぐう然ぜんだが、両方とも叶えられることになるのだった。




　数日後――




「王都からの監かん察さつ？」

「うん、お父様が言っていたの。今までも二、三年に一度来ていたけど、今回は天上領ハイランドの人も初めて一緒に来るらしいわよ」

　場内にある騎士団の訓練所での休きゆう憩けい時間。

　ラフィニアがそんな情報を教えてくれた。

「……ふうん？　そうなんだね――」

「あたし達天上人ハイランダーって会ったことないじゃない？　どんな感じか楽しみよね？　歓かん迎げいの宴えんにはあたし達も出て欲しいってお父様が言っていたから、そこで見られるわよ」

「うん。そうだね」

　ラフィニアは楽しみにしている様子だが、これは喜んでいいことなのだろうか？

　地上の国は天上領ハイランド製の魔印武具アーテイフアクトを譲ゆずり受うけ、それを使って魔石獣から土地と人々を護っている。

　それは無む償しようではない。膨ぼう大だいな地上の作物や資材を献けん上じようする見返りである。

　地上の国は、そうしなければ生きてはいけないのだ。

　少なくともこの国はまだ王家や貴族などの支配階級が機能しているが、天上領ハイランド側がそれらを排はいして地上を直接支配するといったことも考えられる。

　今回王命による監察に天上人ハイランダーが初めて同行してくるというのは、天上領ハイランド側がこの国を直接支配しようとする兆きざしなのでは……と、そう思うのである。

　そういう政治的なことを、まだ十二歳のラフィニアが読み解くことは難しいだろう。つい前世の癖くせで大局を考えてしまったが、一生を前線の見習い騎士で過ごす予定のイングリス・ユークスにも関係のないことだ。

　ただ、この故郷ユミルや家族には何事もあって欲しくはない。

　その時は容よう赦しやなく力を振るうことになるだろう。

　そして、監察の使節団がやってくる日になった。




◆◇◆




　ビルフォード侯こうの居城にある支し度たく部屋が、ざわついていた。

「素敵……！　本当に綺麗だわ！」

「まるで、絵画の中から飛び出してきたみたい――！」

「お若いのに、もう女性としての魅み力りよくをお持ちね……！」

　下働きの女性達が、イングリスの姿を見てため息をついているのだ。

「よしっと。髪も結い上がりましたよ、イングリス様。それにしても、やっぱりいいモノっていうのは、あるべき人の所にあるものなんですねえ。本当によくお似合いですよ？」

　城下の仕立て屋の女将が、イングリスの髪を結い上げて笑顔を見せる。

　今夜は、王都からの使節団をもてなす宴がある日だ。

　その準備を手伝うために、仕立て屋の女将も城にやって来てイングリス達の世話をしてくれていた。

　イングリスが今着せて貰ったのは、この間彼かの女じよの店で試着させて貰った赤のドレスだ。

　今日の夜宴に出席するために、と両親が買い入れてくれた。

　彼女の台詞せりふは、そのことを言っているのだ。

「あ、ありがとう。でもちょっと恥ずかしいな……」

　支度部屋の注目が集まり過ぎている。

　自分一人や、気心の知れたラフィニアやこの女将の前ならばいいが、よく知らない人間にそこまで注目を浴びるのは恥ずかしい。

　前世では国王として、数多くの臣民達の注目を浴びる存在ではあったが、それとこれとは話が違う。全然注目の種類が違うのだ。

「何言ってるんですか、イングリス様。会場に入ったらもっと注目を浴びますよ？　ほらほらいつもみたいに、くるっと回ってにっこり笑顔！　練習してみて下さいな」

「ええと……こうかな？」

　くるりと回ると、ドレスの裾がふわり。結い上げた髪もさらりと揺れる。

　続く笑顔に、下働きの女性達が、可愛い！　綺麗！　と歓かん声せいを上げる。

「や、やっぱり恥ずかしいなぁ……」

「ほらほら。背筋をちゃんと伸のばして、しゃんとしていて下さい。その方が綺麗に見えますからね？」

「クリス～。準備できた～？　おっ！　できてるわね。ん～。相変わらず綺麗っ♪」

　黄色のドレスに身を包んだラフィニアがやって来て、イングリスの姿を見て喜ぶ。

　ラフィニアもドレスと頭の花はな飾かざりがよく似合っている。

　年相応の少女の可愛らしさと、彼女らしい溌はつ溂らつとした明るさがよく感じられる。

「ラニこそ、よく似合ってて可愛いよ。すごくね」

「そ～お？　あたしなんてクリスと並んだら引き立て役よ？」

「そんなことない！　すごく可愛いよ。あの小さかったラニがこんなに成長してって、今感動してるんだよ！」

　振り返かえれば赤あかん坊ぼうだった頃ころのラフィニアも、イングリスはしっかり覚えている。

　それがこんなに――あっという間だった。

　親ではないがこれが親心というものだろうか。

　成長したラフィニアがここにいるというだけで、しみじみとした感動を覚えるのだ。

「あはははっ。何それ、お父様やお母様みたいね。でもありがとう、クリス。クリスがそう言ってくれるなら大だい丈じよう夫ぶよね。あたしだってドレスとか着慣れないし、ちょっと緊きん張ちようしてたのよ」

「二人ともよくお似合いですよ！　ささ、準備はできましたから行ってらっしゃい！」

　仕立て屋の女将が、イングリス達の背中を押おした。

「よし！　じゃあ行こ、クリス！」

「そうだね」

　ラフィニアがイングリスの手を引いて、二人は夜宴の会場へと向かう。 　一階の、中庭に面した大部屋が今日の会場だ。

　入口を入ってすぐの所に、きりりと精せい悍かんな顔つきをした、若い女性騎き士しが立っていた。

　彼女はエイダ。若いながらこのユミルの騎士団で副騎士団長を務めている。

　現在は間の悪いことに、父リュークは国内他領への救きゆう援えんのための遠えん征せいに出ている。

　だからこの場は、彼女が警備等の責任者ということになる。

「あらラフィニア様、イングリス様。二人ともよくお似合いですね！　とても可愛らしいですよ！」

　イングリス達は騎士団の討とう伐ばつに帯同したり、訓練も共にしたりするので、彼女とは普ふ段だんから親しい仲だ。同じ女性ということで、何かと彼女が面めん倒どうを見てくれていた。

「ありがとう、エイダ」

「ありがとうございます」

「さ、どうぞ奥おくへ。侯爵様もお待ちでしょう。楽しんで来て下さいね」

　と、エイダは笑顔で言い、その後少しだけ表情を引ひき締しめる。

「ですが一応、周囲に注意を払はらっておいて頂けると助かります。このユミルにそんな輩やからが現れるとは思いませんが、世間には反天上領ハイランドのゲリラ組織などもあると聞きます。ご使者の身に何かあれば大変ですから」

「心しん配ぱい性しようね、エイダは。ユミルは田舎いなかだもの、そんな話は別の世界のことよ？」

「ラニ。父上もいないし、エイダさんは責任重大なんだよ。協力はしようよ」

　むしろそういった者が現れたのなら、どの程度の力か腕うで試だめしをしてやりたいものだ。

「そうね。あたし達の腕を信用して言ってるわけだもんね？」

　ラフィニアは上級印の持ち主であり、騎士団のどの人間よりも魔印ルーンで言えば格上になる。イングリスも魔印ルーンは持っていないが、剣けん技ぎの上では並ぶ者のない鬼才である――とエイダは認にん識しきしている。だからそう言うのだろう。

「勿もち論ろんです。お二人とも、お願いします」

「うん、じゃあ行ってくるわね」

「分かりました。それじゃ」

　イングリスとラフィニアは、会場の奥へと足を踏ふみ入いれて行く。

　すると、会場の視線が彼女達に集中する。

　主にはイングリスに――だが。

「うわ～っ。みんなクリスのこと見てるね！」

　ラフィニアは鼻が高そうにしているが、当のイングリスには堪たまったものではなかった。

　女性からの視線は、気き恥はずかしくはあるがまだいい。

　それは美しい風景や絵画を見るのと同じようなもので、特に嫌いやな感じはしない。

　だが男性からの視線。これは初めて浴びたが……全く異質のものだ。

　イングリスは十二歳さいだが、大人っぽい外見のため十五歳程度に見える。

　それはもう、場合によっては男性から女性として見られる年齢なのだ。

　イングリスの顔や髪、すらりとした手足、そして特に少しだけ開いたドレスの胸むな元もと。

　それらに男性の欲望を秘ひめた視線が、雨あられと浴びせかけられるのだ。

　自分とて前世の時代は、このような夜宴で麗うるわしい女性がいれば、視線を奪うばわれることもあった。

　美しい娘むすめにちょっと注目しただけだったのだが、逆の立場で体験すると、そういった視線を大多数から一いつ斉せいに浴びることになるのだ。これは辛つらい。

　あの時の娘達はどういう気持ちだったのだろうか？

　今いま更さらながらに前世の行いを反省しよう。不ぶ躾しつけだった。

「ら、ラニ……！　ちょっと掴つかまらせて！」

　イングリスは思わずラフィニアの陰かげに隠かくれていた。

「どうしたのよ、クリス？　皆見たがってるんだから、隠れない方がいいのに」

「だ、だからだよ……！　変な目で見られるし――！」

「クリスは大人っぽいもんね。いいじゃない、モテモテよ？」

「ば、馬鹿なことを言わないで……！」

　ひょっとしたら真の女性からすれば、こういう視線は心ここ地ち好よいものなのかも知れない。

　だがイングリスは、見た目は絶世の美少女に生まれ変わろうとも、あくまで心根は男性である。今の状じよう況きようは、同性から欲望を秘めた視線で見られるのと同じである。

　それを気持ち悪いと思わずして、何と思えばいいと言うのか。

「ううう……とにかく早く、侯こう爵しやく様の所に行こう！」

「わ、わかったわ。クリス」

　監察の使節団への挨あい拶さつを済ませたら、なるべく早くこの会場から退散しようと思う。

　イングリスはラフィニアを引っ張りながら、ビルフォード侯爵の姿を捜さがす。

　部屋の最さい奥おうの方に、侯爵とその他数人が談だん笑しようしている姿があった。

「お父様！」

「侯爵様！」

　侯爵は娘達たちの姿を認めると、嬉しそうな笑顔を見せた。

「おぉラフィニアにイングリスか！　二人ともドレスがよく似合っているぞ。この夜宴に相応ふさわしい花だな。お前達もいつの間にか大きくなったものだ」

　そして、二人を周りの人間に紹しよう介かいする。

「ご紹介申し上げる。我わが娘ラフィニアと、姪めいのイングリスでございます」

「ラフィニアです。初めまして」

「イングリスと申します。どうぞお見知りおきを」

　イングリスとラフィニアは、淑しゆく女じよのようにドレスの裾をつまんで一礼をする。

「おぉ。君らがラファエルの言っていた妹ちゃん達だな。よろしくな！」

　二十代後半の騎き士し風の衣装を纏まとった男が、そう言って人ひと懐なつっこい笑顔を見せた。

「わ！　ラファ兄様のお知り合いですか!?」

「ああ、まあね」

「こちらのレオン殿どのは、ラファエルと共に聖騎士として働いておられるらしいぞ」

「聖騎士様……！」

　それは、国王により究極の魔印武具アーテイフアクトを扱あつかう許可を得た騎士のことだ。つまり、聖騎士は漏もれなく特級印の持ち主でもある。

　確かにこのレオンなる騎士の手の甲こうには虹にじ色いろをした魔印ルーンが、つまり特級印が煌めいていた。

「やって来たのが俺おれで悪いねぇ。本来ならラファエルに里帰りがてらこの任務を譲るべきだったんだろうが、あいつが忙しくて手が離はなせなくてな」

　レオンは、はっはと笑いながら後ろ頭をかく。聖騎士だとはいうが、堅かた苦くるしくない性格のようだ、服の着き崩くずし方や無ぶ精しよう髭ひげがそれを物語っている。

「こちらが監かん察さつ官かんのシオニー卿きようだ」

「美しいお嬢じよう様さま方。どうぞ、お見知り置きを」

　四十がらみの、口髭を生やした紳しん士し的てきな男性だった。

「そして天上領ハイランドから来られたご使者が、あちらだ」

　ビルフォード侯爵の視線を受け、少し離れた所にいた青年が振り返る。

　その顔は、イングリスの勘かん違ちがいがなければ、見知ったものだった。

「ら、ラーアル殿……!?」

　武装行商団側を率いていたランバー氏の息むす子こ、ラーアルだった。

「やあ、久しぶりだな。イングリス」

　ラーアルがにやりと笑う。その笑顔の印象は、少年の頃とあまり変わらない。

　しかし、やはりイングリスの見間違いではなかったようだ。

　一体何な故ぜ、彼かれが天上人ハイランダーとしてここにやって来たのだろう？

「やはりラーアル殿でしたか――その節はお世話になりました。お久しぶりです」

　と、イングリスは丁てい寧ねいに一礼をしておく。

「不思議そうだな？　僕ぼくが天上人ハイランダーだってことに」

　今のラーアルは二十歳はたち程ほどの青年となり、そして頭に羽根飾りを着け、額には何か魔印ルーンに近いような文様が浮かんでいる。

　そして、以前と比べて瞳の色が緑色がかっているように見える。

「ええ、率そつ直ちよくに言って驚おどろきました」

「だろうな。だけどこの額の聖痕こそが天上人ハイランダーの証あかしだよ。僕は正しよう真しん正しよう銘めいの天上人ハイランダーさ」

「天上領ハイランドに生まれずとも、天上人ハイランダーになれるものなのですね」

「なれるさ天上領ハイランドに多大な貢こう献けんをして、市民権を得られればいい」

　と、ラーアルは額の聖痕を自じ慢まんげに触さわって見せた。

「どのような貢献をなさったのですか？」

「単純に金だよ。商売をやって得た利益のほぼ全すべてを献上したのさ。権限を持っている上級の天上人ハイランダーとのコネは必要だけどね」

「なるほど――」

　単純に言うと、賄わい賂ろか。あまり気持ちのいい話ではないが。

「全財産をはたいたけどね。けどそれでこの立場が買えるなら、安いものだと思わないかい？　天上人ハイランダーの方が、そこらの地上の貴族なんかよりも実質的には上なんだ」

「わたしはあまり、そういうことには興味がありません」

　基本的に、己おのれの武を極きわめることしか考えていない。

　それ以外の政治的なこと、社会的なことは理解不能とは言わないが、気にせずに生きて行こうというのがイングリス・ユークスとしての生き方だ。

「では何に興味があるんだい？　君は随ずい分ぶん美しく成長したようだから、場合によっては天上領ハイランドを見せてやっても構わないと思ったんだけどな？」

　そういう目だ。男性の欲望を込めた視線――気持ち悪いので止めて貰いたい。

「わたしは、自分の腕を磨くことにしか興味がありません」

「おいおい、君は見た所魔印ルーンも持っていない無印者じゃないか。なのに腕を磨いて何になる？　神童も二十歳はたち過ぎればただの人ってね。せっかく容姿は人並み外れているんだ。早めに花はな嫁よめ修しゆ業ぎようでもしておいた方がいいんじゃないのか？」

「まだまだそんなつもりはありません」

「そうかい？　せっかく忠告してやったんだけどな？　時間は有効に使わないとさ。こいつ程度でも、きっと今の君よりは強いよ？」

　と、ラーアルは彼の近くの壁かべ際ぎわに控ひかえる大男に目をやる。

　普ふ通つうの成人男性よりも、頭二つ以上飛びぬけた大男だ。

　その体格も異様だが、もっと異様なのは格好だ。

　顔を全部覆おおってしまうような鉄仮面を被かぶり、それをこの場でも外さないのだ。

「……この方は――？」

「身辺警護用の奴ど隷れいさ。天上人ハイランダーには当たり前のことだよ。兜かぶとを取った方がもっと醜みにくくて悪目立ちするから、このままにさせておいてくれ」

　つまらなそうに言い捨てるラーアル。

　奴隷と呼ばれた男は、身動き一つせず無反応だ。

「…………」

　これもまた、気持ちのいい話ではない。

　どうもラーアルと話していると、天上領ハイランドや天上人ハイランダーというものへの心証が悪くなってしまいそうだ。

「お、そうだそうだ！　お嬢じようちゃん達に会わせたい奴やつがいるんだよ！　きっと記念になるから、是ぜ非ひ会っとけよ！」

　と、恐おそらく意図的に明るい声で沈ちん黙もくを破ってくれたのは、側で聞いていたレオンだった。

「レオンさん、それってどんな人ですか？」

　ラフィニアが尋たずねている。

　聖騎士のレオンも十分珍めずらしい立場の人で、会っただけで記念になると思うが。

　その上天上人ハイランダーのラーアルとも面会し、今日は珍しい人との対面が多い日である。

「そりゃあれだ、聖騎士がいるとなれば、対になるモンがあるでしょうよ？」

「魔印武具アーテイフアクト？　ってじゃあ特級印の魔印武具アーテイフアクトって言えば……！」

　ラフィニアの瞳がキラキラと輝かがやく。

　イングリスも似たような気分だった。

「そうだ天恵武姫ハイラル・メナスだ！　特に女の子には憧あこがれだろ？」

　天恵武姫ハイラル・メナスというのは、特級印専用の究極の魔印武具アーテイフアクト――に変化する能力を持った者達のことである。

　人なのか魔印武具アーテイフアクトなのかは定かではないが、普段は少女の姿をしており、彼女らの意思で武器化することができるという。

　そして天恵武姫ハイラル・メナスが変化した魔印武具アーテイフアクトは恐るべき威い力りよくを発揮し、それを扱えるのは聖騎士だけとのことだ。

　莫ばく大だいな貢みつぎ物ものと引き換かえに天上領ハイランドから遣つかわされる、地上を護る女め神がみ――最後の切り札、希望。そういう存在である。

　天恵武姫ハイラル・メナスと聖騎士の組み合わせこそが、国をも滅ほろぼすという最強の魔ま石せき獣じゆうに対する唯ゆい一いつの対たい抗こう策さく――そう言われているのだ。

「わ！　わ！　会いたい会いたい！　何ど処こにいるんですか!?」

「わかんねえから捜しに行くぞ！　ついて来い！」

　と、レオンが歩き出してイングリス達を手招きする。

「は～い！　行こっ、クリス！」

「うん。分かった」

　恐らくレオンは、イングリス達をラーアルから遠ざけようとしてくれたのだろう。

　あのまま話していても生産的だとは思えないし、助かった。気き遣づかいに感謝しよう。

「いや～、あいつの話聞いてたらムカつくからな～。お嬢ちゃん達をダシに抜ぬけ出だせて助かったぜ。悪かったな、利用しちまって」

　レオンはそう言ってにやりと笑えみを見せる。どうやら自分の為ためでもあったらしい。

「レオンさんじゃないけど、ホント嫌な感じだったよね。ね、クリス？」

　レオンに続きながら、ラフィニアが不ふ貞て腐くされていた。

「そうだね――ちょっとね」

　確かにラーアルは、あまりいい成長の仕方はしていないようだ。

「天上人ハイランダーってみんなああなのかしら。だとしたらあんまり好きになれそうにないわよね」

「ま、他にも結構天上人ハイランダーを見てきた俺からすると、多かれ少なかれみんなあんなだな。生まれつきの天上人ハイランダーでもな」

　レオンはひょいと肩かたをすくめる。

「天上人ハイランダーサマから見れば、俺おれ達たち地上の人間は地べたを這はいずり回まわる哀あわれな下等種族ってトコだわな。実際天上領ハイランド製の魔印武具アーテイフアクトを下か賜ししてやらなきゃ、自分の住む所も守れねえんだ。小こ馬ば鹿かにもするわな。こっちとしても、何をされても天上領ハイランドに頭を下げて魔印武具アーテイフアクトを譲ってもらうしかねえ」

　天上領ハイランドと地上の関係は、確かにレオンの言うようなものなのだろう。

　比ひ較かく的てき田舎いなかのこのユミルでは、天上領ハイランドも天上人ハイランダーもあまり目にすることはなかったが。

「命いのち綱づなは向こうに握にぎられてんだ。だから、どう思ってようが奴らの目の前ではニコニコお愛あい想そしといたほうがいいぜ？　君らは女の子で、しかも可愛い。もうちょっとすりゃあ、立派なレディだ。多少辱はずかしめられたり、胸なり尻しりなり撫なでられたりしてもガマンだぜ？　俺だって奴らの前に出りゃ、そりゃあもうヘーコラしてんだからよ？　必要とあらば靴くつでも舐なめるぜ！」

　笑え顔がおで言うことだろうか？　剽ひよう軽きんな性格である。

「ふふっ――長生きできそうな方ですね？」

　とイングリスは冗じよう談だんとして受け流すことができるのだが――

「……聖騎士様がそんなこと言わないで欲ほしいです――」

　ラフィニアの受け取り方は違うようだ。

「ん……？」

「だって聖騎士様って、この国の人達みんなの希望なんでしょう？　その人がそんなこと言ってたら、力のない人は誰を頼たよればいいんですか？」

「――耳が痛てぇ。こいつはすまねえなあ、冗談が過ぎたみたいだ」

「あ。ご、ごめんなさい……！　生意気なこと言って――」

「いいんだよ。さすがラファエルの妹だけあって、一本芯しんが通ってるわな。いい子だよ君は――っとああいたいた！　お目当ての天恵武姫ハイラル・メナス！　こっちだぜお嬢ちゃん達！」

　とレオンがイングリス達を連れて行ったのは、中庭に出た所にある木こ陰かげだ。

　そこに一人、葡ぶ萄どう酒しゆの入ったグラスを持った人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　見た目の年齢は十代後半、輝くような金きん髪ぱつ。吸い込まれそうな深みのある碧へき眼がん。

　イングリス自身とラフィニアを除けば、これほどの美しい少女は見たことがない。

　夜宴の場だが、ドレスではなく騎士風の鎧よろいを纏ったままだ。

　腰こしには雌し雄ゆう一いつ対ついの双そう剣けんを佩はいている。

　喧けん騒そうから離れて一人で佇む姿からは、孤こ高こうに生きる猫ねこのような気高さ、近寄り難がたさを感じるが、その反面どこか寂さびしそうにしているようにも感じる。

　そんな繊せん細さいそうな少女に――レオンは先さき程ほどと同じで陽気に近づいて行く。

「よぉエリス！　そんな一人で黄た昏そがれてねえで、中で楽しめばいいのによ。料理とか結構美う味まかったぜ？」

　声をかけられたエリスと呼ばれた少女は、はぁとため息を吐く。

　レオンを恨うらめしそうに睨にらむ表情は、毛を逆立てて相手を威い嚇かくする猫のようだ。

　しかし驚くのは、どこからどう見ても少々不愛想な美少女にしか見えない。

　この少女が天恵武姫ハイラル・メナス――？

　究極の魔印武具アーテイフアクトに変化するのか？

　実際自分の目で見てみないと、なかなか信じられそうにない。

「その気がないから、ここにいるのよ。私に構わないで」

「まあまあそう言うなよ。お客さんもいるんだからさ。お前に会いたいって子達がさ」

「え？　私に？」

「そうだぜ、ラファエルの妹のラフィニアちゃんに、従兄妹いとこのイングリスちゃんだ！」

　と、レオンがイングリス達を紹介すると、天恵武姫ハイラル・メナスのエリスは目を驚きで丸くし、その直後に怒いかりを露あらわにした。

「馬ば鹿かッ！　止めてよ！」

　レオンに向かって大声で怒ど鳴なる。

　怒鳴るだけでは済まない。手が出た。レオンは横よこ面つらを張り飛ばされていた。

「いっててて！　何も殴なぐることはねえだろ、この子達が楽しみにしてたんだからさ……！」

　その剣けん幕まくにイングリスもラフィニアも驚いてしまった。

「あ、あの……何か――？」

　驚いて尋ねるラフィニアに、エリスは目を伏ふせて視線を合わせなかった。

「ご、ごめんなさい……！」

　それだけ言うと、逃にげるようにその場を後にしてしまう。

「え、ええと――レオンさん、あたし達何か悪いことしましたか……？」

「あ、謝あやまりに行ったほうがいい、かな……？」

「いやあ、いいんだよ。君らは何も悪くないさ。俺が空気を読めなかっただけだなぁ。驚かせちまってごめんな？　よし、中に入って飯でも食いながら、最近のラファエルの話でも聞かせてやろうか？　知りたいだろ？」

「ラファ兄様の話は聞きたいですけど……エリスさんも気になるよね、クリス？」

「そうだね」

「とはいえまたすぐ行っても逆効果だしなあ。まぁ大丈夫さ、あとでちゃんと機き嫌げん取っとくからな。俺達が帰る前には話をさせてやるからさ。まずはラファエルの土産みやげ話ばなしからにしようぜ、ほら行こう」

「……いいのかなぁ。でも――ラファ兄様元気にしてるんですか？」

　やはりラファエルのことも聞きたくて仕方ないらしい。

「ああ元気だよ。あいつはできた奴だからなあ、王都でも色々手て柄がらを立ててるよ。一つ一つ話してやるからな」

「……はいっ♪」

　最終的には嬉うれしそうな笑顔になっていた。

　イングリスはそんなラフィニアの様子に目を細める。

　この間お願いしたラフィニアのお願いは『ラファエルが元気でいますように』だったのだが、レオンの話を聞けばそれが分かる。

　一応お願いが叶ったと言ってもいいかもしれない。

　そんな時だ――

「「「きゃあああああっ！」」」

　室内の会場の方から、悲鳴が轟とどろいた――

「な、何……!?　何の騒さわぎ!?」

「行ってみよう、ラニ！」

　あの悲鳴のような声はただ事ではない。

　イングリスは先頭に立って室内に戻もどる。皆大部屋の奥のほうに注目していた。

　そちらに少し進むと、何かイヤな臭においが鼻につく。

　これは――かつてはよく戦場で体験した、人の肉が焦こげる匂いだ。

　そして目に入る光景は――想像の通りだった。

　大部屋の奥。ビルフォード侯爵達がいたあたりに、焼やけ焦げた人の体が転がっていた。

　それは――先ほど挨拶させて貰もらった、王都からの監かん察さつ役やくのシオニー卿だった。

　変わり果てた様子の彼は、もうピクリとも動かない。完全に絶命していた。

　その近くには、ビルフォード卿にユミル騎き士し団だんの副団長エイダ、それに天上人ハイランダーのラーアルと警護用奴隷の大男がいた。

　ビルフォード卿とエイダは呆あつ気けにとられており、ラーアルは不敵な笑みを浮うかべている。大男の表情はわからない。

「な……!?　お、おい何があった、あんたら!?」

　さすがにうろたえた様子のレオンが声を上げる。

「ふん……無礼者を手打ちにしただけさ。天上人ハイランダーに対する礼れい儀ぎがなってなかったからね」

　ラーアルだけが冷れい笑しようで応じ、ビルフォード卿やエイダは固まったままだ。

「エイダさん！　何があったんですか……!?」

　イングリスが肩を揺ゆさぶると、エイダはようやく我に返ったようだ。

「い、イングリス様……！　それが――わ、私が悪いんです！　私のせいでシオニー卿が……！」

「どういうことですか？　落ち着いて話して」

「そ、それが……その――ラーアル様が私に夜よ伽とぎをせよと命じられまして……」

「ええっ……!?」

　何と下品なことをするのか。彼の少年時代を知っているだけに、嘆なげかわしいことこの上ない。

　同じ男性でも、その思考はイングリスには理解できない。

　前世の国王時代に部下がそんなことをすれば、即そつ刻こく厳げん罰ばつに処すところだ。

「わ、私が驚いて躊躇ためらっていましたら、聞いていたシオニー卿が割って入って下さいました。これまでの監察でも、態度が目に余ると烈れつ火かの如ごとくお怒りでした……ですがお怒りになられたシオニー卿に、ラーアル様がどこからか炎ほのおを生み出されて……！」

　エイダがそう言うということは、魔印武具アーテイフアクトによるものではないということか。つまり彼女らに認識できない手法――魔ま術じゆつによるものと考えられる。

　そういえば、ラーアルは少年時代にも魔術を使っていた。

　あれは恐らく――繋つながりのある天上人ハイランダーから与あたえられたものだったのだろう。

「それでシオニー卿はあのように……!?」

「は、はい……！　も、申し訳ありません！　わ、私さえ……私さえ――」

「エイダさん。ダメです、それ以上言ってはいけない。あなたは悪くないんです。ね、ラニ？」

「もちろんよ！　クリスの言う通りよ、エイダ！」

「し、しかしこれはえれえことになっちまったぜ……どう考えても俺の失態は免まぬがれん。ここに来る前から、天上人ハイランダー殿とシオニー卿とは色々揉もめてたんだよ、あの方も生き真ま面じ目めな方だからな――」

　もっとも、そういう人間こそが監察役には相応しいわけだが――

「大したことじゃない」

　と、ラーアルはまったく悪びれずに言う。

「途と中ちゆうで急病により死亡したとでも言えばいい。天上人ハイランダーがそう言うのだから、そう事実認にん定ていされるさ」

「……だろうね。やってられんがな。今の国王陛下は天上人ハイランダーに対しちゃ何も言えねえし、そのつもりもないからな」

　と、レオンが言って肩をすくめる。

「ということは――だ、ビルフォード侯。シオニー卿は病死したと伝えるも、ビルフォード侯の企たくらみによって暗殺されたと伝えるも、僕の自由というわけだ。その意味が分かるかな？　分かるよな？」

「う、うぬっ……！」

「さぁそこの女騎士に命じろ、僕の言う通りにしろってな……！　己の保身のために部下を売って見せろ……！」

「……な、なんということを……天上人ハイランダーとは――！」

「お父様……！」

　ラーアルはビルフォード侯に娘の、ラフィニアの前で理り不ふ尽じんに屈くつ服ぷくする姿を晒さらせと言うのだ。

　これほど残ざん酷こくなことはないだろう。こんなものを見せられると――

「お、お待ち下さい！　私が……！」

「駄だ目めです」

　そう、エイダが名乗り出て自ら身を捧ささげようとするだろう。

　容易に予想できたこと。イングリスは即そく座ざに彼女を押し留とどめて進み出る。

「ラーアル殿。歪ゆがみましたね。こんなことをして楽しいですか？」

「ああ楽しいよ！　せっかく全財産はたいて天上人ハイランダーになったんだ。地上なんて掃はき溜だめで偉えらそうにしてる、能無しの貴族や騎士どもの面子メンツや矜きよう持じを踏みにじってやる！　最高の遊びだね、はっははは！」

「……わたしはあなたを軽けい蔑べつします」

「ふん。昔一度勝ったくらいで調子に乗るなよ、お前だって何もできないんだよ。何ならそこの女騎士じゃなくて君を指名してやってもいいんだぞ？」

「そうですか。わたしは構いませんが？」

　イングリスが応じると、ラフィニアがびっくりして悲鳴を上げる。

「く、クリス!?　駄目よそんなの！　何を考えてるの!?」

「そうですイングリス様！　そんなことになったらリューク団長に何と言ってお詫わびすれば……！」

　エイダも同じくの様子だ。

「……ラーアル殿はわたしに恨みがあるから――いずれはわたしにも手を出そうとしたはずだよ。だったら初めからわたしでいい」

　イングリスは二人に小声で応じてから、ラーアルに向き直る。

「約束して下さい。ラニやエイダさんには手を出さないと」

「ああいいぞ。まだ幼いが、君以上の女はここにはいないからな」

　ラーアルはにやりと笑った。

　――その内心では、飛び上がらんばかりに喜んでいた。

　少年時代にプライドを傷つけられた相手、あのイングリスは、こんなにも美しい花のように育っていた。

　それを自分の手で、手た折おってやる。屈服させ、征せい服ふくしてやる。

　それが何よりの復ふく讐しゆう。何よりの尊厳の回復。自己の矜持の肯こう定ていなのだ。

「後で、僕が滞たい在ざいしている館やかたに一人で来い。今夜中だぞ？　明日にしてなどと泣き言を言うなよ？」

「わかりました。必ず参ります」

　イングリスは表情を変えず、頷うなずいてみせる。

「では後でな。先に帰っている」

　ラーアルはそう言うと、夜宴の会場を後にした。







第５章　12歳のイングリス 後編







　深夜――

　イングリスは城の支し度たく部屋で身支度を済ませると、城を出た。

　ラーアルが滞在しているのは、城からは少し離れた丘おかの上にあるビルフォード侯爵の別べつ邸ていだ。そこまでの夜道を、一人で歩いて向かった。

　格好はドレスではなく、いつも騎士団の面々に随ずい行こうするときに使っている騎士見習の軽鎧だ。

　家に置いてある自分のものではなく、城に置いてあるものを借りた。

　下手に母セレーナに知られると心配をかける。

　ラーアルがイングリスの逃げ道みちを塞ふさぐためか、即そく今夜に、と言い出したのは逆に都合が良かった。母に知られずに事を済ませられる。

　ラフィニアはイングリスを一人で行かせられないと、最後まで大おお騒さわぎしていたが、ビルフォード侯爵が涙なみだを流しながら組み止めてくれたので、その間に一人で出てくることができた。

「さて、と――どうなるか……な」

　無論、単に身を捧げに行くつもりはない。

　向こうもそれは計算済み――いや、天上人ハイランダーであることに増長しすぎていた様子だから、その権力を過信して、単にイングリスが媚こびを売りに来ると思っているだろうか？

　そうだとしても、万一の備えはあるだろう。あの鉄仮面の大男もいた。

　それに天上人ハイランダーになったラーアルは、どこからか炎を出してシオニー卿を焼殺したという。それは魔術か、それに近いものかもしれない。

　だから彼自身、強くなっていることも考えられる。

　何にせよ、手て応ごたえがあればいいが――

「ん――？」

　ラーアルが待っているはずの、ビルフォード侯爵の別邸。

　その門が見える場所までやって来ると、門前に人が立っているのが見えた。

　ラーアルの側に控えていた、鉄仮面の大男だった。

　イングリスは彼に近づいて行くと、丁寧に一礼した。

「こんばんは。イングリス・ユークス。お招きに預かり参上しました」

　イングリスが声を掛かけると、男は黙だまって門もん扉ぴを開いた。

　ギギギと重い音がして、門が開く。

　男は一度イングリスを振ふり向むくと、ついて来いと言うように首で合図した。

　イングリスは男の少し後を大人しく付いて行くことにした。

　建物に続く前庭はそれほど大きくはないが、並木道の木々はそれぞれきっちり刈かり込まれており、手入れが行き届いている様子だった。

　暫しばらくのあいだ、暗くら闇やみの中に二人の足音だけが響ひびく。

　並木道も真ん中を過ぎたあたりで、男が足を止めた。

「？」

「すま……ない――」

　掠かすれた小声で、それだけが聞こえた。

　見た目こそ恐ろしいがどうやら主よりも余よ程ほど、良識のようなものがあるらしい。

　何も言わないがラーアルの振る舞まいを見て、心を痛めていたのだろうか。

「お心こころ遣づかいありがとうございます。ですが、お気になさらず」

　イングリスは男の背中に笑顔を向ける。

「……」

　男はそれ以上何も言わず、再び歩き出した。

　そして、並木道の最終端たんに差さし掛かった時――

　宵よい闇やみを、銀閃が切きり裂さいた。

　並木の陰から突とつ如じよとして繰くり出された斬撃が、前を歩く男を襲おそったのだ。

「!?」

　尋じん常じような速度、威力ではなかった。

　二筋の銀光が大男の首を撃うつと、その巨きよ体たいが力を失ってガクンと倒たおれ伏ふす。

　――ほんの一いつ瞬しゆんで、完全に昏こん倒とうしていた。

「速い……っ！」

　見事な攻こう撃げきである。

　大男は災難だったが、それ以上にイングリスはその剣けんに目を奪うばわれていた。

　完全に命を絶つこともできただろうが――手加減をしてなおこの華か麗れいさだ。

　震ふるえがくるようだ。言うまでもなく武む者しや震いだが。

　その剣を放った主は、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美しい少女だった。

　イングリスに攻撃を仕し掛かけてくることはなく、早足に近づいてくる。

「あなたは――エリスさん？」

　夜宴の席で顔だけを合わせた天恵武姫ハイラル・メナスである。

　レオンがイングリス達を紹介すると、何故か怒おこって立ち去ってしまったが。

　それが何故ここに？

「ええ。あなた――もういいから逃げなさい」

「……わたしを助けに来てくれたんですか？」

「まあ、ね。話はレオンから聞いたわ。あなた、ラファエルの従兄妹なんでしょう？　だったら放っておけないもの」

　意外だった。自分達はあまり好かれていないと思っていたのだが。

「ありがとうございます。ですが、このまま引き返すわけにはいきません。わたしが来ないとなったら、ラーアル殿は何をするか分かりませんから」

　監察官殺しの罪を、このユミルとビルフォード侯こう爵しやくとに着せられるのは間ま違ちがいないだろう。それは流石さすがに止めねばなるまい。

「みすみすあの男の慰なぐさみ者ものになるつもり？　もっと自分を大切にしなさい！　後は私が何とかするから！」

「どう何とかするおつもりですか？　まさかラーアル殿を暗殺するつもりでは？　それは危険過ぎます。このユミルに危害が及およびかねない」

「……あなたが気にする必要はないわ。いいから帰りなさい！」

「そうは行きません」

「聞き分けのない子ね！　いいわ、これ以上進もうとするなら攻撃します。あなたもああなりたくなければ、大人しく逃げなさい！」




　エリスは、内心で詫びながらイングリスに向けて剣を構える。

　――悪いわね。だけど仕方ないのよ。

　本来なら天恵武姫ハイラル・メナスたる自分がこんな少女を脅おどすなど、恥はずかしいことだ。だが、このイングリスという少女の身を守るため。

　怖こわがらせて申し訳ないが、この少女の意思は固そうだし、問答している時間もない。

「ふ……ふふふっ」

　だが、エリスが怯おびえて帰ると踏ふんだイングリスは、全く違ちがう反応を見せた。

　笑ったのだ。実に不敵に、そして嬉しそうに。

　目の奥おくに底知れない闘とう志しが、ギラギラと輝いている。

　先程までの可か憐れんで儚はかなげだった印象が、ガラッと変わった。

「ありがとうございます。進もうとすれば、手合わせをして頂けるということですね？」

　その笑顔は実に可愛かわいらしく、そして嬉しそうに輝いていた。




　イングリスは、エリスに向けて踏み出す。

「では早さつ速そく、手合わせを始めましょう。お願いします」

　天恵武姫ハイラル・メナスの実力や如い何かに？　是ぜ非ひ戦ってみたかったのだ。

　先程の剣は凄すさまじいものだった。これは、今の自分の力を測る絶好の機会だ。

　ラーアルなど待たせておけばいい。

　どうせイングリスを手て籠ごめにしたくて、うずうずしているのだ。

　少しくらい焦じらしてやった方が、彼の中では盛り上がるだろう。

　こちらこそ、この機を逃のがすわけにはいかない――

　普通に手合わせを申し込んでも、拒きよ否ひされるか本気を出して貰えないかという危険が大きい。この状じよう況きようなら、エリスの本気を引き出せるだろう。




　対するエリスは焦あせった。

「ば、馬鹿！　こんな時に何を考えて……!?」

　戦う気などさらさらなく、剣を構えて見せればイングリスは逃げ帰かえると確信していた。

　それが嬉き々きとして向かってくる。

　それも何の魔印ルーンも持っていない無印者が？

　一体何を考えているのか？

「言い出したのはそちらですが？」

「そうだけど――もう！　知らないから！」

　エリスも頭を切り替かえる。

　もうこうなったら、さっと組くみ伏せて帰らせよう。

　この娘むすめはちょっと錯さく乱らんしているのだ。

　無理もない。こんな少女なのに、好きでもない相手に穢けがされようとしていたのだ。

　平静を保てなくなっていても無理はない。

　そう決心すると、身を屈かがめて地を蹴けった。

　エリスからすればかなり速度を抑おさえ、イングリスの間合いに滑すべり込む。

　鼻先をかすめる程度に斬撃を見せて驚おどろかせ、その隙すきに組み伏せる――つもりだった。

　しかし――

　牽けん制せいの斬撃を放った右手――それを逆に捕とらえられた。

「!?」

　そんなことができる以上、動きが完全に見切られているのだ。




　イングリスはエリスの腕うでを取ると、すかさず体をエリスの脇わきを背負うように入れる。

「はぁっ！」

　そして、身体のバネを使って投げ飛ばした！

　エリスの身体が、物もの凄すごい勢いで塀へいに向かって吹ふっ飛とぶ。

　そのまま激げき突とつ――と思いきや、さすがにエリスの身のこなしも尋常ではない。

　吹き飛びながらも姿勢を整え、逆に塀を蹴ってイングリスの方に飛び込んで来た。

「さすがですね！」

　イングリスは紙かみ一ひと重えで身を反らし、エリスの斬きり込みをかわす。

　エリスは土つち埃ぼこりを上げながら着地し、すぐに反転して突っ込んでくる。

　飛び込んでくる速さ、勢いを殺す柔じゆう軟なん性せい、反転の機き敏びんさ。

　どれを取っても、ユミルの騎士団にはいない歯応えだ。

　しかもまだまだ、エリスは全力を出してはいない。

　ならば、全力を出させる――！

「どうしてそんなに嬉しそうなのよ……っ！」

　エリスの左右の剣が高速で舞うように閃ひらめき、イングリスに迫せまる。

「好きなんです、強い者と戦うのが！」

　イングリスも剣を抜き、それを受け、捌さばく。

「迷めい惑わくな性格っ！」

　剣と剣が撃ち合わさる度に、夜の闇やみの中に硬かたい音が響き火花が瞬またたく。




　激しい剣けん戟げきの中で――エリスは戦せん慄りつしていた。

　殆ほとんどその場から動かないのだ――イングリスの足が。

　動かないまま、エリスの剣を弾はじき返かえし続けているのだ。

　エリスは二刀、イングリスは一刀、手数では確実にエリスが上回っているはずなのに。

　天恵武姫ハイラル・メナスが人の姿である時の能力は、聖せい騎き士しに勝まさるとも劣おとらない。そして、エリスの得意は双剣だ。剣の技量が人として超ちよう一いち流りゆうなのは間違いない。

　そのエリスの剣を、イングリスは余よ裕ゆうをもって受け流しているのだ。

　尋常ではない剣捌き、見切り、読みである。

　いや、それでもおかしい。納なつ得とくがいかない。

　剣の技量がずば抜けていたとしても、技量が身体能力と直接は結び付かないのだ。

　エリスの身体能力は、通常の人間を大きく上回っている。

　魔印ルーンを授さずかった騎士が魔印武具アーテイフアクトを振るう時も、そのような効果を発するが、エリスは人の魂たましいを持つ魔印武具アーテイフアクト、天恵武姫ハイラル・メナスだ。素すの身体能力が常人のそれではないのだ。

　それを魔印ルーンも魔印武具アーテイフアクトも持っていない人間があしらっているのだ。絶対に何かあるはず。だがそれが、何なのか分からない。

　天上人ハイランダーのように魔術を使っているという様子もない。

「もっと本気を出して下さい！」

「出してるわよ！」

　少なくとも、剣戟という意味では。

　しかし直後――エリスに勝機が訪おとずれる。




　バギィィィン！




　イングリスの剣が砕くだけるようにして折れた。

　武器の質の違いだった。

　エリスの武器は天恵武姫ハイラル・メナス用の特別製。
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　イングリスの武器は、地方都市の騎士団で一いつ般ぱんに使われる剣だ。

　その違いは明らかである。

「！」

「はああぁぁぁぁっ！」

　不意に訪れた絶好の好機に、急所を外すのも忘れてエリスは斬り込んでいた。




　流石さすがのイングリスも回かい避ひし切れず、腕をエリスの剣が浅くかすめた。

「っ!?」

　飛び退のこうとしたが、きっちりと距きよ離りを詰つめられた形だった。

　先程までよりも一層、苛か烈れつさを増したような踏み込みだった。

　流石は天恵武姫ハイラル・メナスと言うべきか。

　不測の事態で少しでも隙を見せると、きっちり手傷を負わされた。

　だがそれでいい。それでこそ戦い甲斐がいがあると言うもの。

　腕の傷は、少し血が出る程度の浅手だ。放っておいても問題ない。

　剣は折れたが、まだまだ戦いはこれから。面おも白しろくなってきた。




　しかしエリスは、イングリスに心配そうな視線を向ける。

「あ……だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　またとない好機に反応して、思わず渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたき込んでしまったのだ。

　斬り伏せてしまわなくてよかった――

　が、あの状況であの攻撃を受けて、軽けい症しようのイングリスには脅きよう威いと言わざるを得ない。

　あれは致ち命めい的てきな隙だったはずだ。それなのに――

　こんな年とし端はも行かぬ少女が、何という腕をしているのか。

「エリスさん。そんなことを聞かないで下さい。わたしが相手では不満ですか？」

　構えを解いて心配をするエリスに、イングリスは不満顔だった。

「そ、そうじゃないけど――」

「……エリスさん。教えて下さい。天恵武姫ハイラル・メナスは魔素マナを認にん識しきできますか？」

「ど、どうしてあなたがそんなことを気にするのよ」

　そもそも、地上の人間は魔素マナを認識できない。

　ましてやイングリスは、何の魔印ルーンも持っていない無印者である。

　魔素マナになど縁えんがないはずなのだが――

「そこは気にしないで下さい。それで、どうなのでしょうか？」

「え、ええ――ある程度はね。分かるわよ」

「そうですか、それは良かった」

　エリスには何のことだか分からないが、イングリスは屈くつ託たくのない笑え顔がおである。




「では……」

　と、イングリスは息を整え意識を集中する。

　今から、最近修練に凝こっているある技術をお披ひ露ろ目めしようと思ったのだ。

　それはすなわち――霊素エーテルを魔素マナに変へん換かんすることだ。

　魔素マナは魔術の源であったり、魔印武具アーテイフアクトを使うために必要であったりする。

　が、力の質を考えた時、その効率は非常に悪い。

　例えば火を起こす魔術を使う。十の魔素マナを使うとした時、本当に使われているのはせいぜい二、三で、残りは霧む散さんして消えているのだ。

　霊素エーテルはそうではない。十使えば十いやそれ以上の威い力りよくが出る。

　だから霊素エーテルを魔素マナに変換することは、言ってしまえば力を無む駄だに捨てる行こう為いである。

　だが今ならば――霊素エーテルは認識できないようだが、魔素マナは認識できるエリスになら、ある効果が期待できるだろう。




「あ……！　う――あ……な、何なの……!?」

　エリスは思わず後ずさりしていた。

　突如として膨ぼう大だいな魔素マナをイングリスが身に纏まとったのだ。

「あ、あなた一体……!?」

　先程まで何も感じなかったのに――

　どう見ても普ふ通つうの人間で、特とく殊しゆな力は感じなかった。

　だから自分をあしらって見せることが不思議で仕方がなかったのに――

　全くの認にん識しき違ちがいだった。

　エリスを呑のみ込んでしまいそうな程ほどの魔素マナを、イングリスは秘ひめている。

　エリスにはそう感じられた――




　イングリスは、エリスに向かって笑顔で呼びかけた。

「分かって頂けましたか？　遠えん慮りよは要いりません」

　イングリスが行ったのは、要するに力の可視化だ。

　霊素エーテルへの認にん識しき力りよくがない相手にも分かるように、わざわざ魔素マナという形に変化させたのだ。

　すなわち、相手の土俵に降りる、ということである。

　霊素エーテルは万ばん物ぶつの根源。すべての存在は霊素エーテルの重なり方の違いに過ぎない。

　ならば霊素エーテルを組み替えて魔素マナにすることも可能だ。

　基本的に力をロスさせる行為にしかならないが、こういう場合には有効だと思う。

　これでエリスは、イングリスに何の遠慮も要らないと実感できたはずだ。

　今までは、イングリスには何の力もないという先入観が先に来て、遠慮があった。

　イングリスとしては、それを取とり払はらいたい。

　霊素エーテルの繊せん細さいな制せい御ぎよの訓練にはなるし、元はといえば、両親を喜ばせてあげるために自ら魔印ルーンを生み出せはしないかと試ためしていた行為の副産物だ。

　魔印ルーンは魔素マナの流れを制御するものなので、魔素マナがなければ始まらないのだ。

「そ、そうね――あなたには私の助けは要らなかったかも知れないわね」

　と、エリスは完全に双そう剣けんを鞘さやに収めてしまった。

「もう止めないわ。行きなさい」

「えええぇぇっ!?　ちょっと待って下さい！　それはないです！　あんまりです！」

「な、何がよ……？　か弱い女の子だから無理やりにでも逃にがそうともしたけど、それだけの魔素マナがあるなら、自分の身は自分で守れるんでしょ？　だったら無理に止める必要はないし――」

「うわあああぁぁ！　そう来ましたか！　何てことだ……」

　イングリスは激しく後こう悔かいした。

　せっかく手合わせができていたのに、相手にこちらの力を分かり易やすく示したが故ゆえに認められ、止める必要なしと判断されたのだ。

　見込み違いだった。悔くやしい。せっかく楽しんでいたのに――！

「わ、わたしはか弱い女の子です！　是ぜ非ひ止めて下さい！　お願いします！」

「いや、もう十分見せてもらったから。ほら、天上人ハイランダーさんが待っているわよ？」

　エリスはそれだけ言うと、踵きびすを返して門の方に歩き始めた。帰るつもりのようだ。

「ううう……やらなければ良かった――！」

　一生の不覚……！

　無念そうに指を咥くわえて、エリスの後ろ姿を眺ながめるイングリスだった。

　だがその視界の中で――突如、エリスの体が何かに弾き飛ばされた。




◆◇◆




　それはバチバチと弾ける稲いな光びかりを凝ぎよう縮しゆくして形成された、獣けもののような姿だった。

　イングリスに背を向けて去ろうとするエリスの脇から飛び出し、体当たりをした。

　それだけでバチンと弾ける音が鳴なり響き、雷かみなりが弾ける。

「くっ!?」

　どうやらあれは、触ふれただけで雷らい撃げきのダメージを受けるようだ。

　だがそれだけではなく、雷の獣はエリスの身を捉とらえたまま屋や敷しきの塀に突っ込んだ。

　そしてそこで、獣全体の体が大きく弾け飛んだ！

「きゃあああぁぁぁっ!?」

　エリスの悲鳴。響く轟ごう音おん。

　獣が弾け飛んだ稲いな妻ずまの衝しよう撃げきは、塀を大きく破は壊かいしていた。

「エリスさんっ!?」

　完全に不意打ちを喰くらった格好だ。大丈夫だろうか？

「う……うう――」

　よろめきながらも、エリスは身を起こしていた。

「大丈夫ですか!?」

「え、ええ……何とかね」

　致ち命めい傷しようではないようだ――が、決してダメージも小さくなさそうである。

　ともあれイングリスは、彼かの女じよに駆かけ寄よろうとした。

　が、その前にも先さき程ほどの雷の獣が姿を現し行く手を阻はばんだ。

　こちらを足止めするように、威い嚇かくをしてくる。

「これは……!?」

　魔術や、それに近いもので生み出された疑ぎ似じ生命か。

　エリスは何か心当たりがあるらしく、激しい怒いかりの表情を見せた。

「こ、こんなこと……！　何を考えているの!?　出て来なさい！　レオンッ！」

「ええっ!?　レオンさんがこれを……!?」

「よっ。まあそりゃ分かるわな」

　と、軽い調子で言いながら、建物の陰かげからレオンが姿を見せる。

　夜宴の時に見た騎士衣装に、青あお紫むらさきに輝かがやく棘付の鉄手てつ甲こうを装備している。

　あれは魔印武具アーテイフアクトだろうか？

「イングリスちゃんがエリスの気を引いてくれて助かったよ。お陰で不意打ちでカタが付きそうだぜ。まともにやったら死し闘とうだからなぁ」

「見み損そこなったわ――どういうつもりなの……!?　私達たちを裏切るって言うの!?　仮にも聖騎士のあなたが!?」

「ま、そういうことにならざるを得んかな？」

「レオンさん……必要とあらば天上人ハイランダーの靴くつでも舐なめると仰おつしやっていましたが、それは冗じよう談だんではなかったと？」

　レオンの意図は、天上人ハイランダーに対して危害を加えかねないイングリス達を止めようということだろうか？　その働きによってラーアルに取り入ろうと？

「馬ば鹿か言え、冗談に決まってるだろう。ちょっと傷つくぜ、そりゃあ。仮にも聖騎士だぞ俺おれは。この国や人々を護まもるために命捨てる覚かく悟ごはできてるよ」

「じゃあ何な故ぜこんなことを……？　エリスさんは大事なお仲間でしょう？」

「……今回のことで愛あい想そが尽つきたから、かな。お前達も見たろ？　今のままでは、地上は天上人ハイランダーどもの食い物になるだけだ。このまま聖騎士でいても、この国や人々を護るという誓ちかいは果たされん。奴やつらの無法に対して俺達は何もできねえ。それが許されてねえ。つまり矛む盾じゆんしてるんだよな。気持ち悪いのなんのって」

「……己おのれの力に大義を求める――ということですか。意外に純情な方ですね」

「こんな幼い女の子が、何ちゅう物言いだ。どんな人生送って来たんだよ、君は」

　レオンは呆あきれ顔がおでイングリスを見る。

「だけど天上領ハイランドに頼たよらなければ、地上の国は生きていけない！　魔印武具アーテイフアクトがないと、魔石獣から身を護れない！　多少のことは耐たえないと生きても行けないのよ、仕方のないことなのよ！」

　エリスの表情から怒りは消えて、何とも言えない辛つらそうな表情になっていた。

「それじゃあ今回のようなことは泣なき寝ね入いりか？　俺は許せんね。魔石獣も天上人ハイランダーも、どっちも好きなようにはさせたかないね」

「……そんな道があるということですか？」

　聞いていると、エリスの言い分が現実的ではあると感じるが……？

「……イングリスちゃん、血けつ鉄てつ鎖さ旅団って知ってるかい？」

「……いいえ？」

　ユミルは田舎いなかであるし、イングリス自身も基本的に修しゆ行ぎようを積むことしか考えていない。

　世事には疎うとい方ではあるだろう。

「反天上領ハイランドのゲリラ組織よ。最近勢力を増しているわ！　おかげで魔石獣の討とう伐ばつに支障が出ることもあるし、他国ではあいつらが天上人ハイランダーを殺した復讐に、天上領ハイランドに滅ほろぼされた街もあると聞くわ。迷惑な存在よ！　地上に混乱を撒まき散ちらすだけ！」

「天上人ハイランダーから見りゃそうだろうよ。血鉄鎖旅団の本ほん懐かいは、己の血を鉄の鎖くさりとして、天上領ハイランドを地上に引きずり下ろすってことだ。どういうことか分かるかい？　イングリスちゃん？」

「天上領ハイランドを倒し、その技術を奪って地上に広める――ということでしょうか？　魔印武具アーテイフアクトを造る技術が地上にあれば、地上の国々は自分達で自分達を護ることが可能になります」

「おっ！　いいね賢かしこいね！　そういうこった。魔石獣から身を護りつつ、偉そうな天上人ハイランダーに頭を下げる必要もねえ。理想的だと思わないか？　前々から誘さそわれはしてたんだが、今回のことで踏ん切ぎり付けたぜ俺はよ」

「天上領ハイランドを甘あまく見み過ぎよ！　そんなことをすれば、天上領ハイランドと地上で戦争になる！　勝てるわけないでしょ!?　一体どれだけの被ひ害がいが出ると思っているの……!?」

「だからこそ、血鉄鎖旅団に強い力を集めんとな。そのためにエリスを手て土産みやげにと思ってさ。究極の魔印武具アーテイフアクトである天恵武姫ハイラル・メナスを研究すりゃあ、地上製魔印武具アーテイフアクトを生み出すきっかけになるかも知れんしな」

「嫌いやよ！　多くの人が死ぬようなことには手を貸したくないわ！」

　エリスは少々よろめきながらも、双剣を構えて抵てい抗こうの意思を見せる。

「イングリスちゃん？　君はどうする？　何なら一いつ緒しよに行くかい？」

「……お断りします」

「どうしてだい？　エリスと同じ現状維い持じ派かい？」

「いいえ？　ここでエリスさんを助ける側に立てば、あなたと手合わせさせて頂けそうなので……」

「はぁ!?　おいおい、君は強いんだ。ちゃんと自分の力の意味は考えないとダメだぜ！」

「……こ、この子ってどれだけ――」

　レオンは素すっ頓とん狂きような声を上げ、エリスは呆れている様子だ。

「レオンさんの仰ることは理解できます――ですが、わたしは力と大義を結び付けることはやめました」

　それはもう、前世で通り過ぎた道だ。

　大義に力を注げば、いずれ前線から引ひき離はなされて人々を導く立場に追いやられる。

　イングリス・ユークスにそのつもりはないのだ――！

「では、エリスさんを奪いたければ腕ずくで来てください。さあどうぞ」

　イングリスはそうレオンに要求した。

「イングリスちゃん――ちょこっと見てたが、君は強い。こんな可愛らしい女の子が、信じ難がたいくらいにな……だから大人気ないが全力で当たらせてもらうぜ。はああぁぁっ！」

　レオンは力を込めて、上級魔印武具アーテイフアクトの棘付の鉄手甲を叩き合あわせて打ち鳴らす。

　聖騎士が天恵武姫ハイラル・メナスを手に取るのは、最強の魔石獣から国と人々を護る場合のみ。

　普ふ段だんはこの、鉄手甲の魔印武具アーテイフアクトを愛用していた。

　上級の魔印武具アーテイフアクトにもなると、単に斬る、突つく、殴なぐるだけでなく天の与あたえた奇き蹟せきとも言うべきような特殊な現象を発揮する。

　その現象、奇蹟ギフトは各武器によって決まっているが、このレオンの持つ魔印武具アーテイフアクトは、雷の獣を生み出し使し役えきするのがその効能だ。

　――その数、その強さは扱あつかう者の能力次し第だい。

　特級印を持つ聖騎士たるレオンが全力で使えば――！

　打ち鳴らされた魔印武具アーテイフアクトから小さな光球が散り、地面に落ちると先程の雷の獣と化して唸うなり声ごえを上げる。その数は二十――いや三十以上か。

　それが一いつ斉せいにイングリスを取り囲んでくる。

　なかなか目に眩まぶしく、賑にぎやかな光景だ。

「二体だけ俺について来い！　残りはイングリスちゃんにかかれ！」

　レオンは言って、エリスの方へと突とつ進しんする。

　その後を二体の雷の獣が追従していく。

　エリスは双剣を構え、それを迎むかえ撃つ姿勢を取っていた。

　エリスとレオンが本来互ご角かくだとしても、数の上、それに現時点の状態でもエリスが不利だ。一度大きなダメージを負っている。

　レオンにエリスを殺すつもりはない――というよりも、天恵武姫ハイラル・メナスが普通の人間と同じように死ぬのかも分からない。

　が、少なくとも攻撃を加えて無力化し、連れ去ることはできるのだろう。

　今レオンが行おうとしているのはそういうことだ。

　――止めさせて貰もらう！

　そう考えるイングリスには残りの雷の獣が全すべて、向かって来ている。




　グルウゥゥ！　ガアアアァッ！　グオオォォォッ！




　まず第一に、これを突とつ破ぱすることが必要だ。

　――中々面白い！　流石は聖騎士の放つ奇蹟ギフトである。

「はあっ！」

　イングリスは手近な一体に自ら突っ込み、拳けん打だを見み舞まおうとする。

　雷の獣はイングリスの踏み込みに反応し切れず、イングリスの拳が直ちよく撃げきする――

　はずだった。

　が、その前に不意に虚こ空くうから現れた剣が、雷の獣を切り裂いた。

　この剣は――エリスの構えていた二刀のうちの片方だ。

「ギャオォッ!?」

　切り裂かれた獣は悲鳴のようなものと共に、眩しく輝いて弾け飛んだ！

　先程エリスが喰らっていたのと同じものだろうか。

　こちらが攻撃する手前だったので、間かん一いつ髪ぱつ飛とび退くことができた。

　雷の爆ばく発はつは少し浴びたが、体が少々痺しびれる程度で済んだ。

　まともに浴びていれば、もっとダメージを受けたはずだ。

「気を付けて！　あれは、こっちから強い攻撃を加えても爆発するわ！　迂う闊かつに攻撃しちゃダメなのよ！」

　遠くのエリスが、イングリスに呼びかけた。

　知っていることを教えて、警告してくれたのだ。

「はい！　分かりました！」

　しかしあの距離から雷の獣を斬るとは、あれは何だ？

　人の姿の天恵武姫ハイラル・メナスも、奇蹟ギフトのようなものを操あやつるということか？　先程の手合わせでは見せてくれなかった技だ。ずるい。

「今度、その技を使って手合わせをお願いします！」

「嫌よ！　私はあなたと違って好戦的じゃないの！」

　あっさり拒否をされてしまった。

　ともかく、エリスが対処の方針を示してくれた。

　あれを近接攻撃で撃げき破はしてしまうと、反撃の自じ爆ばくを避さけられず大きなダメージを受ける、ということだ。

　つまり、爆発に巻き込まれないような距離を取って撃破せよ、と言うのだ。

「――とにかく。エリスさん、情報をありがとうございます。参考にさせて頂きます！」

「フフッ。あれはそう何度も打てねえはずが、イングリスちゃんに教えてやるためだけに使うとは、やっぱ何だかんだ言いながら面めん倒どう見みがいいね、お前は。ツンデレってやつだ」

「うるさい！」

「そうだったんですね。待っていて、すぐに助けます！」

　イングリスは両の拳を握にぎり締しめ、意識を集中して気合を入れた。

「はああぁぁぁっ！」

　イングリスの身体を青白い光が覆おおう。

　霊素エーテルを凝縮した波動を身に纏ったのだ。

　しかしそれに何の意味があるのかは、エリスやレオンには分からない。

　霊素エーテルを感じられない彼かれ等らには、単に光っただけにしか見えないのだ。

　だから特に驚きの声は上がらない。

　しかしすぐに分かるはずだ――

　光を纏ったイングリスは、手近な雷の獣に真っ向踏み込む。

　その速度は、先程と比ひ較かくにならない程速かった。

　そしてその勢いを乗せ、足を鞭むちのようにしならせ、回まわし蹴げりを放つ。

「ギャオォォォッ！」

　雷の獣の悲鳴が上がる。相当な衝撃があった証しよう拠こだ。

「な――馬鹿ッ！　せっかく人が……！」

　エリスの言葉の最後をかき消す爆発音。

　イングリスは雷の獣の自爆にモロに巻き込まれていた――

　が、傷一つつかない。揺ゆるがない。たじろがない。

　全く何事もなかったかのように、立っている。

「ええっ……!?　な、何が――!?」

「ありゃどういうことだ……!?」

　エリスもレオンも、思わず戦いの手を止めていた。

「次ッ！」

　イングリスは次々と徒と手しゆ空くう拳けんで雷の獣を撃破して行った。

　反撃の自爆は確実にイングリスを捉え、轟音をまき散らし地面を抉えぐり、並木道を破壊したが、イングリス自体は無傷だった。

　何物もイングリスを阻むことはできず、ただただ雷の獣の数が減って行く。

「エリスさん、おかげ様で分かりました！　近づいて攻こう撃げきすると反撃が避けられないと言うならば――反撃を無効化するくらいに自分を強化すればいいと！」

「そうじゃないし！　離れて攻撃しなさいって言いたかったの！」

　言う間に雷の獣の残りは半数以下になっている。

　その動きは、天恵武姫ハイラル・メナスのエリスや聖騎士のレオンから見ても速過ぎた、鋭するど過ぎた。

　先程自分と戦った時、こちらも全ては見せてはいないが、イングリスもこちら以上に力を隠かくしていたのだ。その事実にエリスは戦慄する。

　こんな可愛らしい少女が――これは国や世界の運命を左右するような力ではないか？

「こちらの方が速いので！」

　イングリスが行ったのは、霊素エーテルを凝縮した波動を身に纏うこと。

　霊素殻エーテルシエルとでも言えばいいだろうか。

　それが障しよう壁へきとなって、雷の獣の自爆の衝撃を無効化した。

　さらにはイングリスの身体能力を、より強力に引き上げる効果も兼かね備そなえている。

　神騎士デイバインナイトは半神半人。その身体の力も、半分は神。ゆえに通常の人間を大きく上回る。それは体が成長すると共に、顕けん著ちよになって来た。

　それを霊素エーテルの波動を身に纏うこの技で、さらに引き上げた。

　ゆえにこの状態である。

「はあぁっ！」

　イングリスの掌しよう打だが最後の雷の獣を撃うつ。

　衝撃で大きく歪ゆがんだその姿が弾け飛び、イングリスを叩く――

　が、霊素殻エーテルシエルがイングリスを護り、傷をつけられない。

　直後、イングリスは滑るような速さでエリスのもとまで移動し、並んで立った。

「お待たせしました」

「……あなた、意地の悪い子ね。私に本気を出せって言いながら、自分は本気じゃないんだもの」

「そうでもありませんよ」

　この技に欠点がないわけでもなく、そう長続きはしない。

　効果が切れた後の疲ひ労ろう感、脱だつ力りよく感もかなりある。いわゆる切り札の一つである。

　これがもっと成長して、霊素エーテルの持続力が付けば、長期戦も可能になって来るのだろうが――それは今後の自分の修練次第だ。

「君はとんでもない子だなぁ。あれだけいたのが足止めにもならねえとは」

　レオンも呆れて肩かたを竦すくめるほかはなかった。

　単体の聖騎士や天恵武姫ハイラル・メナスをも上回るというなら――

「本気で君をどうこうしようとするなら、俺やエリスの単体じゃ難しいかも知れん……聖騎士が操る天恵武姫ハイラル・メナスをぶつけるとかしねぇとな。それはつまり、魔石獣の最強種たる虹の王プリズマーに匹ひつ敵てきするかも知れんバケモノだってことだ」

「はい。自分の力でそれを倒たおせるように修しゆ行ぎようをしています」

「はぁ!?　ほ、本気なの!?」

「ええ」

「はっは！　すげえな。夢はでっかくだな！　だが……君の将来にゃ期待するが、今は弱点があることを期待させて貰うぜ。例えばその力は持久力不足で長く続かねえとか、な？」

　――勘かんの鋭い男だ。軽けい薄はくな調子だが、確固たる信念を持ち頭も切れる。

　もし前世の時代に自分の部下にいたら、重臣に取り立てていたかも知れない。

「だとしたら、どうします？」

「決まってるさ、我が慢まん比べだ！　こいつはまだまだ出せるんでな！」

　レオンは再び、鉄手甲の魔印武具アーテイフアクトを打ち鳴らそうとする。

　それにより、雷の獣を生み出すことができるのだ。

　ガチンと鉄と鉄が打ち合わさる音が鳴り――

　そして、雷の獣は生まれなかった。

「な……!?」

「させません」

　イングリスの仕し業わざだ。

　レオンが鉄手甲を打ち合わせる寸前に目の前に割り込み、蹴けり足を差し込んだ。

　先程の音は、イングリスの脛すね当あてを叩いたのだ。

　鉄手甲同士を叩き合わせないと、この奇蹟ギフトの効果は発揮されない。

　前のレオンの仕草からそう読んだが、当たっていたようだ。

「な、何てこった……マジかよ」

　そしてその動きが、レオンには見えなかった。

　気づいたら目の前にイングリスの脛当と、その先に覗のぞく形のいい太ふと腿ももが見えた。

「……あまり女性の脚あしをまじまじと見つめないでください」

「冗談！　見せたのは君だろ!?」

　レオンは言いながら大きく飛び退すさる。

　身を引きながら、鉄手甲を打ち合わせようとするが――

「させませんと言っています」

　イングリスはぴったりと、レオンに付いて来る。

　レオンの両手首を掴つかみ、動きを封ふうじる。

「くっ……！」

「でえぇいっ！」

　膝ひざ蹴げりがレオンの腹部に突き刺ささる。

　その威力でレオンの身体が浮うき上あがる程の衝撃だった。

「ぐおぉぉっ!?」

　その一撃でレオンの意識は飛びそうになった。

　何もなければ気絶していただろう。

　踏ふみ止とどまれたのは、別の刺し激げきがあったから。

　突とつ如じよ、屋敷の建物の部分の壁かべが崩ほう壊かいし、悲鳴が轟いたからだ。

「きゃあああああっ!?」

　破壊された壁から飛び出て来たのは――ラフィニアだった。

「ラニ!?」

　イングリスは思わずそちらに注意を向け、ラフィニアの名を呼んだ。

　外に飛び出してきたのは、ラフィニアだけではない。




　ゴアアアァァァッ！




　巨きよ大だいな――人の数倍はありそうな程の人型の異形が、彼女と同時に姿を現していた。

　その大きさを考えると、屋敷の壁を破壊したのは、ラフィニアでなくこちらだろう。

　上半身だけが異様に発達して肥大化した、ずんぐりとした体格をしている。

　皮ひ膚ふはごつごつと硬こう質しつ化かした岩のようであり、額や首や背には結けつ晶しよ化うかした宝石のようなものが埋うまっていた。その色は水色、深い青、黄色、黒など――

「これは……!?　魔ま石せき獣じゆう!?」

　虹の雨プリズムフロウなど降っていなかったが……!?

　それに人型の魔石獣など初めて見る。

「いや……それより、ラニ！」

　考えるのは後。ラフィニアだけは何をおいても護らねばならない。

　それが武を極きわめる以外に、イングリス・ユークスとして己に課す唯ゆい一いつの制約、誓いだ。




　ゴアアアァッ！




　人型の魔石獣が、巨大になった拳をラフィニアに振ふり下おろそうとする。

「きゃ――!?」

「させない！　はあぁぁぁっ！」

　イングリスは神速で割り込み、敵の拳に自分の拳を叩き合わせた。

　体重、質量のみで言えば圧あつ倒とう的てきに相手が上回る――

　が、そんなものは物の数ではない。

　結果はイングリスの拳が圧倒的に押おし込み、魔石獣の拳を弾くと仰あお向むけに転てん倒とうさせた。

　魔石獣は勢い余ってそのまま転がって行き、屋敷の塀へいに当たって止まった。

「ラニ！　大丈夫!?」

「あ、ありがと！　クリス――」

「どうしてこんな所に……？」

　確かにラフィニアは黙だまっていられないという様子だったが、ビルフォード侯こう爵しやくはラフィニアを止められなかったのだろうか。

「無理やり出て来たわ。クリス一人に全部押し付つけるなんて絶対間ま違ちがってる！　だからあたしが先に行って、ラーアルをとっちめてやろうと思ったんだけど……おかしいの！」

「どうおかしいの？」

「隠れて忍しのび込んで、様子を窺うかがってたの。そしたら急に苦しみ出してあんな風に――」

　と、ラフィニアは身を起こそうとしている人型魔石獣を指差した。

「な……!?　あれがラーアル殿どのだって……!?」

「ほ、ホントよ！　あたしこの目で見たもの！」

「イングリスウゥゥゥッーーーー！」

　ラーアル――だったものは、イングリスの名を呼び、唸りながら近づいて来る。

「……！　わたしの名を――!?　じゃあ本当にあれはラーアル殿……!?　だけどそんな馬鹿な！　虹の雨プリズムフロウで人が魔石獣化するなんて聞いたことが……！」

　人は虹の雨プリズムフロウを浴びても魔石獣化はしない。

　それはこの世界では常識である。つまり、数多くの人々が経験した体験談でもある。

　そうそう簡単に例外が起こるとは思えない。

「で、でもホントよ！　ねえクリス、これあたしのせいなの？　あたしが何か……!?」

「安心しなよ。そりゃあラフィニアちゃんのせいじゃねえさ」

　と、イングリスの膝蹴りでうずくまっていたレオンが、身を起こして教えてくれた。

　既すでに雷の獣けものは再召しよう喚かん済み。彼かれの周りをしっかりと固めていた。抜ぬけ目めがない。

「ラフィニアちゃんのもう一歩手前に、俺がヤツに一服盛らせてもらったぜ。虹の粉薬プリズムパウダーっつってな、虹の雨プリズムフロウの成分を極度に濃のう縮しゆくした秘薬だとよ。血鉄鎖旅団が持ってるようでな、俺を誘うついでに置いて行ったんだ。それでも人間にゃ効果が薄うすいが、天上人ハイランダーに使えばこの通り。こちとら虹の雨プリズムフロウには慣れてるからな。舐めてんじゃねえって話だ。こうなっちまったら哀あわれなもんだぜ。もはや単なる魔石獣だ、ざまぁねえや」

　と、レオンは魔石獣化したラーアルに向かって肩をすくめる。

　その仕草には、心からの侮ぶ蔑べつがこもっていた。

「……戻もどす方法は!?　戻す方法はないの!?」

「おいおいこんな奴助けるつもりか、エリス？　万ばん死しに値あたいするだろうが、こいつはよ」

「そうだとしても、こんな所で天上人ハイランダーが殺されたなんて……！」

「ほんと現状維持派だな、お前は。戻す方法なんて、あるわけねえだろ？　あったらそこらの魔石獣全部に使えば世界は平和にならぁな」

「う……」

「ま、俺のせいにして誤ご魔ま化かしな。血鉄鎖旅団に寝ね返がえった俺が全部やったとな！　とりあえず俺はトンズラさせて貰うぜ？　聖せい騎き士しを抜ける決心をして速そつ攻こうで捕つかまってたら、恥はずかしいからな！　じゃあな！」

「あっ！　待ちなさい！」

「爆はぜろっ！」

　雷の獣達たちが一斉に自爆をする。

　それにより、一いつ瞬しゆん何も見えなくなる程の光が周囲に充じゆう満まんした。

「くっ――！」

「まずい、逃げましたか……！」

　イングリスやエリス達の視界が元に戻った時、既にレオンの姿は消えていた。

　レオンを捕まえて、事情説明と共に王都に突き出だすのが一番だったのだが――

　しかし、このラーアルだった魔石獣を放っておくわけにもいかない。

　レオンの追つい跡せきは、一いつ旦たん後回しにする他はない。

　もしこのまま見つからなければ、事情説明とユミル側に非がないことの代弁をエリスにお願いするべきだ。

　犯人であるレオン本人を突き出すのに比べれば弱いが、天恵武姫ハイラル・メナスの言葉ならば、多少の影えい響きよう力りよくは期待できるだろう。

「イングリィィィスゥゥッ！」

　その叫さけびは、ある種救いを求めているように聞こえなくもない。

　確かにラーアルは歪んだ成長をしており、こうなるのも因果応報と言われると、強くは否定できない。

　しかしこの姿は哀れだ――と思う。

「……昔の誼よしみです。わたしが眠ねむらせてあげます」

　イングリスはラーアルだったモノの前に進み出た。

「さあ、どうしようか――」

　この巨きよ体たいだ。生命力もかなりのものだろう。

　あまり苦しめずに一いち撃げきで終わらせてやるのがせめてもの情けだろうが、それほどの一撃をこの街中で放てば、周囲の建物に被害が出る。

　この館やかただけならば既に破壊されているし、別に構わないのだが――

　恐おそらく、影えい響きようはそれだけに留とどまらない。

　となれば街の外に連れ出して倒すべきだろう。

　が、それもラーアルを誘ゆう導どうする間、彼が途と中ちゆうの建物を破壊しかねない。

　街の住民を巻き込みかねない。

「よし……！」

　――決めた！

「イングリスゥゥッ！」

　直後に、突進してきたラーアルの拳がイングリスを襲おそう。

　イングリスはそれを見切ると、大きく飛び退って回かい避ひした。

　受け止めること、弾はじき返かえすこともできるが、あえて間合いを大きくとった。

　イングリスはグッと大きく沈しずみ込みながら着地をする。

　伸のび上がる反動と、開いた距きよ離りを利用して加速を――！

　と、そこに太い大きな声が響ひびき渡わたる。

「ラフィニアッ！　イングリスッ！　やはり娘むすめ達たちに全て押し付けることなどできんっ！　おのれ天上人ハイランダーめ何するものぞーーーーッ！」

「ラフィニア様！　イングリス様！　今お助けに参ります！」

　ビルフォード侯爵に、副ふく騎き士し団だん長ちようのエイダの声だった。

　それに続く多数の騎き士し達たちの足音も。

「お父様！　エイダも！　来ちゃったの!?　しょうがないなあ！」

　言いながら、ラフィニアはちょっと嬉うれしそうだった。

「おおラフィニア、イングリス無事かっ!?　おおぉぉっ!?　何だあの魔ま石せき獣じゆうは!?」

「いかん、館の敷しき地ちの外に出すな！　皆みな散会して当たれっ！」

　エイダが率いて来た騎士達に指示を与える。

「待って下さい！　あの魔石獣は強力です、迂闊に近づかないで！　大だい丈じよう夫ぶです、エリスさんが手伝ってくれますから、すぐに済みます！」

　イングリスはそう警告して騎士達の動きを制止する。

「え？　私？　勿もち論ろん手伝うけど、あれは結構――ひゃあっ!?」

　と言うエリスに素す早ばやく近寄り、手を引くイングリス。

「行きましょう！　突っ込みます！」

「え、ええ――！」

　二人は全速力で、ラーアルだった魔石獣の前に走り込む。

　多少強ごう引いんにイングリスが引っ張る形になるが、さすがは天恵武姫ハイラル・メナス。エリスも何とかついて来る。

　迎げい撃げきの拳が叩たたき下ろされたが、イングリス達の動きは速く、捕とらえられない。

「合わせて！　蹴りますっ！」

「え、ええ――！」

「「はあああああっ！」」

　イングリスとエリスは全力を込めて、魔石獣の腹部を蹴り上げた。

　その尋じん常じようではない蹴りの威い力りよくで轟音が響き渡り、魔石獣の巨体が空高く舞まい上がった。

　天に放たれた矢のように、放物線を描えがいて飛んで行く。

　ユミルの街の外がい壁へきをも飛とび越こえて、街の外へと落下した。

　これが一番、街の外に魔石獣を連れ出すには手っ取り早い手段だ。

　蹴り飛ばしてしまえば、途中の街が被害を被こうむることもない。

「「「お……おおおおおおおっ！」」」

　ビルフォード侯爵や配下の騎士達から、驚きよう愕がくのどよめきが起こる。

「わあ！　さすがエリスさん！　すごいです！」

　イングリスはぱちぱちと拍はく手しゆをする。

「いや、何を言っているのよ？　私の力であんなことまでは――」

　イングリスはすかさず小声でエリスを制する。

「しーっ！　お願いします、調子を合わせて下さい……！」

　ラフィニア以外には、自分の力はある程度隠かくしていた。

　イングリスのことは魔印ルーンこそ持っていない無印者だが、剣けんにおいては鬼き才さいであると思われている。

　下手に混乱を招きかねないし、力を見せることで、ユミルの守りは全てイングリスに任せておけばいいなどと思って貰っても困るので、そうしている。

　そんなことになったら、いつか強い敵を求めて旅立ちたくなった時に行きづらい。

　武を極める人生において、しがらみは少なければ少ない程ほどいい。

　人々からの期待というのも、十分なしがらみの一つである。

　それに応じ続けた結果、前世のイングリスは英えい雄ゆう王イングリスになったのだ。

「わ、分かったわよ」

　と、エリスは頷うなずいてくれた。

「さぁ仕上げですね！　行きましょう、ラニも！」

「うん！　クリス！」

　イングリスはエリスとラフィニアの手を引き、瞬まばたきする間に屋や敷しきの敷地を抜け出した。

　三人は夜のユミルの街を駆かけ抜けて、外がい郭かくの防ぼう壁へきへと到とう達たつした。

　こんな深夜には無論門は閉じられているため、防壁を駆け上がって外に飛び降りた。

　天恵武姫ハイラル・メナスのエリスはともかく、流石さすがにラフィニアは付いて来られないので、途中からはイングリスが背負って移動した。

「……まだ無事だ――！」

　ラーアルだった魔石獣は、多少傷つきよろめいているものの、身を起こしてユミルの外壁に取りつこうと迫せまっている最中だった。

「しぶといよね。あれだけクリスとエリスさんに蹴り飛ばされたのに……」

「私じゃない。ほとんどこの子よ。全くとんでもないわ」

「わ！　凄すごいじゃないクリス！　天恵武姫ハイラル・メナスに褒ほめられるなんて」

「ふふふっ。それはともかく、魔石獣に普ふ通つうの攻こう撃げきは通じないから――ね」

「いや、威力的には全然普通の攻撃じゃなかったけど……あれだけ飛んで行ったし」

「うん。でも力の質の問題だから」

　やはり魔石獣には通常の攻撃や、吹ふき飛ばされた落下の衝しよう撃げきなどは効かないのだ。

　倒すには魔印武具アーテイフアクトのような力がいる。

　イングリスも霊素エーテルの波動を身に纏まとう霊素殻エーテルシエルを使っていたが、あれは防ぼう御ぎよ壁へきかつ身体能力を引き上げるものであり、敵に対して攻撃的に作用する霊素エーテルではない。

　それでも弱い魔石獣ならば倒せもするが、ラーアルが変異した魔石獣は強力だ。

　多少のダメージはあったようだが決定打ではない。

　もっと強きよう烈れつに、致ち命めい的てきな一撃を打ち込む必要がある。

「エリスさん。あのラーアル殿の魔石獣は虹の王プリズマーに匹敵しますか？」

「……いいえ。あれも強力だとは思うけど、正直全然ね。大人と子供よ」

「そうですか。なら、一撃で仕留められるようでないと虹の王プリズマーには通用しませんね――試ためしてみます。ラニもそこで見ていて」

　イングリスは迫る魔石獣の前面に一人で立った。

　半身となり、右の掌てのひらを敵に向けて突き出す。

　その手の先に、渦うずを巻くように光が現れ収束して行く。

　凝ぎよう縮しゆくされて行く霊素エーテルは、気流を巻き起こす。

　イングリスの長い銀色の髪かみが大きく揺れた。

　眩まばゆく輝かがやく青白い光は、見る見るうちに巨大な一つの塊かたまりと化していた。

　その巨大さは、魔石獣と化したラーアルの巨体をも飲み込まんばかりである。

　生後間もない赤子の時代から使うことのできた、霊素弾エーテルストライクだ。

　が、ここまで十二年、修練に修練を重ねて来た。

　今の威力は、無論あの時とは比べ物にならない。

　――自分の成長を自分で確かめるいい機会だ！

「イングリィィィスゥゥッ！」

　イングリスの姿を認めると、ラーアルの魔石獣はいきり立って向かってくる。

「ラーアル殿――さようなら……！」

　イングリスが霊素弾エーテルストライクを放つ。




　スゴゴゴオオオォォォォォーーーーッ！




　かつてとは比較にならない大だい光こう弾だんが、地面を抉り深い轍わだちを残しながら疾しつ走そうする。

　それは、魔石獣と化したラーアルの身を完全に飲み込んだ。

　そして、あっという間に真っ白い灰のように消しよう滅めつさせてしまう。

　強力な魔石獣と化したラーアル。その存在をも全く歯し牙がにもかけない威力である。

　そしてそのまま――

　何事もなかったかのように地面を抉りながら進み、彼方かなたへと消えて行った。
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「す、すごい……！」

「さすがクリスね！　いいぞーっ！」

　エリスは唖あ然ぜんと呟つぶやき、ラフィニアは喜んで飛び跳はねていた。

「ふう――さすがにちょっと疲つかれたかな……」

　さすがに霊素エーテルを使い過ぎたか。激しい疲労感がイングリスを包んでいた。

　ふらついて、その場にぺたんと尻しりもちをつく。

　まだまだ修行が足りない。体はまだ成長過程とはいえ、持久力不足である。

「クリス！」

「大丈夫？」

　ラフィニアとエリスが駆け寄よって来る。

「ラニ……ラニが言ってたこと、当たってたね？」

　と、イングリスはラフィニアに微笑ほほえんで見せる。

「ん？　何のこと？」

「天上領ハイランドに願いごとをしたら叶かなうって――今日の戦いは、結構手て応ごたえがあったよ。いろんな人と戦えたしね？」

「もう、そればっかりなんだから。クリスの願いごとが叶ったら大変なことになるから、叶って欲ほしくなかったのになぁ……」

「ははっ。願いごとは公平なんだよ。でも、大変なことになったのは確かだね……そこはちょっと頭が痛い――」

「まあ、あなたがいなければもっと事態は深刻だったかも知れないわ。私が血けつ鉄てつ鎖さ旅団に捕まって、街ではあの魔石獣が暴れて止めることもできず――という具合にね。まだ最悪じゃないということよ」

　と、エリスが二人を諭さとすように言う。

「そう言ってもらえると助かります」

「王都に帰き還かんしたら、このことは全て血鉄鎖旅団に寝返ったレオンの仕業と報告するわ。ラファエルとも協力して、あなた達たちが咎とがめられることのないように立ち回ってみるから、一応安心して。絶対とは言い切れないけれど」

「お願いします！　それから、わたしのことは伏ふせておいて頂けると――今回のこれも、エリスさんが撃げき退たいしたということで……」

「まぁ、あなたがそうして欲しいならそうしてあげるわ。だけど貸し一つよ？　いつか返しに来て頂ちよう戴だい」

　エリスは少しだけ微笑みながら、イングリスに手を差さし伸べる。

「はい。分かりました」

　その手を借りながら、イングリスは立ち上がった。

　丁度様子を見に、ビルフォード侯爵や配下の騎士達が遠くから走って来るのが見えた。




◆◇◆




　翌日の朝早く、レオンの捜そう索さくはユミル側に任せ、エリスは王都へ帰還して行った。

　見送りに出たイングリスは、一つ気になっていたことを尋たずねることにした。

「あの、エリスさん――一つ聞いても？」

　最後に二人だけになり、馬上のエリスにそう切り出した。

「何かしら？」

「夜宴の時、わたし達を紹しよう介かいされて怒おこっていましたけれど……何な故ぜだったんですか？」

　こうして手合わせや共きよう闘とうを経て話してみると、あの時のエリスの様子は普ふ段だんのエリスとは明らかに違ちがうように思う。

　彼かの女じよはそこまで感情の起き伏ふくが激しい性格ではない。

　どちらかというと、理性的で落ち着いている方だと感じる。

「……ごめんなさい、いつか分かることかも知れないけれど……言いたくないの。できれば知られたくないから――」

「そうですか。済みません、立ち入ったことをうかがってしまって」

「ええ。じゃあ行くわ――あなた、虹の王プリズマーを自分の力で倒したいって言っていたわね？　頑がん張ばってね、応おう援えんしているから」

「はい、ありがとうございます」

「じゃあ、またね」

「はい、またいずれ」

　イングリスの笑え顔がおに見送られ、エリスの姿は城じよう塞さい都市ユミルから遠ざかって行った。







第６章　15歳のイングリス 王都への旅立ち







　それから、三年の月日が流れた。

　三年前の事件――ユミルに王都からの監かん察さつの使節団が訪おとずれ、監察官のシオニー卿きようや、同行していた天上人ハイランダーのラーアルが命を落とすことになった出来事の後も、城塞都市ユミルやビルフォード侯爵の立場は守られ、変わりはなかった。

　改めて監察官が王都からやって来たのだが、その際は天上人ハイランダーの同行もなく、事件の詳しよう細さいについて聞き取りを行った上、ユミル側に非はなしと認にん定ていされた。

　その決定の背景に、エリスやラファエルの尽じん力りよくがあったことは想像に難かたくない。

　イングリスは三年間更に修練に修練を重ねた。

　ラフィニアもイングリスに付き合って、特に弓の修練に精を出した。




　そうして二人が十五歳を迎むかえたある日――




　ユミルの街の外門を出た所に、一台の幌ほろ馬車が停とまっていた。

　その側に立っているのは、イングリスとラフィニアと、見送りに出て来た両親達たちやユミルの騎き士し団だんや街の住民達である。

「ラフィニア――元気でな。王都ではラファエルと仲良くな。それからエリス殿には十分に礼を述べておいてくれ」

「はいお父様。着いたらすぐに手紙を書きますね。ラファ兄様は忙いそがしいのか筆ふで不ぶ精しようだから、あたしが代わりに近きん況きようを知らせます」

　笑顔で抱だきしめられているラフィニアは、十五歳になって随ずい分ぶん大人びたとイングリスは思う。

　もう女性としての魅み力りよくも備えはじめており、その明るい性格もあって愛あい嬌きようたっぷり。

　街ですれ違ったら、思わず振り返ってしまうような可愛かわいらしい少女に成長した。

　十五歳を迎えたラフィニアは、正式に王都の騎士学校に入学することになった。

　今日は王都への旅立ちの日なのである。

　イングリスもラフィニアと一いつ緒しよの騎士学校に通うため、共に行くのだ。

　イングリスは表向きには魔印ルーンを持てない無印者となっている。

　無印者は正式な騎士にはなれず、従騎士つまり見習い騎士の立場までしか許されない。

　だが王都の騎士学校には魔印ルーンなしでも通うことのできる、従騎士専用の過程も開設されており、イングリスはそちらに通うことになっていた。

　正式な騎士過程のラフィニアとは少々異なるが、座学や武術そのものの訓練など、共通の内容も多いらしい。

　寮りようも同じ部屋の予定であるし、今までとそう変わることはないだろう。

「ああ頼たのむ。イングリス。ラフィニアのことをくれぐれもよろしくな」

「はい。勿論です」

　と、頷くイングリスにビルフォード侯爵はこっそり耳打ちする。

「悪い虫が付きそうになったら追おい払はらっておいてくれよ？　この子はどうも好こう奇き心しん旺おう盛せい過ぎる所があるから――」

「了りよう解かいです。お任せ下さい侯爵様」

　イングリスとしても、ラフィニアに恋こい人びとなどまだ早いと思っている。

　ラフィニアはビルフォード侯爵にとっての愛まな娘むすめであるが、イングリスにとっても、精神的には孫娘やそれに近いような存在なのだ。

「まあ、お前がラフィニアの近くにいてくれるならば、虫の殆ほとんどはそちらに行くだろうからな。くれぐれも頼むぞ」

　ラフィニアがすれ違ったら思わず振り返ってしまう可愛らしさならば、イングリスは見た瞬しゆん間かんに視線がくぎ付けになる美しさだった。

　月の輝きのような銀ぎん髪ぱつと宝石のような紅の瞳ひとみはますます洗練され、しなやかな肢し体たいはより女性らしく成長していた。

　年ねん齢れいより少し上に見える大人っぽさは相変わらずで、十五歳の今は十八歳くらいには見える。

　もはや非の打ち所のない、絶世の美女となっていたのである。

「だが、娘むすめがここまで美しくなると父親は心配だな？　なあリュークよ」

　と、ビルフォード侯爵はラフィニアと別れの挨あい拶さつを交かわしている父リュークに語りかける。

「親である自分が言うのもおこがましいですが、この子に関しては本当にその通りです――どこへ出しても恥ずかしくなさ過ぎて、逆に困りますな」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！　クリスには将来の侯爵夫人になって貰もらえばいいんだから！」

　と、笑顔でラフィニアが言う。

「ふむ。イングリスほどの娘であれば、あの朴ぼく念ねん仁じんのラファエルも反応せざるを得んだろうな」

「……であれば、僭せん越えつながらこのユミルの将来も明るいですな。ラファエル様のご意思次し第だいではありますが」

「うんうん！　クリスならきっと――！」

　そう盛り上がるラフィニア達。

　どうも周囲の親しい人達は、美しく成長したイングリスにそういうことを望んでいるらしい。

「いやいや……皆落ち着いてください」

（私の意思はどうなる……！）

　と、イングリスは思わざるを得ない。

　ラファエルがどうこうという問題ではなく、男性と結けつ婚こんなどあり得ない。

　想像するだけでも恐ろしい。自分の魂たましいは男性なのだから。

　まだ女性と結婚しろと言われた方がいい。

　とりあえず、コホンと咳せき払ばらいをして皆を制する。

「わたしはラニに仕える従騎士です。その勉強のために王都にも付いて行くのですから、それを無む駄だにする気はありません」

　と、そこに――

「ラフィニアー！」

「イングリスー！」

　母セレーナと伯母おばイリーナが、息を切らせてやって来る。

　二人とも、かなり大きな包みをその手に抱かかえていた。

「お母様！」

「母上！」

「「お待たせ！　お弁当よ！」」

　母達の台詞せりふが丸被りする。

　それぞれ、成人男性の三日分はありそうな量である。

　とてもお弁当どころの騒さわぎではないが――イングリスやラフィニアにはこれが普通だ。

　二人とも人の数倍は食べるのである。

　二人だけでなくラファエルも、母セレーナや伯母イリーナも同じくで、母方の大食いの遺伝子が子供達にもしっかり反映された結果だ。

　だから双そう方ほうの家族で食事をしている時は、異様な量を食べる女子供に大の男二人が驚おどろいている光景がよく見られる。

「「ありがとうございます！」」

　笑顔の娘達を、母二人は涙なみだぐみながら抱きしめる。

「体に気を付けてね……クリスちゃんを大切になさい」

「二人仲良くね……大変かもしれないけど、くじけちゃダメよ」

　思えば、前世のイングリス王は寒村の農家の出身であり、八つの頃ころにはもう両親はいなかった。

　それに比べれば、イングリス・ユークスとしての十五年間は両親の愛にも、生きて行く環かん境きようにも恵めぐまれ、何不自由無く自分を鍛きたえることに時間を費やせた。

　あとはこれを――広い世界に出て、戦いの中でさらに磨みがき上げて行く時期だ。

　人も情報も集まる王都ならば、歯応えのある敵にも巡めぐり合あえる。

　また、その情報も集まるだろう。

　国の一大事に騎士学校から学徒動員などしてくれれば、前線に立てるかもしれない。

　それらを楽しみに――両親への感謝をしつつ、この故郷ユミルを旅立とう。

「行ってきまーーっす！」

「お世話になりました、行ってきます！　皆さんお元気で！」

　イングリス達は見送りの人々に手を振りながら、幌馬車を出発させた。

　手た綱づなを握にぎるイングリスに、その横にラフィニアが座すわる。

　父や母の姿が見えなくなると、ラフィニアはグスッと鼻を鳴らしていた。

　やはり別れが寂さびしかったようだ。瞳に涙も浮うかんでいる。

「ほら、ラニ。泣かないで。大変なのはこれからだよ――」

　イングリスは指先でラフィニアの涙を拭ぬぐってあげた。

「う、うん……そうだよね。クリスがいてくれるんだし――ありがとね。よーし、じゃあ早さつ速そくお弁当食べちゃお♪　お腹なか空すいて来た！」

　ラフィニアが幌付の車部分に積んだお弁当を早速取り出す。

「あ、ずるい！　わたしは手綱を握っていないと行けないのに……！」

「はい、食べさせてあげるわよ♪」

　ラフィニアはイングリスの口にサンドイッチを突っ込んだ。

「ふぁ、ふぁりゃがと……んむんむ――おいひぃ……」

　サンドイッチとはいえ、この先しばらくは食べることのできない母の味だ。

　最後によく味わっておこう。

　お弁当に舌した鼓つづみを打つ二人の背後で、故郷ユミルはだんだんと遠ざかって行った――







第７章　15歳のイングリス 天上人が支配する街 前編







　ユミルを出て十日ほどが過ぎた。

　イングリス達の故郷、城塞都市ユミルから王都カイラルまでの道程は、一月弱といったところだ。

　約三分の一程度進んだところだが、旅は順調に――行ってはいなかった！

「ん～！　おいし～♪　旅っていいわね、色々な所で美お味いしいものが食べられるもの！」

　今イングリス達がいるノーヴァの街は山が近いので、山菜や山で採れる果物などが豊富だ。

　木き苺いちごのジャムと果肉がたっぷり盛られたパイをぱくぱく口に運ぶラフィニアは、とても幸せそうないい笑みを浮かべている。

　食堂のイングリス達のテーブルには、名物の木苺を使った甘あまいお菓か子しが所ところ狭せましと並んでいた。

　既に成人男性数人分の食事を平らげた後にこの始末である。

　他ほかのテーブルからは無論驚愕の視線が投げかけられているが、イングリスも含ふくめて慣れているので、特に気にはならない。

「でもラニ、正直食べ過ぎだよ？」

「でもクリスだって同じだけ食べてるじゃない」

　イングリスもラフィニアと同じペースでパイをぱくぱく頬ほお張ばっていた。

　目の前にあれば食べざるを得ない。甘い、美味しい、止まらない。

　前世でも食は太いほうではあったが、ここまでではないし、何より甘いものはあまり好きではなかった。

　しかしイングリス・ユークスに生まれついてからは、甘いものも好きになった。

　これも女性の体になったからだろうか？　前世とは違う人生の楽しみの一つである。

　着き飾かざって華はなやかな自分を楽しむことや、甘いものに舌鼓を打つこと、女性の身にも結構な楽しみはあるものだ。

「そうだけど……もうホントにまずいよ」

「何が？」

「路銀が。これからは毎日一人前ずつじゃないと王都まで持たないよ」

「ええぇぇ～～!?　そんなんじゃ、行く先々の美味しいものが堪たん能のうできないじゃない！」

「そうだよ。だから食べ過ぎだって言ってたのに……」

「じゃあれは？　ルートを最短にして寄り道はなしに――」

「それは絶対ダメ！　アールメンの街には絶対寄るから！」

　王都までの道中でちょっと遠回りになるが、どうしても寄りたい街がイングリスにはあった。

　はじめからそれは計算に入れての、今回の上京計画である。

　イングリスが寄りたがったアールメンの街に何があるかというと、魔ま石せき獣じゆうの最強種である虹の王プリズマーの死し骸がいだと言われる代しろ物ものだ。

　もう五十年以上前に、時の聖騎士が天恵武姫ハイラル・メナスを手にとって討うち取とったものらしい。

　是ぜ非ひこの目で見て、虹の王プリズマーとやらの強さに触ふれてみたい。

　何も分からないかもしれないが、分かるかもしれない。

　となれば、行くしかないだろう。

「だからこれからは我が慢まんね。これが最後の贅ぜい沢たくだから――」

「イヤよそんなのダメ！　それじゃ楽しくないもん、せっかくの旅は楽しまないと！」

「じゃあどうする気？」

「路銀が足りないなら、稼かせげばいいのよ！　到とう着ちやくまでに時間の余よ裕ゆうはあるでしょ？」

「まあ――結構余裕を見て出発したからね」

　自分でも思うが、イングリスはラフィニアに甘い。

　孫娘を見ているような気分なので、ついつい何事も大目に見てしまうのだ。

　今も、ラフィニアの思いつきに付き合ってあげる気になっていた。

「よーしじゃあ、あたし達の楽しい食べ歩きの旅のためにお金を稼ぎましょう！　働かざる者食うべからずだもんねっ！　大丈夫、あたし達の腕うでなら路銀なんてパパッとやってすぐだから！」

「うん。じゃあ働くなら、次の街で――」

「すみませーん！　おばさーん！」

　イングリスが皆まで言い終える前に、ラフィニアはウェイトレスの女性に手を挙げて声をかけていた。

　何事もこうと決めたら行動が素早いのがラフィニアらしいといえばらしい。

「あの……ラニちょっと――」

「はいはい何ですか？　追加のご注文ですか？」

「あ、じゃあ木苺のパイあと三人前っ♪」

「はーい。ありがとうございます」

「こら、ラニ」

「あっ。違った！　まあ注文はそのままでいいんですけど、この街に何か働き口って心当たりありませんか？　あたし達の腕を活いかせて、パパッと稼げるやつ！」

　と、ラフィニアは上級印の魔印ルーンを女性に見せながら言う。

「まあ！　それって凄い魔印ルーンなんでしょう？」

「はい。魔印武具アーテイフアクトもありますよ！」

　ラフィニアが携たずさえている弓の魔印武具アーテイフアクトは、彼女に相応ふさわしい上級の魔印武具アーテイフアクトだ。

　それまでユミルの騎士団では保有していなかったもので、ビルフォード侯こう爵しやくがラフィニアのために苦労して手に入れたものだ。

　ラフィニアとこの魔印武具アーテイフアクトが合わさった時の戦力は、並みの騎き士しや魔石獣など相手にならない。

「お若いのに、凄い騎士様なんですねえ……！」

「いやあ、まだまだこれから騎士の学校に通いに行く所なんですけどねっ」

「とにかく、そういうことでしたらここの御ご領りよう主しゆが、騎士様や傭よう兵へいを募ぼ集しゆうなさってますから行ってみたらどうですか？　一時的に魔石獣の討とう伐ばつに手を貸すだけでも、喜ばれると思いますよ？」

「おぉあたし達向きっ！　そうだよね、クリス？」

　ラフィニアの目がキラーンと光る。

「そうなんだけど……あの、それは人手不足ということですよね？　何故ですか？」

「それは御領主が変わって、先代の頃の質の良くない騎士や傭兵を追い出したからです。おかげで街は暮らしやすくなりましたよ。税も安くなりましたし。ですがその分人手が足りないようです。誰でもいいってわけじゃありませんから」

「なるほど、先代の頃の家臣を放ほう逐ちくするとは思い切ったことをしますね」

「まあ、縁えんもゆかりもなかったでしょうから――最近先代までの貴族のお家が廃はい止しになって、天上人ハイランダーの直ちよ轄つか地つちになったんです。今の御領主は天上人ハイランダーの方ですよ」

　女性はさらりとそう言ったのだった。

「「天上人ハイランダー!?」」

　その情報は知らなかったので、イングリスもラフィニアも驚いた。

「ああ違いましたっけ？　国王様の直轄地になって、そこを天上領ハイランドに貸したんでしたっけ？　そういうことには疎うとくって」

「……まあ、そうしておいた方がいいでしょうね」

　実態はどうあれ、あくまで国王が貸しただけであり、奪うばわれたわけではないという体てい裁さいを整えないと、領土を守れない国王として、その威い厳げんは失しつ墜ついするだろう。

　あくまで評判の良くない領主から領地を召めし上あげた、という国王の英断が先にある形にすれば、前の領主が悪く国王は悪くないという名目はできる。

　――実際は天上領ハイランドからの要求に抗あらがいきれずに、領土を割かつ譲じようさせられたのだろうが……

　天上領ハイランド側の利点は何だろう？

　天上人ハイランダーに植民させる？

　――しかし、一いつ般ぱん的てきな天上人ハイランダーの意識として、地上に住むことを良しとするのだろうか？

　天上領ハイランドに住むことが特権意識の源のような気もするが。

　固定的に地上の作物その他を上納させるための土地が欲しかった？

　その方が、逐ちく次じ魔印武具アーテイフアクトを下か賜しする見返りに献けん上じようさせるよりも安くつくのかも知れない。

　地上に行政官を配置し、直接支配させるのはそれなりに危険性もある行こう為いだ。

　地上の人々の反発を煽あおりかねない。

　そうなれば、血鉄鎖旅団のような反天上領ハイランドの運動を勢いづかせる。

　――いや、その程度歯し牙がにかけない程、天上領ハイランドは圧あつ倒とう的てきな戦力を持っているのか？

　究極の魔印武具アーテイフアクトである天恵武姫ハイラル・メナスを下賜するくらいだから、それが逆に牙きばを剥むいた時に抑おさえる手段はあるのだろう。

　だとすれば――魔石獣の虹の王プリズマーとやらを倒たおし、武器化した天恵武姫ハイラル・メナスを振ふるう状態の聖騎士との手合わせを制したら、今度は天上領ハイランドをつつけば何か秘密兵器が出てくるかも知れない。

　それはそれで、面おも白しろそうだ。

　その時は身の振り方かたを考える必要があるかも知れないが――

「ひ、酷ひどい目には遭あっていないんですよね？」

　イングリスやラフィニアは天上人ハイランダーと言えばラーアルしか知らない。

　その印象が良くないため、ラフィニアがどうしても心配になってしまうのは分かる。

「いいえさっき言ったように、むしろ前より暮らしやすくなりましたよ。まあ、御領主がごろつきみたいなのは追放なさったせいで、売り上げは少し落ちましたけどねえ――ここは夜は酒場ですから」

「そうなんですね……」

「でも、身寄りのない子供や動けなくなった病人なんかは、城に住まわせて面めん倒どうを見てくれるんですよ。それを見てると、あたしがそうなった時にも安心ですからねえ。いい御領主に来て頂いて良かったですよ」

　と、女性は笑顔を見せている。

「いい天上人ハイランダーもいるんだね……ねえクリス？」

　そう驚いているラフィニアが、天上人ハイランダーをどう思っているかは明白である。

「そうだね――見てみるのもいいかもね？　行ってみようか？」

　いい機会かもしれない。

　自分もそうだが、ラフィニアの見識を広げるために――だ。

「そうしよ！　追加の木苺のパイを食べてからね！」

「うん」

　追加分もしっかり平らげてから、イングリス達は街の中心にある領主の城へ向かった。

　そこで傭兵の応おう募ぼに来た旨むねを告げると、ラフィニアは少し話しただけで即そく採用だった。

　やはり上級印の光の弓の魔印ルーンと、上級魔印武具アーテイフアクトの組み合わせは、インパクトが絶大である。

　イングリスはラフィニアの従騎士なので基本的にいてくれて問題はないが、一応念のために腕うで試だめしをすることになった。

　城の中庭にて、騎士達のまとめ役だという大おお柄がらな騎士と対たい峙じすることになった。

　まだ若く、二十代の前半だろうか。

　体格は立派なのだが、決して厳いかめしい感じではなく、むしろ穏おだやかで紳しん士し的てきな印象だ。

「俺はナッシュだ。済まないが君の腕試しをさせて貰う。無理に前線に出て大おお怪け我がでもさせちゃ、こちらも申し訳ないからな」

「ええ構いません。わたしの身を案じて下さってのことでしょうし」

　それぞれに木ぼつ剣けんを携えての試合形式である。

「ふぁ～クリスにそんなことしても無駄なのになぁ……」

　その場に集まった騎士や傭兵達が見守る中、ラフィニアだけ欠伸あくびをかみ殺していた。

　が、この衆しゆう人じん環かん視しの中で腕をある程度見せておけば、皆みなに余計な心配をさせる必要もないし、煩わずらわしい絡からまれ方をすることもないだろう。

　ある意味ありがたい機会だと言える。

　なので、ここはあっさりと、実力差を見せつけておくべし。

「よし、いいぞ打ってこい！」

「では」

　イングリスは真っ向から突っ込み、ナッシュという騎士の剣けんを払う。

　全く反応できずに、ナッシュの手から木剣がすっぽ抜ぬけて飛んで行く。

「な……!?」

　唖然としている隙すきに、がら空きの腹に掌しよう打だを叩き込む。

「ごわっっッ!?」

　ナッシュは体をくの字に折り曲げ、後方に吹ふっ飛とんだ。

「「「おおおおおおぉぉぉっ!?」」」

　驚きよう愕がくのどよめきが、周囲から起こった。

　ナッシュは尻から地面に落ちるとそのまま二、三度ゴロゴロと転がり――

「ご、合格……だ」

　それだけ絞しぼり出だすと、そのまま目を回してしまった。

「――あ。しまった。ちょっと強過ぎましたか……！　ごめんなさい、起きて下さい」

　力が入り過ぎたかもしれない。申し訳ないことをした。

　イングリスはナッシュに駆かけ寄り、ぺしぺしと頬ほおを叩たたく。

　そうしていると――

「大変だーーーーッ！　魔ま石せき獣じゆうが出たぞーーーー！　ナッシュ隊長！　うあぁぁぁナッシュ隊長!?　どうしたんですかっ!?」

　息を切らせて駆け込んで来た男が、白目を剥いているナッシュを見て悲鳴を上げたのだった。まずい――間が悪い。

「あ……み、皆さんとにかく迎げい撃げきに出ましょう！」

「お――おうっ！」

「そ、そうだな行かないと！」

「行こう！　急げ！」

　イングリスが呼びかけると、呆あつ気けに取られていた騎き士し達たちは一応動き出してくれた。
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　イングリスとラフィニアも、魔石獣の迎撃に出る城の騎士達に同行した。

　雇やとわれたばかりだが、もう雇われたのは事実なので、人事ではない。

　ノーヴァの街の外がい郭かく部の防備は大したことがない。

　人の身長くらいの、背の低い石いし壁かべで取り囲んでいるくらいである。

　これがユミルならば、外郭部の城じよう壁へきの高さはこの三倍はあるし、城壁の幅はばも厚いため上部に人が乗って動き回ることもできる。

　ここの壁は薄うすいので、壁の上に陣じん取どって敵を迎撃といったようなことは難しい。

　反面、領主の城はユミルのビルフォード侯爵の城よりもかなり頑がん強きように造られており、代々の領主が何を重視してきたかが分かろうというものだ。

　だがこの壁を拡張し防ぼう御ぎよ力りよくを高めようという意図か、所々に資材が置いてあったり足場が組まれたりしている。

　今の天上人ハイランダーの領主に代わってからの取り組みだろうか。

　領主の名はセイリーンという女性であることは、雇ってもらう時に城の人間から聞いた。

「うーん……ここの街、守りにくそうだよね」

　と、ラフィニアが渋しぶい顔をしている。

「うん。この壁だと、魔石獣は防げないね――外に出て迎撃しなきゃ」

　幸い魔石獣はまだ街の中まで入り込んでいない。

　壁の外に出て迎撃するべきだろう。

「敵の種類は――？」

　と、イングリスは遠くを見るため壁を蹴け上あげがって、その上に身を躍おどらせる。

　ユミルの防ぼう壁へきも簡単に蹴上がることのできるイングリスにとっては、軽いものだ。

　が、華か麗れいな身のこなしに、周囲の騎士や傭兵からはおおっと声が上がっていた。

「獣型に――昆こん虫ちゆう型、蜻蛉かげろうかな？　あれだと、簡単に壁を越こえられちゃうわね」

　ラフィニアもイングリスと同じように壁を蹴上がり、敵の様子に目をやった。

　魔印ルーンを持つ騎士が魔印武具アーテイフアクトを使う時、単なる武器というだけでなく、身体能力を引き上げる効果も発揮される。

　より上級の魔印ルーンであり、魔印武具アーテイフアクトである程ほどその効果は強くなる。

　下級印と下級魔印武具アーテイフアクトではその効果は微び弱じやくだが、ラフィニアの場合はかなりの効果がある。

　だから、この程度は軽いもの。

　ラフィニアもユミルの防壁を蹴上がるくらいのことは可能だ。

「そうだね。すぐに出たほうが――」

　と、言い合うイングリス達たちに、一人の騎士が声をかけて来た。

「あの……！　すまない、君達！　ちょっといいか!?」

「はーい！　何ですか？」

「どうかなさいましたか？」

「良かったら、この場の指揮を執とって欲ほしいんだ。ナッシュ隊長はあの通りで動けないし、俺達は誰も戦せん闘とう指揮の経験がなくてさ……君は上級印なんて持ってるだろ？　君の指揮なら戦える！」

　どうも、今城にいる戦力は実戦経験が足りていないらしい。

　質の良くない騎士や傭兵は追い出した――と聞いたが、その結果なのだろう。

　質というのは戦力的な意味ではなく、その振る舞まいや規律ということだ。

　それを改めるために人を入いれ替かえたら、戦力的には低下したというわけだ。

　ご指名を受けたラフィニアは、ちょっと戸と惑まどった顔をする。

「……だ、だって。どうしようか？　クリス――指揮官なんて経験ないけど……？」

　ユミルの騎士団の討伐に帯同したことはあったが――指揮まではやっていない。

　ちゃんと騎き士し団だん長ちようのリュークや副騎士団長のエイダの指示に従っていたのだ。

「……慣れておいた方がいいよ？　ラニは上級印の魔印ルーンを持っているんだから、正式な騎士になったら現場指揮が多くなると思うし」

「で、でも安請けあいして大だい丈じよう夫ぶかな？　あたし指揮は素人しろうとなのよ？」

「大丈夫。代わりに言ってあげるから。まずは堂々としてて。リーダーが冷静でいればみんな冷静でいられるから」

　イングリスもユミルの騎士団で指揮を執ったりはしていないが、前世での経験がある。

　このような小集団の指揮に留とどまらず、千軍万軍の指揮を常つね日ひ頃ごろから行っていたわけで、この程度は造作もないことだ。

「わ、分かった……よぉしみんな！　あたしについて来なさいっ！　魔石獣を撃げき退たいするわよ！」

　ラフィニアが弓の魔印武具アーテイフアクトを掲かかげて、皆に呼びかける。

「「「おおおおぅぅぅっ！」」」

　と、気合の入った鬨ときの声こえが返ってくる。

　このような可愛らしい指揮官を頂けば、自然と気合も入るのだろうか。

「で、で？　どうするのクリス……？」

「うん、任せて」

　イングリスはコホンと、ひとつ咳払いしてから、声を張り上げた。

「それでは、不ふ肖しようながらこのイングリス・ユークスが、指揮官のご指示を伝令いたします！　皆は壁の出口近辺に陣取り、動かず身を守れ！　近づく魔石獣がいた場合のみこれを撃退！」

　要するに見ていろ、という指示である。皆からは戸惑いの声が上がっていた。

　イングリスはかまわず続ける。

「イングリスは前線に突とつ撃げきし囮おとりとなりこれを撹かく乱らん、混乱した敵を上級魔印武具アーテイフアクトの力で殲せん滅めつする！　以上です！」

　ラフィニアの魔印武具アーテイフアクトの力を考えれば、変に敵味方入り乱れた乱戦にするよりも、これが手っ取り早く安全なのだ。

「ラニ、分かった？」

「……いつもやってることを難しく言っただけよね？」

「そうそう。じゃあ大丈夫だね？」

「うん」

　と、囁ささやき合い――

「では、イングリス・ユークスが敵の撹乱を行って参ります！」

　イングリスは皆にも聞こえるように言うと、壁を外側に飛び降り、魔石獣の集団に突っ込んで行く。

　その数は数十に及およぶが、かまわずひるまず一直線に。

「な、なんてことをするんだ……！」

「無む茶ちやだ！　相手は凄すごい数だぞ！」

「おい待て！　止めるんだ――！」

　それが騎士達たちには自殺行為に見えるのか、後方からは悲鳴が上がっていた。

　だがすぐに分かるだろう――何の問題もないということが。

　一人集団の中に飛び込んで来たイングリスに、魔石獣達は一いつ斉せいに唸うなり声ごえを上げて襲おそい掛かかって来る。




　グルゥオオオ！　グウゥゥゥ！　ガアアアァッ！




　犬や狼おおかみの類たぐいが変化したであろう魔石獣が、まずは三体――！

　位置的に正面が突とつ出しゆつ、次にその右みぎ脇わき、最さい後こう尾びが左脇。

　ならば――！

　イングリスは、真っ先に繰くり出される噛かみつきを敵の左脇に踏ふみ込みながら避さける。

「はあぁっ！」

　すかさず敵の側頭に上段蹴けりを叩き込む。

　蹴られた個体と右脇にいた個体がぶつかり、もつれ合って転げる。

　これで二番目の動きも封ふうじた。

　一拍ぱく遅おくれて、三体目も噛みついて来る。

　――が、一拍ぱくの間があれば回かい避ひなど造作もない。

　その場で後方に宙返り。一いつ瞬しゆん前にいた場所を、敵の牙が空から振ぶりして地面に刺ささる。

　イングリスはその敵の頭の上に着地すると、背中を駆けて助走をつける。

　そしてあえて高く飛び上がる。

　獣型の魔石獣達の頭上には、蟲むし型がたの魔石獣がたむろしていた。

　そちらの注意を引きに行ったのだ。

　恐おそらくは蜻蛉の類が変化したものだろうが、足の部分がかなり独特に変化しており、長大な刃やいばのようになっている。

　それが刃をこちらに向けて、滑かつ空くうし迫せまって来る。

　――凶きよう器きでもあるが、足場でもある！

　イングリスは攻こう撃げきの軌き道どうを見切り、絶ぜつ妙みように足場として利用。

　さらに跳ちよう躍やくをして別の個体の刃に着地。さらに跳躍――ということを繰り返かえして行く。

　そして頃ころ合あいを見て、動きに変化を。

「たああぁぁっ！」

　敵の刃を足場に次の敵に迫る際――

　前転で勢いをつけつつ、踵かかとを頭部の付け根に叩き落とした。

　蜻蛉の魔石獣は唸りを上げながら地面に落下し、何体もの獣の魔石獣を巻き込んで衝しよう突とつする。

　もうその時には完全に敵の侵しん攻こうは止まり、イングリスだけに敵の注目が集まっていた。

　魔石獣にはただの武器や殴なぐる蹴るは通用しないため、一体も倒してはいないが、囮としては完かん璧ぺきな働きである。

　霊素弾エーテルストライクや霊素殻エーテルシエルを駆く使しすれば撃げき破はも可能だが、やはり持久力の問題がある。

　何があるか分からないため、温存できるならした方がいい。

　それに何より、あまりに強い技わざを使うと張り合いがなくなる。

　霊素殻エーテルシエルなど使ってしまえば、何もせずに敵の真ん中に立っているだけで、敵の一いつ切さいの攻撃は無効化できてしまうだろう。

　今の状態なら、それなりに動き回らないと役割を果たせない。

　つまり、体技や戦闘の駆け引きの訓練にはなってくれるのだ。

　どんな戦いも、自分を高める機会とせねばならない。

　ならば、少しでも経験になるこちらの戦い方を選びたい。

「す、すげええぇぇぇぇっ!?　何なんだあの動き――！」

「あ、あの子、とんでもないな……！」

「き、綺き麗れいだ――何か感動してきた……！」

　敵だけでなく、味方の騎士や傭兵達も釘くぎ付づけだった。

　たった一人で魔石獣の群れの中を舞うイングリスに、完全に魅み了りようされていた。

　あの、この世のものとも思えぬような美しさ。

　同じくこの世のものとも思えぬような、超ちよう人じん的てきな動き――

　自分達は夢を見ているのだろうか？　夢なら醒さめずに、もっと見ていたい。

　誰だれしもがそう思いながら拳こぶしを握り締しめ、声を枯からして声せい援えんしていた。

　そんな中、ラフィニアだけが次の一手のために動いていた。

　イングリスと騎士達との中間程まで前進。

　光の弓の魔印武具アーテイフアクトを引き絞っていた。

　その手元には、真っ白い矢のような光が顕けん現げんし、どんどんと大きく太く収束して行く。

　この弓の魔印武具アーテイフアクトは、矢をつがえる必要がない。

　使いこなせる騎士が弓を引き絞れば、まるで魔ま術じゆつのように光の矢が現れてくれる。

　銘めいは光の雨シヤイニーフロウとラフィニアが付けたのだが、それがこの上級魔印武具アーテイフアクトの奇蹟ギフトである。

　また限界はあるものの、強く長く引き絞れば引き絞るほど、発射される光の矢の威い力りよくは増し、更さらに――今からラフィニアが使おうとしている能力がある。

「クリス！　いい!?　行くわよ!?」

「うんラニ！　いつでもいいよ！」

「よぉし！　いっけえぇぇーーっ！」

　ラフィニアは光の矢を敵の飛行している魔石獣の更に頭上に打ち上げた。

　別に手元が狂くるったわけではない。

　グングン空に進む矢が、丁度イングリスの頭上に差さし掛かった時――

「弾はじけろっ！」

　ラフィニアが命じると、変化が起こる。

　太い光の矢が、突とつ如じよとして無数の小さな光の矢に分ぶん裂れつ。

　そのまま尾おを引くように、文字通り光の雨のように地上に降り注いだ！

　それは、殺傷力のある光の雨である。

　魔石獣の身体を貫かん通つうし、無む慈じ悲ひに殲滅していく。

　魔石獣達の断だん末まつ魔まがあちこちから上がる中――

　イングリスだけは降り注ぐ光の軌道を見切り、避け続けていた。

　これは中々難易度の高い動きなので、イングリスとしてはいい修練である。

　なのでこの戦法は好きだった。

　騎士達を待機させたのは、これが理由だ。

　イングリス以外は、この降り注ぐ光の雨を避けられないだろう。

　ラフィニアの力を最大限に活用するには、この手が一番。

　ずっと一いつ緒しよに修練してきた二人ならではの戦法だった。

　光の雨が止やんだ時――立っていたのはイングリスだけである。

　肩かたにかかった髪かみを払はらって元に戻もどすと、笑え顔がおでラフィニアのもとに戻る。

「やったね、ラニ。一体も討ち漏もらしがなかったよ？　すごいね」

「低級の魔石獣だし……ね。でも、ほんとに凄いのはクリスだけどね？　遠えん慮りよなく巻き込めるから、最高の囮よね。相変わらずあの光の雨を避けるのはワケが分かんないし」

　と、会話しながら戻って来る少女達を、騎士達の絶ぜつ叫きように近い歓かん声せいが包み込んで行った。
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　その夜――

　イングリスとラフィニアは、領主の城の中にある浴場を訪おとずれていた。

「う～ん気持ちいい！　ここの領主様って太っ腹だよね～！　あたし達もここ使っていいなんて♪」

　あちこちに装そう飾しよくされた、石造りの立派な大浴場である。

　ちょっと熱めの湯加減が、疲つかれた体に心ここ地ち好よい。

　ラフィニアが機き嫌げんよく鼻歌を歌っている。

　ここは昔は領主一家専用の浴室だったらしいが、今は城の者は皆使っていいそうだ。

　城にやって来たばかりのイングリスとラフィニアも例外ではない。

　時間が遅おそいせいか、今は二人の外に誰もおらず、貸し切り状態だった。

「そうだね。これだけゆったりお風ふ呂ろに入れるのは久しぶりだね」

「ご飯も食べ放題だし、女の子だからっていい客室も使わせてくれるし、自分達で宿に泊とまるより全然いいよね～」

「それだけ期待されてるってことだよ。さっきは頑がん張ばったからね」

　お城の中は、数十の魔石獣をたった二人で撃破したイングリスとラフィニアの話題で持ちきりのようだった。

　素す晴ばらしい活かつ躍やくだったということで、今日の日当もかなり上乗せして貰もらっていた。

　領主の天上人ハイランダーの女性は今日は忙いそがしいそうで挨あい拶さつできなかったが、明日にはお目通りが叶かないそうだとのことだった。

「どんと来いだよね！　また『囮ごとどっかん！』作戦でぶっ飛ばしてやればいいし！」

「もうちょっといい名前が欲しいな……」

「分かりやすくていいじゃない♪」

　と、ラフィニアは機嫌が良さそうに湯船から立ち上がった。

「行こ？　あたしがクリスの背中流すよ？」

　と、広い洗い場を指差す。

「うん、いいけど……ちょっとは前隠かくしたら？」

　ラフィニアはお湯から出ても、頭に載のせたタオルで体を隠そうとはしない。

　イングリス相手には全く恥はじらうことなく生まれたままの姿を晒さらすのだ。

　こうして見ると、随ずい分ぶん女らしくなった――もう胸の膨ふくらみも控ひかえめだがちゃんとある。

　水を弾はじく絹のような肌はだは、既すでに十分艶なまめかしくもある。

　――などと思ってしまい、罪悪感を感じてしまったりする。

　なので、出来れば隠して欲しいと思う今日きようこの頃ごろである。

　当然イングリスの方は、お湯から上がると同時にタオルで自分の身体をしっかりと隠すのだが。

「クリスが恥ずかしがり過ぎなのよ。どうしてあたし達の間で隠す必要があるの？」

「ちょ、ちょっと引っ張らないで……！」

「せっかくいいモノ持ってるんだから、見せないと損だよ～？　だから恥ずかしがらずに見せてごらん？　へっへっへっへ――」

「も、もう……！　いいから、背中流すんでしょ!?」

「おっとっと。クリスの身体があんまり綺麗だから、つい見たくなるのよね。胸もおっきくて形もすごい綺麗だし、おしりもキュッとしてるから」

「あ、あんまりそういうこと言わないで、恥ずかしいから……」

　確かにラフィニアの言うことは当たっていて、十五歳さいだが人並みより発育のいいイングリスの肢し体たいは、十二分過ぎる位に女性の色気というものを備えていた。

　見み栄ばえは確かに抜ばつ群ぐんなのだが、胸に関してはちょっと肩が凝こるので困る。

　まあ、着き飾かざる上では胸のサイズというのも重要で、程よい大きさがあった方が、より服も自分も映はえるという面はある。

　そういう意味では、悪いことばかりでもないのだが――

「理想的だよねぇ……あたしなんて幼児体型だから、憧あこがれるのよね。あ、はいそこ座すわってね。背中流すわよ」

　イングリスはラフィニアに背を向けて座りながら、応じる。

「そんなことないよ。ラニも成長してるから、まだ胸も成長してるでしょ？」

「一いつ生しよう懸けん命めい自分で揉もんでるからね。揉めば大きくなるんでしょ？」

　ラフィニアが泡あわ立だてたタオルが、イングリスの背中をごしごしと擦こする。

「知ってるよ、いつも見てるからね」

「クリスは自分で揉まなくてもおっきくなったのよね？」

「うん」

「いいなぁー。不公平だなぁ……！」

　そう言うラフィニアの目が怪あやしく輝かがやくのは、背を向けているイングリスには見えない。

「えいっ！」

　ラフィニアは、イングリスの脇の後ろから手を突っ込んだ。

　そして、その大きなものをぎゅっと掴つかんでみる。

「ひゃああぁぁっ!?　ちょ、ちょっとラニ!?　何してるの!?」

「うわー！　おっきくて重くてぷるぷるしてる！　クリスはこういう感じなんだね……すっごーい！　あたしのと全然違ちがうね？　いいなぁ」

「も、もう分かったでしょ？　もう止めて離はなして……！」

「ん～？　まだまだ♪」

「も、もう……！　ダメだって、はいもう終わり！　今度はわたしが背中流すから！」

　などと騒さわいでいると――

「あら、ご先客ですね？　ふふふっ随分楽しそうですね？」

　と、浴場に入って来た女性に声をかけられた。

　長い亜あ麻ま色いろの髪は緩ゆるやかにウェーブがかかり、その少し目め尻じりの下がったつぶらな瞳ひとみと共に、非常にたおやかな印象を受ける。

　額には魔印ルーンに近いような、いわゆる聖痕というものがあった。

　驚おどろいたことに、年ねん齢れいはこちらより少し上程度で、十代の後半程度に見える。

「こんばんは。あなた達が噂うわさの女の子の傭兵さんですね？」

「「こ、こんばんは……」」

「ご挨拶が遅おくれて、ごめんなさい。私がこのノーヴァの街の執しつ政せい官、セイリーンです」

　その天上人ハイランダーの少女は、笑顔でぺこりとお辞じ儀ぎをしてくれた。

　城の主自ら丁てい寧ねいにお辞儀をされ、イングリスもラフィニアも少々恐きよう縮しゆくして挨拶を返す。

「イングリス・ユークスと申します。騒がしくて申し訳ありません」

「ラフィニア・ビルフォードです！　騒いでごめんなさいっ！」

「いえいえ、いいんです。普ふ段だんのお風呂の時はもっと騒がしいので」

　と、セイリーンはぱたぱたと手を振る。

　何だかごく普ふ通つうの、優やさしげな美人といった感じである。

　そのことに、逆にラフィニアは戸惑っている様子だ。

「ねえどうしようクリス……天上人ハイランダーなのにいい人っぽいよ？」

　こっそり耳打ちされる。

「それは、いいことじゃない？」

　街の食堂の女性や、城の人に聞いても彼かの女じよの評判は良かったのだ。

　それが本当なのだ、と一見して思える雰ふん囲い気きである。

　――ただし、その笑顔の裏に何かが隠されている可能性は否定しないが。

「どうかしました？」

「「い、いえ！　何でもありません……！」」

　イングリス達は口を揃そろえる。

「よろしければ、一緒に浸つかりながらお話を聞かせて貰えますか？　せっかくですから」

　と、セイリーンが言った時、浴室の外からバタバタといくつもの足音が聞こえた。

「セイリーンさまぁ！」

「あたし達も一緒にお風呂入るっ！」

「寝ねないで待ってたんだからっ！」

　四歳から六歳くらいの女の子が三人、服を着たままで浴室に入って来た。

　見ていると昔の自分自身やラフィニアを思い出す。可愛かわいらしい子達だ。

「あら？　リノ、ミユミ、チコ。まだ起きていたのね？」

　と、セイリーンは子供達の名前を呼ぶ。

「ああもうダメじゃないの……！　せっかく着き替かえた寝ね巻まきが濡ぬれちゃうじゃない――！　ほら早く寝しん室しつに戻って……」

　やや恰かつ幅ぷくのいい中年の女性が、それを追って入って来た。

「いいのよ、ミモザ。じゃあみんな、服を脱ぬいでらっしゃい。一緒に入りましょ？　あと、あまりミモザを困らせないでね」

　子供達は飛び上がって喜んでいた。

「わぁい！」

「脱ぐ脱ぐ！」

「あたしがいちばーん！」

　またバタバタと、足音が浴室の外に出て行った。

「やれやれ……ちっとも言うこと聞きやしないんだから」

「ごめんなさいね、ミモザ。苦労を掛けるわね」

「いえいえ。苦労だなんて、そんなこと思ってやしませんよ。うちは男の子でしたが、亡なくなった子供のことを思い出させてくれますからねえ」

　ミモザと呼ばれた女性はにっこり笑うと、子供達の着き替がえを手伝うために後を追って行った。

「ね？　賑にぎやかでしょう？　普段は男の子達もいて、もっと騒がしいですよ」

　そう言って、セイリーンは慈じ愛あいに満ちた笑みを浮うかべた。

　そして――子供達がパタパタと走り回ったり、お湯を掛け合あったりして賑やかな中、イングリス達は自分達の身の上話をした。

　城じよう塞さい都市ユミルの出身である事。ラフィニアは侯こう爵しやくの娘むすめであり、イングリスは騎士団長の娘であること。

　二人で王都の騎き士し学校に入学するため上京中であること。途と中ちゆうで路銀が怪しくなり、傭よう兵へいに志願したこと――

「あはは――可お笑かしい……！　美お味いしいものの食べ過ぎで路銀が足りなくなっただなんて――」

「いやあ、この街の料理もなかなかで……ねえクリス？」

「うん。そうだね」

「じゃあこの街の料理に感謝しないといけませんね。おかげで凄く腕うで利ききのあなた達が来てくれたんですものね？」

「お世話になる以上はがんばりますっ！」

「それ程ほど長くはいられないと思いますが、よろしくお願いします」

「はい、こちらこそ」

　たおやかな笑顔が返ってくる。

「あの、聞いていいですか？」

　と、ラフィニアが切り出す。

「何でしょう？」

「あの子達――ってお城で引き取ってるっていう子達ですか？」

「ええそうですよ。あの子達は身寄りを亡なくして――路地裏で飢うえて震ふるえていた子達です。そんな子を放っておけませんから」

「天上人ハイランダーなのに……ですか？」

「天上人ハイランダーだから、かも知れませんよ」

「どういうことですか？」

「天上領ハイランドにはあの子達のように、飢えて震えている子なんていないんです。食料は地上の方々から頂いて潤じゆん沢たくにありますから、誰にでも分わけ与あたえられるんです」

「……へー。そうなんですね」

「私、この街の執政官になる前にも地上に下りる機会があって、その時に地上にはそういう子がいるって知ったんです。私たちの当たり前が当たり前じゃないんだって、その時に分かりました。それからずっと、何かできることはないかなって思っていて……だから、地上に派は遣けんされる執政官に志願しました。私のできることで、あの子達を救ってあげたかったから……病気や怪け我がで動けなくなった人達も同じですね」

「セイリーン様のような考え方の天上人ハイランダーの方は、少数派なのでは？」

　と、イングリスも質問した。

「そうでしょうね――でも大事なのは、他ほかの多くの天上人ハイランダーがどう考えるかじゃなくて、私がどうしたいかです。私はあの子達の笑顔が見たいんです」

　セイリーンの普段温和な表情に、今は強い意志の輝きが見て取れた。

「え、偉えらいっ！　あたしも大賛成です！　もうめちゃくちゃ頑張りますから、何でも言って下さい！」

　ラフィニアは目を輝かせ、セイリーンの手をぎゅっと握にぎっていた。

　本人の正義感が強いため、他人の好意や善意に敏びん感かんなのだ。

　そして大局ではなく、目の前の人を見る。だから、セイリーンに素す直なおに賛同を示す。

　要は純じゆん粋すいなのだ。それは決して、悪いと言い切れはしないが――

　もしセイリーンが執政官として派遣された街がここではなくユミルだったとしても、ラフィニアは同じことを言えるのだろうか？
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　ここがそうなった以上、ユミルもそうなる可能性だってあるのだが。

　セイリーンが悪いわけではない。

　天上領ハイランドへの領地貸たい与よはもっと高い所で決まっているのだ。

　彼女は決まったそこに、たまたまやって来たに過ぎない。

　――彼女なりの志と問題意識を持って、だ。

「そう言ってもらえると嬉うれしいです！　ありがとうございます！」

　セイリーンも嬉しそうに笑っていた。この二人は、結構気が合っているかも知れない。

「あの、わたしも一つ聞きたいことがあって……」

　イングリスはそう申し出た。

「はい。どうぞ？」

「この街、魔素マナの流れが変な気がするんですが――何かあるんですか？」

　それはこの街に入ってからずっと抱いだいていた違い和わ感かんなのだが、人々の魔素マナが足元に引っ張られているように見えるのだ。吸い取られている、とも言える。

　今現在の地上の人々に魔素マナへの認にん知ち力を持っている者はほぼいないようなので、皆みな気が付いていない。

　またその効果は微弱なもので、体調に影えい響きようの出るような強さではないようだ。

　ラフィニアの体調に何かあってはと思い、イングリスはラフィニアが働こうと言い出した時には次の街を勧すすめた。

　が結局こうなっているので、正体が知れるものなら知っておきたいと思う。

　そこに強者が眠ねむっているかも知れないのだから。

　そうであれば叩き起おこして、手合わせを願いたいのだ。

　思えば十二歳の頃ころに天恵武姫ハイラル・メナスのエリスや聖騎士のレオンにラーアルの変化した魔ま石せき獣じゆうと、充じゆう実じつした戦いを経験させてもらってから、これといった強敵とは巡めぐり合えなかった。

　もう三年も待ったのだ。

　いい加減次の強敵が自分の前に現れてくれてもいいだろう。

「ごめんなさい、私には何も――」

　と、セイリーンは首を振ふる。

「そうですか……」

「何だかよく分からないけど、クリスの気のせいじゃないの？」

「うーん――そんなはずは……」

　なら自分で調べてみようか、と思う。

「あの――私からもお二方に聞きたいことがあるのですが……？」

　と、今度はセイリーンからそう申し出て来た。

「はい、もちろんですよ！」

「ええ。何なりと」

「はい――その……相手が魔石獣ではなく人間だとしても、手を貸して下さいますか？」

　セイリーンは真しん剣けんな目で、イングリスとラフィニアを見つめるのだった。




◆◇◆




　セイリーンの申し出はこうだった。

　先代領主時代の質たちの悪い騎き士し達たちが徒党を組み、最近怪しい動きを見せている。

　市中の見回りに出た騎士達が襲われるという事件が、すでに何度か起きているのだ。

　このままでは、住民を巻き込むような大きな事件を起こされる可能性がある。

　――なので、その前に何とかしたい。

　領主のセイリーン自ら兵を率いて彼かれらの討とう伐ばつに乗り出す、と噂を立てれば、彼らはそれを逆手に、セイリーンを待まち伏ぶせして討うち取とろうとするだろう。

　そこには、ほぼ全員を注ぎ込んでくるはず。

　――逆に、それを一いち網もう打だ尽じんにしたい。

　そもそも戦力としては、今城に残っている騎士達よりも彼らの方が上で、とても打てるような手ではなかったが……ずば抜ぬけた腕うでを持つイングリス達ならばできる。

　短期しか滞たい在ざいできないということなら、今すぐにそれをしたい。

　是ぜ非ひともこの街のために、協力して欲しい――

　如い何かに腕が立ち、なおかつ年齢も近そうな女性同士とはいえ、初対面の傭兵に自分の身も危険にさらすような作戦を要よう請せいする彼女に、イングリスは正直驚いた。

　向こう見ずというか、豪ごう胆たんというか――

　それだけ余よ裕ゆうがなく、背に腹は替えられなかった。ということかも知れないが……

　ただ、ラフィニアはそれに協力する気になったようなので、ある種人を見る目は確かだったと言えなくもない。

　人を信じやすい者同士、何か通じ合うものがあったのだろうか？

　イングリスとしては、ラフィニアがやるというなら別に異論はなかった。

　己おのれの力に大義を求める気はない。

　政治的な主義主張には拘こだわらないのが、イングリス・ユークスの拘りだ。

　ラフィニアを守りつつ、歯応えのある敵の登場を期待するのみである。

　正直このような地方都市のごろつきと変わらない程度の騎士では、大したものは期待できないだろうが――

　セイリーンの申し出があって三日後の夕刻――

　イングリス達は街外れの廃はい教きよう会かいに向かっていた。

　こちらの人数は、セイリーンも含ふくめて三十前後といったところか。

　恐らく敵はこれより多くの数をかき集め、数に物を言わせて襲い掛かってくるだろう。

　それを叩たたきのめして捕ほ縛ばくすれば、仕事は終しゆう了りようの予定だ。

　なるべく相手を殺さないようにというのは、セイリーンの願いである。

　こちらとしても、皆みな殺ごろしにしろと言われるよりは、余よ程ほどいい。

　ラフィニアもその方がやりやすいだろう。

「見えて来たね、クリス」

「そうだね――そろそろ待ち伏せしてる敵が姿を現すかな」

　廃教会は林に囲まれた見通しの悪い所にあり、近くには自然洞どう穴けつの入口のようなものもちらほらと。

　身を隠すものはかなり多い。兵を伏ふせるには絶好の場所だ。

　そして、人が身を潜ひそめている気配も、イングリスは感じ取っていた。

「そろそろです。セイリーン様も、皆さんも気を付けて」

　イングリスが警けい戒かいを呼よび掛けると、セイリーンは真剣な顔で頷うなずく。

「はい……！　皆さんのことを信じています――！」

「大丈夫。俺おれ達たちが身を盾たてにしてお守りします……！」

　今日は元気でいるナッシュ隊長も、セイリーンを励はげましていた。

　そうしてもう少し進むと――

　廃教会の中、周囲の林、自然洞穴――あちこちの身を隠すものの中から、一斉に敵の騎士達が飛び出して来た。

「わっ！　来たね――！　予想通りだね」

「そうだね――」

　イングリスは冷静に、敵の数をざっと数える。

　百人近くはいるか？　こちらの三倍ほどである。

　――まあ、大したことはない数だ。

「はっはははははは！　貴様らの計画はお見通しよっ！　我われ等らが故郷を奪うばおうとする天上人ハイランダーめが！　この場で誅ちゆう殺さつしてくれるわ！」

　がっしりとした体格の、壮そう年ねんの騎士が教会の中から現れ、哄こう笑しようを上げる。

「……元騎き士し団だん長ちようのホーカーだ！　こいつらの首領だよ！」

　ナッシュ隊長がイングリス達に教えてくれた。

「よっし、じゃああいつを捕つかまえればいいね!?　行くよ！」

　ラフィニアが進み出て、光の雨シヤイニーフロウを引き絞しぼる。

　かなり弱めに。殺傷力を抑おさえて、人を弾はじき飛とばす程度に。

　威力の調整が効くのが、この魔印武具アーテイフアクトのいいところである。

「ハッハァ！　この数相手に敵かなうものか！」

「数より質！　数なんて的が多いだけなんだから！」

　ラフィニアが光の矢を真まっ直すぐに放つ。

　そして――

「弾けろっ！」

　光の矢が拡散し、多数の敵を巻き込んで弾き飛ばした。

「「「うああああぁぁぁっ!?」」」

　それだけで十人近くは巻き込まれて地面にうずくまっていた。

「な、何とそれは――!?　上級印の魔印ルーンと魔印武具アーテイフアクトだと!?　あわわわわ……！」

　救国の英えい雄ゆうとも言える特級印の聖騎士には及ばないものの、一いつ般ぱんから見れば上級印の魔印ルーンを持つ騎士も十分に脅きよう威いの対象であり、こういう反応も頷ける。

「悪いわね！　弱い者イジメみたいになっちゃうけど！」

　ラフィニアがもう一度、光の雨シヤイニーフロウを引き絞って放つ。

「そちらがな」

　声と共に天から舞まい降おりた槍やりが、光の矢を撃うち貫ぬいた。

　バシュンと音を立て、光の矢は消しよう滅めつしてしまう。

「なっ……!?　何!?」

　舞い降りて槍を繰り出だしたのは、艶あでやかな長い赤い髪をした女性だった。

　見た所の年齢は、二十歳はたち前後。

　すらりと背が高く、均整の取れた体つきをした美人だ。

　何より印象深いのが、意志の強そうな凛りんとした眼まな差ざしである。

「すまんな。潰つぶさせて貰う。私が居合わせたのを不幸と呪のろうがいい」

　女性は淡たん々たんと言い、地面に深く突つき刺さった槍を片手で簡単に引き抜く。

「おおぉぉぉぉっ！　システィア殿どの！　さすがですなぁ！」

「黙だまれ。貴様達は残りの雑魚ざこでも始末しておけ」

　システィアと呼ばれた女性は、そちらを見ずに切り捨てる。

　ラフィニアに向けて一歩二歩と近づこうとする。

　その強きよう烈れつな存在感、雰囲気――イングリスには覚えがあった。

　天恵武姫ハイラル・メナスだ――！

　彼女が身に纏まとう雰囲気は、戦せん闘とう時のエリスとよく似ていたのだ。

　何な故ぜこんな所に、だとか、何の目的だとかはどうでもいい。

　今目の前に、敵対勢力として天恵武姫ハイラル・メナスがいてくれるということ。

　それだけで十分だ。何という僥ぎよう倖こうだろうか……！

　ようやく三年ぶりに、己の成長を実戦で確かめられる機会が来たのだ！

　イングリスは内心の興奮とときめきを努めて抑えて、ラフィニアの前にすっと割り込んだ。

「ラニ。セイリーン様や他のみんなを守ってあげて。あの人はわたしが引き受ける」

「う、うん……ホントこういう時嬉しそうよね、クリスは」

「……あれ？　分かっちゃった？」

　余り物もの欲ほしそうにするのもはしたないので、抑えたつもりだったのだが。

「何言ってるのよ。目つきが全然違うし、めちゃくちゃニヤニヤしてるじゃない」

「あ、あれ……？」

　つまり全く隠せていなかったと？

　いけないいけない、ふざけていると思われてしまう。

「……何のつもりだ？　舐なめているのか？　貴様のような無能が私の前に立つとは」

「うふふふっ」

　イングリスはにっこりと魅み力りよく的てきに微び笑しようを浮かべ――

　身に纏う霊素エーテルを魔素マナへと変へん換かんして見せる。

　そうすると途と端たんに、システィアの表情が変わるのだった。

「う……な、何だと――!?　一いつ瞬しゆん前まで何も――！」

　やはり相手に分かるように、力を変換して見せるのは大事だ。

　これならはじめから油断なく戦って貰えるだろう。

　この技術は習得しておいて良かったと思う。

「あ――う、嘘うそ……イングリスさんに、こんな膨ぼう大だいな……」

　セイリーンも気が付いたのか反応していた。

　それには触ふれずに、イングリスはシスティアとの対たい峙じを続ける。

「天恵武姫ハイラル・メナスの方は、自分が一番上だと思い過ぎです。あなた達にも、見えなくて分からないものはあるんですよ？」

　イングリスの目がギラリと輝く。

　刃やいばのような鋭するどさと、炎ほのおのような熱を兼かね備そなえた武人の瞳だ。

「手加減や慢まん心しんはいりません。全力で来てください。さぁどうぞ」

　そう言って、イングリスはすっと美しい姿勢で身構えた。

「……いいだろう。最近は歯応えのある相手と戦えず、退たい屈くつしていた所だ。相手になってやる」

　システィアは槍を一ひと振ふりしてから、にやりと笑って構えを取った。

　同じ天恵武姫ハイラル・メナスでも、エリスと違って好戦的な性格のようだ。

　イングリスが垣かい間ま見みせた膨大な魔素マナに驚きながらも、戦意を失わないし怯ひるむこともない。

　それだけで、イングリスのシスティアへの好感度は内心うなぎ上りだった。

「気が合いますね。わたしも同じことを考えていました――三年間も」

　本当に彼女と巡り合えた幸運に感謝しよう。

　王都に行ってエリスと再会しても、彼女は基本的にこちらの味方である。

　手合わせくらいはしてくれるかもしれないが、本気の実戦とは行かないだろう。

「抜かせ生意気な小こ娘むすめが。その鼻っ柱を折ってやるぞ」

　鋭く輝く黄金の槍の穂ほ先さきが、ぴったりとイングリスに向けられる。

　いい殺気だ。肌がヒリつくようだ。この緊きん張ちよう感がたまらない。

「さあ、さっさとその剣けんを抜け」

　システィアはイングリスが腰こしの剣を抜くのを待っているようだ。

　しかしこれはただの剣。

　前にエリスと打ち合った時には、剣が粉ふん砕さいされてしまった。

　システィア相手でも恐おそらく同じになる。

　剣が破は壊かいされた瞬しゆん間かんの体勢によっては大きな隙すきを晒すことになるので、むしろ初めから持たない方が安全である。

　イングリスは一応帯たい剣けんはしているのだが、正直に言ってあまり使う機会はない。

　魔石獣には効き目がないし、強い霊素エーテルに触れると壊こわれてしまうのだ。

　つまり霊素殻エーテルシエルなどと併へい用ようできない。

　これは魔印武具アーテイフアクトでも同じだ。

　少なくとも下級の魔印武具アーテイフアクトは壊れる。

　中級以上の魔印武具アーテイフアクトについては、試ためしたことがない。

　高級品なので、もし壊してしまったら大変なことである。

　霊素エーテルで身を包むと並の武器は耐たえられずに壊れるというのは、前世でも悩なやまされた問題ではある。

　イングリス王は聖せい剣けんを手に入れてそれを克こく服ふくしたわけだが、イングリス・ユークスにその甲か斐い性しようは今の所ない。

　いずれは霊素エーテルに耐えうる武器を手に入れたいが――

　今はないものねだりである。

「不要です。なまくら刀なので。さぁ遠慮はいりません」

「ふん。舐めているのか本当なのか、確かめてやるッ！」

　システィアが地を蹴ける。

　その踏ふみ込みは、まるで疾しつ風ぷうのように速い。

　一瞬で間合いは詰つまり、猛もう烈れつな勢いで槍の穂先がイングリスの眼前に迫せまっていた。

　――並の騎士ならば、一歩も動けずに突き倒たおされてもおかしくはない。

　しかしイングリスは首を少しだけ傾かたむけ、ぎりぎりの所で槍の穂先を避よけて見せた。

　最低限の動きで済ませる回かい避ひ行動である。




　しかし、システィアに驚きはない。

「ほう……！」

　今のは小手調べに過ぎない。最低限この程度は避けて貰わないと張り合いがない。

「ならば――！」

　次は速度と威い力りよくを引き上げ、三段突きだ。

　まだまだ全力ではないが、傍はたからはまるで槍が三本に分ぶん裂れつしたかの如ごとくの速度である。

　――しかしイングリスはその三段突きも、最低限の動きでそれぞれ避けて見せた。

　しかも、一いち撃げきかわす毎ごとに一歩ずつ前に踏み込んで来ながら。

「ふん……！　中々だ！」

　更さらに速度と威力を引き上げる。

　また全すべてが紙かみ一ひと重えでかわされ、攻こう撃げきの毎にイングリスが一歩ずつ近づいて来る。

「ちっ……！」

　あまりに間合いが近づくと、槍の間合いの死角に入られる。

　一いつ旦たん距きよ離りを置き、再び連続突きを繰くり出し――また同じ結果になる。

　槍を突き出して、引いてまた突くまでの僅わずかな隙すき間まに呼吸を合わせて、確実に一歩一歩近づいて来るのだ。

　完全にこちらの攻撃が見切られている証しよう拠こ――

　槍そう術じゆつの達人であるシスティアには、そのことが誰だれよりも切実に伝わっていた。

　いつの間にか後方に圧おされている――!?

　丸まる腰ごしで、しかもただ避けているだけの相手に――!?

「くっ――！」

　再び身を引いたシスティアの背中に、ドンと何かが当たる。

　廃教会の壁かべだ。それが近づいていることに気が付かなかった。

　イングリスに気を取られ過ぎていたせいだ。

　もう後がない――

「はあああぁぁぁっ！」

　とうとう雄お叫たけびを上げて、全ぜん身しん全ぜん霊れいの連続突きを繰り出した。

　身の数倍もある巨きよ岩がんをも数秒で粉砕する、システィア自じ慢まんの高速攻こう撃げきである。

　しかしその全てに、手て応ごたえはなかった。

　気づくと、ポンと肩かたに手を置かれていた。

「いい攻撃ですね」

　そしてにっこりと可愛らしく微笑ほほえむ美しい少女の顔が、そこにあった。

「な……」

　その可か憐れんさ、無む邪じや気きさが逆にシスティアには恐ろしい。

　思わず背筋がぞくりとするような悪お寒かんを感じた。

　どん！　と腹部に物もの凄すごい衝しよう撃げきを感じる。

　イングリスの放った掌しよう打だだった。

　システィアの身体は目め一いつ杯ぱい引ひき絞って放たれた矢のように吹ふっ飛ばされ、廃教会の壁に当たるとそれを破壊、内部の床ゆかに叩きつけられ転がって、ようやく止まった。

「くっ……！」

　ややふらつきながらも、身を起こす。

　天恵武姫ハイラル・メナスの体の頑がん丈じようさ、耐たい久きゆう力りよくは並の人間を遥はるかに上回る。

　それは聖騎士と比べてもそうだ。そもそもの体の造りが違うのだ。

　まだまだやれる――！

　システィアの目はまだまだ闘とう争そう心しんを失ってはいなかった。




　イングリスは、教会の中に弾き飛ばしたシスティアに続いて中に踏み込みつつ呟つぶやく。

「うん。わたしもなかなか――」

　あの天恵武姫ハイラル・メナスの激しい攻撃を、武器に頼たよらず身のこなしだけで避けつつ近づき、一撃を加えることまでできた。

　三年前は、武器に頼ってもなお動かずに捌さばく所までだった。

　今回は捌きながら接近できているので、あの時よりも自分の技術は進歩している――

　そう思えたので、自分自身の成長に頷いたのだった。

　ラフィニアの魔印武具アーテイフアクトの放つ光の雨を避ける修練を繰り返かえし、更に見切りの技術を高めて来た成果だ。

　最近では単に見ながら避けるのでは物足らず、目を閉じたり耳を塞ふさいだりしながら、という行こう為いにも手を出している。

「……貴様――！」

　身を起こしたシスティアが、猛もう犬けんのようにこちらを睨にらむ。

「まだ隠かくしている力があるでしょう？　さあ見せて下さい。エリスさんも何か隠しているようでしたし、あなたにも何か奥おくの手てがあるはずでしょう？」

「エリス――この国の天恵武姫ハイラル・メナスのことか……」

「お知り合いですか？」

「知らんな。直接の面識はない」

　エリスはこの国に二人しかいない天恵武姫ハイラル・メナスのうちの一人だ。

　要は有名人なので、名が通っているのは不思議ではない。もう一人は確かリップルというはずで、このシスティアではないということだけは明らかだ。

「一応聞いておきますが、あなたは何者です？　こんな所にこの国の天恵武姫ハイラル・メナスでもない方がいらっしゃるなんて……」

「フン。知らんな」

　やはり教えてはくれない。

　イングリスにとっては、別にそれでも構わないが。

　無理に聞こうという気も、聞きたいという気もない。

「貴様こそ……」

「？」

「なぜこれほどの力を持ちながら、天上人ハイランダーなどに付こうとする？　奴やつ等らは地上を奪おうとしているのだぞ？　それを黙って見過ごすどころか、手を貸そうというのか？」

「……セイリーン様はお優しい方のようですし、城の皆も慕したっていましたが？」

　ここ三日ほど領主の城に滞在していたが、彼らは皆セイリーンが領主になってくれてよかったと感じている様子だった。彼女の人気は抜ばつ群ぐんだった。

　特に引き取られた子供達などは、彼女を本当の母親のように慕っていた。

「誰に支配されるより、どう支配されるかの方が重要、ということでしょう？」

「表の物事しか見なければな。気がついた時にはもう遅おそいのだ。貴様はこの街の異変に気が付かんのか？」

「魔素マナの流れが不自然なこと……？　何があるというのです？」

「自分で調べろ」

　やはり何かある――のだろうか？　しかし――

「……気にならなくはないですが、あいにくわたしには大義や志などありません」

「何？」

「単に食べ過ぎて路銀が足りなくなったので、稼かせぐために協力していました。でも今は自分達の食い意地に感謝しています。結果こうしてあなたと戦えていますから」

「戦いのための戦いを喜ぶというのか？　正義なき力に何の意味があるというのだ？」

「わたしが楽しい――！　それだけです」

　そう言い切るイングリスに、システィアは怒いかりを覚えたらしい。

「愚おろか者ものめ！　正義なき力など、血の通わぬ死に体と同じだ！」

「そんなことはありません。力とは天分と、積んだ修練と、経験した戦いで決まるもの。正義にかまけて修練と経験がおろそかになれば、それこそ死に体です」

　前世のイングリス王の経験談である。

　国と人のために働き過ぎて、己の力を突き詰める時間がなかったのだ。

　十五年間突き詰めてきた今は、もう既すでに前世のイングリス王の力を超こえているかも知れない。

「黙れ！　貴様のような者に力があるなどと――私が許さんッ！」

「でしたら、わたしを倒して証明して下さい。先さき程ほどまでの様子では難しそうでしたが？」

　イングリスはあえてフフッと澄すましたような笑えみを、システィアに向けてみる。

「貴様……！　ほざいたな……っ！」

　見え見えの挑ちよう発はつだったが、気位の高そうなシスティアには効果があったようだ。

　明確な殺気のこもった視線が、イングリスに浴びせられる。

　そして何かブゥンと低い振しん動どうがして、彼かの女じよの身体がゆらゆらと歪ゆがんで見えるような、独特の空気のようなものが発生する。まるで蜃しん気き楼ろうの中に立っているかのようである。

「これが受けられるかッ！」

　システィアが槍を大きく突き出す。

　しかし、イングリスとはかなり距きよ離りがあり、届く範はん囲いではない。

　だがその槍の穂先は歪んで見えて――

　――直後、背中に殺気！

「っ!?」

　本能的に身を捻ひねる。

　その後を追うようにして現れた黄金の槍の穂先が、イングリスの脇わき腹ばらを掠かすめて行った。

　服が裂さけ、ごく浅くだが負った裂れつ傷しように血が滲にじんだ。

「ふん。よく避けたものだ」

「なるほど――さすがですね……！」

　間合いの外から放った突きが、いきなり背後から襲おそって来た。

　空間や距離というものを飛び越こえて攻撃ができる――ということだろうか。

　これが隠されていた天恵武姫ハイラル・メナスの本気――

　かなり危険だ。今のは殆ほとんど勘かんで避けたようなもので、連続で繰り出されたら――

　おもしろい。相手にとって不足はない！

「笑っていられるのも、今のうちだっ！」

　システィアが再び槍を構える。

「はあっ！」

　イングリスはすかさず駆かけ出す。全速力だ。

　一いつ拍ぱく置いて足元の床に黄金の槍が穴を穿うがった。

　そのまま動きを止めずに、廃教会の中を走り回る。

　動き回っていれば、背後や足元から槍が現れても、置き去りにできるため当たらずに済む。止まっているのが一番危ないのだ。

「はあああぁぁぁぁぁっ！」




　ドドドドドドドドドッ！




　距離を超えて襲ってくるシスティアの槍が、廃教会の床や窓や壁の、至る所に穴を穿っていく。まるで蜂はちの巣のようだ。

　しかしイングリスは全速力で動き回っているため、軽く掠める程度はあっても、有効な一撃を叩きこむには至らない。

　そうすると――

「これでもかッ！」

　不意にイングリスの目の前、眉み間けんの高さに槍の穂先が現れる。

　背後や横から狙ねらって避けられるなら、前に回り込ませればいい、ということだ。

　これならば置き去りにされて避けられることはない。

　しかし――イングリスもこれを待っていたのだ！

「来ましたね――！」

　手を伸のばし、穂先の根っこを捕まえた。

　読んで待ち構えていれば、このくらいの反応は可能だ……！

「くっ……な、何っ!?」

　システィアは槍を引ひき戻もどそうとするが、イングリスはがっちり握って離はなさない。

「さぁどうします……!?」

　イングリスはちらり、とシスティアに視線を送る。

　イングリスの視線を受けたシスティアは――逆ににやりと笑みを見せた。

「馬ば鹿かめ！　結果的に貴様は動きを止めているぞッ！」

「!?」

　視界の中のシスティアがすらりと長い足を振り抜くと同時、イングリスの腹部に重い衝撃が走った。

　システィアの蹴りが距離を飛び越えて、イングリスの胴どうに突き刺ささったのだ。

　槍だけでなく、蹴りも同じように距離を無視できるのか――！

　それは想定していなかった。

　確かにそれができるなら、イングリスが立ち止まって槍を受けたのは攻撃の間を与あたえたに過ぎなかったということになる。まんまと欺あざむかれたか。

　流石さすがは天恵武姫ハイラル・メナス。

　頭に血が上ったように見えても、戦いの駆け引きは狡こう猾かつで油断も隙もない――！

「くっ……!?」

　蹴りを受け、体が浮ういて後ろに飛び始める。

　――この一瞬が致ち命めい的てきになり得る！

　この体が浮いた状態では、姿勢を制せい御ぎよできないのだ。

「もらったっ！」

　すかさずシスティアが槍を振りかぶっている。

　このままあの突きが距離を飛び越えて来れば、イングリスの身は刺し貫かれるだろう。

　――ならばこれを！

「はああぁぁぁっ！」

　イングリスの身体が青白い光に包まれる。

　霊素殻エーテルシエルを発動した証あかしだった。

　直後、距離を飛び越えたシスティアの槍が、背後からイングリスを刺し貫こうとする。

　しかしそれは叶かなわなかった。

　イングリスの肌はだにぎりぎり触れた程度の所で、槍の穂先が強烈な振動を受けて弾はじかれてしまったのだ。

「何っ!?」

　青白い光は霊素エーテルを凝ぎよう縮しゆくした波動。イングリスの身を護まもる強固な障しよう壁へきだ。

　システィアの槍の威力では、その障壁を貫かん通つうすることができなかったのである。




　予想外の光景に、システィアは思わず声を上げていた。

「そんなはずはないっ！」

　システィアにとって、イングリスが姿勢を立て直すまでが勝負。勝機なのだ。

　何か異様な手応えで槍が弾かれたが、一撃で止めずに、連続で突きを叩きこむ。

　しかしイングリスを刺し貫くことができないまま、彼女が体勢を立て直すのが見えた。

　着地をしながら深く沈しずみ込み、反動で地を蹴り――

　そしてその直後、彼女の姿が消えた。

「!?」

　少なくともシスティアにはそう見えた。

　姿が消えて、青白い稲いな妻ずまが迸ほとばしったようにだけ認にん識しきできた。




　ドゴオォッ！




　体が浮き上あがるような衝撃！

　これまで体験したことがないような、猛烈な衝撃がシスティアの鳩尾みぞおちを貫いていた。

　システィアにとっては全く気が付かないうちに、イングリスの膝ひざ蹴げりをまともに喰くらっていたのだ。

「あ……！　ううぅ――そんなまさか……」

　足が震ふるえ立っていられず、思わずその場に膝ひざをついた。

　力の入らない手から槍が抜け落おち、カランと音を立てて転がった。




　イングリスはポンと、システィアの肩を叩いた。

　そして労をねぎらうように、爽さわやかで麗うるわしい笑え顔がおを向ける。

「……いい戦いでしたね。想像していたよりも遥かに楽しかったです」

　イングリスとしては、霊素殻エーテルシエルを発動しシスティアの攻撃を防ぎ、着地と同時に突とつ進しんし反はん撃げきしただけだった。

　ただ――霊素殻エーテルシエルには、イングリスの身体能力を更に引き上げる効果もある。

　そうやって強化されたイングリスの全速力が、システィアの認識の範はん疇ちゆうを超えていたというだけのことだ。

　だが、霊素エーテルを使った戦技を使わざるを得なかったのも事実。

　まだまだ自分も力不足だということ。それを教えてくれたいい相手だった。

「くッ……！　これではあの方に顔向けが――」

　その時――

「クリスー！　外の敵達は全員捕まえたわ！　そっちは――あっ……!?　かっ……く、くるし……ぃ」

　様子を見にラフィニアがやって来て――

　そしてその細い首を、虚こ空くうから現れた手が鷲わし掴づかみにして締しめ上げた。

「ラニ!?」

「動くな！」

　システィアの仕し業わざだ。距離を飛び越えてラフィニアの首を掴つかんだのだ。

「……」

「私はこんな所で倒れるわけにも掴まるわけには行かん……この娘むすめの命が惜しくば、私を行かせろ！」

「……どうぞご自由に。行って下さい」

　イングリスは邪じや魔まをする意思はないと言うように、両手を上げて見せる。

　それを見たシスティアは、槍を拾い上げるとこちらに背を向けず慎しん重ちように、廃教会の裏口に近づいて行った。

　ややふらつく足取りが、ダメージの大きさを物語っている。

「……一つ、構いませんか？」

「なんだ――」

「わたしとの戦いであれば、何度でも受けますし、不利と思えば何度出直していただいても結構です。わたしも腕うでを磨みがいて更に強くなったあなたと、何度でも戦いたいので。ですが、この次にもまたラニに手を出すようでしたら……命はないものと思いなさい」

「……」

　イングリスの顔に一瞬だけ覗のぞいた、凍いてつくような殺気のこもった視線、表情。

　初めて見るそれが、システィアの背筋をぞくりとさせた。
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　こんな少女が、何という目と気き迫はくだろうか――底知れぬ深みをそこに感じるのだ。

「それだけです。ごきげんよう」

　急転直下の、虫も殺さないような、たおやかで麗しい微笑み。

　分からない。何者なのだ、この少女は――

　システィアは思わず尋たずねていた。

「……貴様の名は？」

「イングリス・ユークスと申します」

「――システィア・ルージュだ。また会おう」

　システィアの姿が廃教会の外に消え、同時にラフィニアが解放される。

「ラニ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「けほっ。けほっ……！　うん、大丈夫よ――ごめんね邪魔しちゃったみたい……」

「ううん、そんなことないよ。もうあれで終わりだったし、あれでよかったんだよ。じゃあ帰ろう？　そっちも終わったんだよね？」

　イングリスはラフィニアを助け起こすと、その頭をぽんぽんと撫なでた。

「うん、全員捕まえたわよ？　これで報ほう酬しゆうもたんまりだし、パパッと路銀が稼げちゃったわね？」

「そうだね。わたしも満足だよ。久しぶりに楽しい戦いだったから。ラニの思い付きにもたまにはいいことがあるね」

「よーし、じゃあ帰ろう」

「うん」

　二人は笑顔で頷うなずき合った。







第８章　15歳のイングリス 天上人が支配する街 後編







　そして翌日――捕ほ縛ばくされた前領主時代の騎き士し達たちが、街の広場に引き出された。

　街の人達が出てきて、その様子を見守っている。

　何が行われるかというと――処しよ刑けいである。

　現領主に楯たて突ついて命を奪うばう企くわだてまでして見せたのだから、当然と言えば当然だ。

「……あたし達が捕つかまえた奴等だもんね。顛てん末まつくらいは見ておかないと」

　と、ラフィニアは自分に言い聞かせるように呟いた。

　本音では、あまり見たくはないのだろうが。

　そんな中皆みなの前にセイリーンが立つ。

　捕とらえられた全領主時代の騎士達が口くち汚ぎたなく彼女を罵ののしるが、無表情に受け流す。

　そして告げる――

「あなた方を追放したのは私です――だから、私を恨うらむのは仕方のないこと……ですが私は、あなた方に分かって欲ほしかったです。今までのようではいけないと。力を持っているからといって、誰だれ一ひと人り蔑ひとろにしてはいけません。人を人として尊重し、対等に接するべきです。あなた達にはそう変わって欲しかった……」

　旧領主時代の彼かれ等らの無法に苦しめられていた住民達からは、拍はく手しゆが起こる。

　全領主時代の騎士達は下を向く者、セイリーンを罵るのを止めない者、様々だ。

　セイリーンはそれを暫しばらく無言で眺ながめていた。

　そして眦まなじりを決し――配下の騎士達に命じる。

「――この方達の縄なわを解いて下さい」

「……え？　セイリーン様、彼等を処刑するのでは……!?」

　ナッシュ隊長の問いかけに、セイリーンはいいえ、と首を振ふる。

　そして首領の、元騎き士し団だん長ちようホーカーの前に跪ひざまずいて見せるのだった。

「どうか心を入いれ替かえ、力を貸して下さい……！　魔ま石せき獣じゆうの現れる地上で生きて行くには、人が人を牛ぎゆう耳じるのではなく、人と人とが手を取り合うことが絶対に必要なんです！　どうかあなた方の力を、自分のためではなく力ない人々を護るために使って下さい……！」

　セイリーンは天上人ハイランダーの誇ほこりの象しよう徴ちよう、額の聖痕を地面に擦こすり付つけんばかりに深々と首を垂れる。

　天上人ハイランダーがそこまでするのかと、皆みな驚おどろきを隠せない様子だった。

　噂うわさに聞く、傲ごう慢まんで地上の人間を人間とも思わないような天上人ハイランダーと彼女とでは、まるで違ちがう――彼女なら信じられる。

　住民達はその思いを新たにし、そして元騎士達の中にも、その思いが芽生え始めているように、イングリスには見えた。

「我々を許すというのか……」

「許して頂くのは私です……あなた方には辛つらく当たりました。もしも私を許せないのならば、どうぞこの場から立ち去って下さって結構です。ですがどうか、同じ過あやまちは繰り返さないで下さい――」

　元騎士団長のホーカーは、もう参ったと言わんばかりに、彼女の前に跪いた。

「御ぎよ意いに……！　この命、ご自由にお使い下され……！　コラァ！　貴様らも頭ずが高いぞっ！」

　その一いつ喝かつで、元騎士達も次々とセイリーンの前に跪いて見せるのだった。

　その光景に、住民達からもわっと歓かん声せいが上がる。

　今日からが、この街の新しいスタートだろう。

「すごおおおぉぉぉいっ！　セイリーン様、かっこいいわね！　ね、クリス!?」

　ここにも目を輝かがやかせて喜んでいる少女がいた。

「ははは。そうだね――」

　処刑どころか、一いつ斉せいに元騎士達の恭きよう順じゆんを取り付け、結果的に街の防衛戦力を大おお幅はばに向上させて見せるとは――実際なかなかのやり手かも知れない。

　少々大だい胆たん過ぎるきらいもあるが、それも若さと熱意ゆえといった所か。

　もし前世で部下にいたら、将来有望な若手政務官として注目していただろうか。

「ありがとうございます。皆さん――！」

　セイリーンは心から嬉うれしそうに、周囲に笑顔を振りまいていた。

　その日の夜は、城で祝しゆく宴えんが催もよおされた。

　イングリスとラフィニアも用意されたごちそうを思う存分堪たん能のうした。

　周囲からはドン引きされていたが、食欲には勝てないのだ。

　ひとしきり満足したところにセイリーンがやって来て、一いつ緒しよに話がしたいと言った。

　三人は会場を早めに切り上げて、領主の私室で食後のお茶を楽しむことにした。

「ホントかっこ良かったですよ、セイリーン様！　憧あこがれちゃいます！」

「ふふふ。でも怖こわかったですよ？　膝は震えていましたし。それに緊張したからか、ちょっと疲つかれてしまって――」

　と、ちょっと欠伸あくびが出そうになるのを口で押さえ、すみませんと微笑んで見せる。

　なかなか可愛かわいらしい仕草である。

「いけませんねえ。今日のお茶は疲れによく効くっていうハーブを入れてますから、これを飲んでゆっくり休んでくださいな」

　と、セイリーンや子供達の身の回りの世話を行っている女性――ミモザが、にこにことしながらお茶を淹いれてくれた。

「ありがとう、ミモザ。ん――ちょっと変わった味ね、でも悪くないわ。体がすっとするみたいよ。本当に疲れが取れそうね」

「うん、結構おいしいわ」

「そうだね」

　そして暫く歓かん談だんをすると、セイリーンがこう申し出る。

「あの――お二人にお話ししたいことがあります……ついて来て頂けますか？」

　先程までの温和な表情とは打って変わった、真しん剣けんな顔つきだった。

「？　どうしたんですか？」

「何のお話ですか？」

「イングリスさんが仰おつしやっていたことで……」

　この街の魔素マナの流れが不自然な件について――か。

「お願いします」

　自分で調べようか、だがもう十分な路銀を稼いだので先を急いでもいい、と悩んでいた所だ。せっかくなので聞かせて貰もらうとしよう。

　セイリーンは部屋を出て、イングリスとラフィニアを秘密の地下通路に案内した。

　この城の主たるセイリーンしか知らないものらしく、途と中ちゆうには天上人ハイランダー以外は通れないという結界まで張ってあった。

　それをセイリーンが一時的に解除してくれ、イングリス達を地下へ地下へと導いていった。

　やがて、城の地下通路の底にたどり着く。

　そこは巨きよ大だいな石いし畳だたみの空間で、その広大なスペースを一いつ杯ぱいに埋うめるように、複ふく雑ざつ怪かい奇きな文様がびっしりと詰まった魔ま法ほう陣じんが描えがかれていた。

　朧おぼろげに光るそれに、地上から降りてきた魔素マナが吸い込まれて行くのが、イングリスには認識できた。

「何これ――？　この魔ま方ほう陣じん、魔素マナを吸って集めてる……？」

　これが、街全体の魔素マナの流れがおかしいと感じた原因だろう。

　こんなものが地下にあって、人々から魔素マナを吸っていたのだ。

「セイリーン様、こ、これって何なんですか……？」

　ラフィニアは得体の知れないものを不気味がっている様子だ。

「これは天上領ハイランドの中ちゆう核かくとなるもの――『浮ふ遊ゆう魔法陣』です。周囲から魔素マナを集め、十分な量を蓄たくわえると――この土地を台地から切きり離して、空へと誘いざないます。それが、新たな天上領ハイランドになります……」

　セイリーンは上を指差しながら、そう言った。

「!?　なるほど……」

　あの天恵武姫ハイラル・メナスのシスティアが言っていた。

　奴等は地上を奪おうとしている――と。

　それは権力的なことや、精神的なことだったりするのかと思ったが――

　まさか物理的に、人々の住む街を高空に持ち去ると言うのか。

　まさしく文字通り地上を奪う――ということになる。

「えぇっ!?　それってこの街が空に飛んでっちゃうってことですよね!?　みんなどうなるんですか!?」

　このラフィニアの問いに、セイリーンは何と答えるのだろうか。

　イングリスは注意深く、彼女の返答を待った。

「新たな天上領ハイランドは、天上人ハイランダー達が住むためのもの……ですから、その際は街を出て貰うか、天上領ハイランドの奴ど隷れいと化すか……最悪天上領ハイランドからの攻撃で街を焼くと――天上人ハイランダーの上層部からは言われています……」

「だ、だったら街のみんな追い出されるか、奴隷にされるか、殺されるかなんですか!?　そんなこと……！」

「はい。させません」

　セイリーンは天てん井じようを見上げながら、眦を決した真剣な表情を見せる。

　その瞳ひとみは、遥か高い天空を、天上領ハイランドを見ているようだ。

「上層部がどう考えていようと、私は地上の――地上で苦しんでいる人達を助けるために来たんです。だからそんなことはさせません。希望する方は皆、奴隷などではなくそのまま天上領ハイランドに住むことができるように、上に掛かけ合あいます。天上人ハイランダーになって貰っても構いません。そして必ず、皆で空に――」

「……で、できるんですか？　それ――」

「最悪、天上領ハイランドと戦ってでも……！」

　セイリーンの表情がさらに一ひと際きわ厳しくなる。

「だから、ですか――元騎士の彼等をお許しになったのも、もしもの時に備えて戦力を大きくしておく必要があったから……」

　イングリスの質問に、セイリーンは頷く。

「そうですね……早く本当の意味でこの街を護れるようにしたいんです。来きたるべき時に備えて――」

「セイリーン様……どうしてあたし達に、こんな大事なことを教えてくれるんですか？」

「……誰だれかに許して欲しかったから――でしょうか。私が執しつ政せい官としてここにいるということは、今は良くても将来の破は滅めつの危機を孕はらんでいます……それは間ま違ちがいありません。それなのに私は皆にそのことを隠して……これでいいのかなって、自分でもそう思うんです。だからお二人に聞いてみたいんです、私はここにいていいんでしょうか……？　どうお思いになりますか？」

　と、セイリーンは心細そうに微笑んで、イングリスとラフィニアを見つめてくる。

「もし、私の存在が許されないと思うなら、この場で斬きって下さっても構いません。私が死ぬとこの『浮遊魔法陣』を護るために守護者が起動しますが――お二人ならそれを倒たおして、城や街の人々を護ることも可能だと思います。その時はどうかお願いします――」

　自分の服の裾すそをぎゅっと握にぎりながら、セイリーンは頭を下げた。

　その指先が、少し震えているのが見えた。

「ね、ねぇクリス――どうすれば……？」

　ラフィニアが不安そうに尋ねてくる。

「ラニ。セイリーン様はラニの考えを聞いてるんだよ。だから自分の考えで答えないとダメだよ」

「じゃあクリスの考えは……？　クリスはどう思ったの？」

「わたし？　わたしはラニの考えに付いて行くよ？　ラニの従騎士になるんだから」

「えー!?　全部あたしが決めるの!?　なんかずるい――」

「それが人の上に立つってことだよ、ラニ。慣れて行ってね」

　己おのれの大義を求めてそれを貫つらぬく人生は終わったのだ。

　そういうことは、この時代の未来ある若者達が行えばいい。

　それに――だ。理想を求めて己の人生を捧ささげた結果できた、イングリス王のシルヴェール王国も、ユミルで調べられる限りの歴史には影かげも形もなかった。

　理想の王国を後世に残したはずが、今再び人々は苦しんでいる。

　天上領ハイランドのような、人が人を踏ふみつけ牛耳るような存在がまかり通っている。

　であれば――自分がやって来たことは、全すべてが水の泡あわと消えたということ。

　自分がやって来たことは何だったのかと、虚むなしさを感じなくもないのだ。

　だから――歴史は繰くり返すというならば、もうそれには関かかわらない。

　自分は自分の道を、自分の楽しみを突つき詰つめさせて貰おうと思うのである。

「うん。クリス――わかった」

　ラフィニアは凛りんとした表情で、一つ大きく息を吐はく。

　そして――セイリーンに近づきその手を取った。

「セイリーン様……あたし、あなたを信じたいです！　あなたの気持ちは本物だって、分かってるつもりですから――この街と人達のこと、よろしくお願いします」

「！　ラフィニアさん……！」

「もしここが空に飛び立った時に、あたしの力が必要になったら助けに来ます……！　あたし、これから王都に行って騎士学校に入るんですけど……しっかり訓練と勉強をして、もっと役に立てるようになって来ますね！　そうしたら、ここの騎士にして下さい！」

　花はな咲さく向日葵ひまわりのような、見る者を明るくする笑顔である。

「あ、ありがとう……！　本当にありがとう、ラフィニアさん――！」

　セイリーンは感かん涙るいしてラフィニアに抱だき着つき、ラフィニアもそれを受け止めていた。

　やはりこの二人の相あい性しようはいいらしい。

　ラフィニアを取られてしまうかも知れない――

　と、少しだけ嫉しつ妬とのようなものを覚えるイングリスだった。

「クリス、いいよね？　あたしが自分で考えて決めたよ？」

「うん。いいよ。上う手まく行けば天上領ハイランドの軍隊と戦えるんでしょ？」

「いや上手く行ってないからね、それ！」

　ラフィニアがイングリスの発言にそう突っ込んだ。




◆◇◆




　そして――地下室でセイリーンとの話を終えると、セイリーンは疲れたからと寝しん室しつに帰って行き、イングリスとラフィニアは大浴場に向かった。

　今回の働きで、すでに十分な路銀は稼がせて貰った。

　なので明日出発する。最後に大きなお風ふ呂ろを楽しんでおこうというわけだ。

「ん～気持ちいい♪　ここのお風呂ともお別れだね、名な残ごり惜おしいなあ」

「次は騎士学校を卒業してから――かな」

「だねー。でも偶ぐう然ぜんだったけど、ここに寄ってよかったよね？　学校で頑がん張ばって、もっと凄すごい騎士になろうって思えるようになったし。セイリーン様を助けてあげなくちゃ！」

「そうだね。色々楽しめたし、今度来た時も楽しめそうだし」

　それを想像すると、思わずにやりとしてしまうイングリスだった。

「ほんと、天使の身体に武将の魂たましいだわ……さ、じゃあ背中流そうか？」

「……」

「あ、何？　警けい戒かいしてる？」

「……してるよ。もう胸触さわったりしない？」

「しないしない。今日はおしりをむにむにしてみるから――」

「ダメッ！」

　と、戯たわむれていると――




　ゴゴゴゴゴ……！　ズズズズズ……！




　何か振動なようなものが起こり、城全体が揺ゆれた。

　城のあちこちから悲鳴が上がっているのが、この浴室にも聞こえてくる。

　天井の石が一部欠け落ちて、お湯の中にボチャンと落ちていた。

「わ、わああぁぁっ!?　な、なに地じ震しん……!?」

「かな――大きいね」

　二人は身を寄せ合って、しばらく様子を見た。

　そして揺れが止まると、今度は――

「ま、魔ま石せき獣じゆうだっ！　魔石獣が出たぞーッ！」

「出会え出会えっ！　領主様をお護りしろーーッ！」

「女子供は早く地下に避ひ難なんしろ！」

　そんな切せつ羽ぱ詰つまった声が響ひびき始めた。

「!?　魔石獣……!?　街の外からの知らせはなかったのに……？」

「とにかくあたし達たちも手を貸さなきゃ！　セイリーン様に何かあったら大変よ！」

「そうだね。急いで着き替かえよう」

　イングリス達が立ち上がると同時――




　ドオオォォンッ！




　浴場の屋根が爆ばく発はつしたかのように弾はじけ飛とぶ。

　幸い屋根の石や岩が落ちて来たのは離れた場所だったため、事なきを得た。

　しかし――




　ギャアアアァァ！　ギギギギギ――！




　ネズミを基もとにしたような、地を這はう姿勢の魔石獣が屋根の穴から飛び込んで来たのだ。

　一体一体が獅し子しや虎とらのような大きさに肥大化しており、人など簡単に食い殺せそうだ。

　その数は、十前後か。

「……ラニ。ここはわたしが引き受けるから、魔印武具アーテイフアクトと服を取って来てくれる？」

　裸はだかのままで戦うなんて、少々嫌いやだが仕方がない。

「うん分かった――クリス」

「じゃあ行くよ――！」

　イングリスが囮おとりになるべく、敵の前に進み出る。

　魔石獣達のうち、手近にいた三体が反応し、縦一列に並ぶような陣じん形けいで突っ込んで来た。

「女性の入浴中を襲おそうとは――マナーがなっていませんね……！」

　速度を上げて、こちらから敵に踏み込む。

　一いつ瞬しゆんで間合いを侵しん略りやく。

　上段蹴けりで先頭の個体が弾き飛ばされ、浴場の壁かべに激げき突とつする。

　そのままの勢いで、蹴り足を地面に下ろしつつ反転。

　今度は裏うら拳けんを二体目の横よこ面つらに叩たたき込み、寸分違たがわず同じ場所に弾き飛ばした。

　更さらに体を捻ひねり、三体目は後ろ回まわし蹴り。

　それも魔石獣を同じ場所に叩き飛ばし、都合三体が連なって、壁に叩きつけられることになった。

「まだまだっ！」

　それだけではなかった。

　次々とイングリスによって蹴られ殴なぐられ弾き飛ばされる魔石獣達は、全く同じ所にどんどん連なって行く。

　その間にラフィニアも浴場から離り脱だつすることに成功していた。

　――最終的にはその場の十体近くが全て連なって壁に叩きつけられ、もがいていた。

「うん――」

　まあまあ、か。

　見る者が見たら神かみ業わざと驚おどろいただろうが、イングリスにとっては準備運動程度のものだ。

　魔石獣も今は動きを止めているが、殴る蹴るでは倒せない。
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　すぐにまた動き出すだろう。

「……やっておこうかな」

　この緊きん急きゆう事態では、ラフィニアを待ってとどめを刺してもらう時間は惜おしい。

　イングリスは、ぴっと自分の人差し指を立てる。

　その指先に青白い霊素エーテルの輝きが収束し小さな輝きとなる。

　そして連なってもがく魔石獣の群れに、指先を向ける。

「行けっ！」




　ビシュウゥゥッ！




　指先から細い霊素エーテルの光線が発射され、それが全ての魔石獣を貫き、壁に穴を穿うがって夜空に消えて行った。

　それにより魔石獣達は一度ビクンと身を震わせ、そのまま動かなくなる。

　霊素穿エーテルピアスとでも言おうか、霊素エーテルをより凝縮して貫通力を高めた攻こう撃げき法ほうである。

　霊素エーテルを使った戦技というのは、とかく大威い力りよく、広こう範はん囲いになりがちで、細かい制御をつけるのが難しい。

　その中でこの霊素穿エーテルピアスは、威い力りよく、範はん囲い共に小さく制せい御ぎよして放出するものであり、小こ技わざの範疇だろう。使った時の自分自身の消しよう耗もうも少ない方だ。

　だが、霊素エーテルを使った小技を扱あつかえるというのは、その制御技術がかなり向上したという証明に他ほかならない。

　これは前世のイングリス王には全くできなかった技術だ。

　イングリス・ユークスに生まれ変わって進歩した証あかしと言える。

　できるようになった時は嬉しかったものだ。

「クリスお待たせ！　ってもう終わってる！　はやっ!?　あたしの出番がないじゃない」

「大丈夫だよ。これからいっぱいあるから。さぁ早く着替えよう？」

「そうだね」

　イングリス達は急いで着き替がえを済ませると、浴室の壁を蹴け上あがり天井から屋外に出た。

　そして眼下の光景に目をやると――中庭に大きな魔石獣が鎮ちん座ざしているのが見えた。

　その犠ぎ牲せいになったであろう騎士達が、周りに何人も血を流して倒れている。

　その魔石獣は――人の形をしていた。

　背には翼つばさがあり、元は女性だったであろう、胸の膨ふくらみのようなものも確かく認にんできる。

　そして、額には――天上人ハイランダーの証である聖痕も見えた。

「!?　そんな――！」

「う、嘘うそ……あれは――セイリーン様……!?」

　ラフィニアが、震える声でその名を呼んだ。




◆◇◆




　魔石獣と化した、変わり果てた様子のセイリーンが宝玉のような塊かたまりが現れた掌てのひらをかざすと、そこから真っ白い閃せん光こうが迸る。

　それが城じよう壁へきに当たると、焼けつくように真っ赤に変色させ、破は壊かいしていた。

　かなりの高熱の熱線――ということだろうか。

　セイリーンの放つ閃光があちこちに火の手を上げ、城は炎ほのおに包まれようとしていた。

　それを止めようと向かっていく騎士達も、熱線の中に消えて行く。

　このままでは――！

「……セイリーン様が魔石獣になっているなんて――まさか……！」

　一体どうしてこんなことに――そう思考を巡めぐらせると、過去に見た出来事に辿たどり着く。

　三年前の、元聖騎士のレオンが、ラーアルを魔石獣に変えてしまった事件だ。

　確か虹の粉薬プリズムパウダーという名の秘薬。

　それを使ってレオンはラーアルを魔石獣に変えてしまったのだ。

　それと同じことがここでも？

　レオンは血けつ鉄てつ鎖さ旅団という反天上領ハイランドのゲリラ組織からそれを入手したと言っていた。

「これは、血鉄鎖旅団の仕業……？」

「レオンさんがラーアルにやったのと同じ……!?」

「うん。多分――でもいつの間に……」

　その時イングリスの耳に、眼下の中庭から響く女性の高笑いが聞こえた。

「あっははははは！　ざまぁないねえ！　天上人ハイランダーなんて消えちまいな！　あたしの息むす子こは天上人ハイランダーに殺されたんだッ！　絶対に絶対に絶対に許すもんかッ！　地じ獄ごくに落ちろーーーーッ！」

　そう半はん狂きよう乱らんの叫さけび声ごえを上げるのは――

「ミモザさん……!?」

「そんな、あの人がセイリーン様を……!?」

　彼かの女じよが、血鉄鎖旅団の内通者――？

「ということはあれだ……！　ミモザさんが出してくれたハーブ入りのお茶。あれに虹のプリズム粉薬パウダーが入ってたんだ……」

「えええっ!?」

　虹の粉薬プリズムパウダーは人間には効かない、とレオンは言っていた。

　そのことをイングリス達は身をもって証明したことになる。

　人を信じやすいセイリーンは、ミモザの心の内に気が付かず、側に置いてしまったのだろうか。

　――いや、危なっかしく見えても、セイリーンは聡そう明めいな女性だ。

　気づいていてなお、彼女の心を解きほぐすために、近くに置いたのかもしれない。

　必ず分かってくれると、信じたのだ。

　そういう意味では、やはり彼女は人を信じ過ぎたのかも知れない。

　それがこうやって、裏目に出ているのだから。

「あははははははっ！」

　哄こう笑しようを続けるミモザに対し、セイリーンの熱線が照射される。

　それがミモザの上半身を焼き消し、腰こしから下だけがその場に転がった。

　――あっけない幕切れだった。

「ど、どうしてあんなことするの……!?　自分まで死んじゃって――何の意味があったのよ……!?」

　ラフィニアは涙なみ目だめになって、そう叫んでいた。

「理り屈くつじゃないんだろうね――恨みってそう簡単に消えないんだよ」

「セイリーン様がやったわけじゃないのに!?」

「うん……天上人ハイランダー全部に恨みが向いたんだね、きっと……」

「そんなの不毛だわ！　間違ってる！」

「……今は取り敢あえず、セイリーン様を止めよう！　わたしが止めるから、ラニはほかの魔石獣を倒して」

「う、うん……！　ねえクリス、何とか――何とかならないか考えてみて！　お願い！」

「うん……できるだけやってみるよ。じゃあ行こう」

　イングリス達は、屋根から低い屋根へと飛び移って行き中庭に降り立つ。

「皆さん逃にげて下さい！　ここはわたし達が引き受けます！」

　言いながら、イングリスは変わり果てたセイリーンの前に躍おどり出でる。

「騎士の皆さんも構わず逃げてください！」

　ラフィニアは呼びかけながら、他の魔石獣に光の矢を射うち込んでいた。

　恐おそらくは、城に生息していたネズミに虹の粉薬プリズムパウダーを与あたえて誕生したものだろう。

　残りの数はさほど多くはない。ラフィニアに任せておけば大丈夫だ。




　オオォォォォ――




　苦しんでいるようにも悲しんでいるようにも聞こえるような声を上げ、セイリーンの掌がイングリスに向く。

　イングリスは下手に避よけずにその場に留とどまる。

　自分が避けてしまうと、熱線がどこに当たるかわからない。

　被ひ害がいを最小化するには、自分が受けて弾はじくほうがいい。

「はああぁぁぁっ！」

　霊素殻エーテルシエルを発動。イングリスの体が青白い光に覆おおわれる。

　直後、セイリーンの熱線がイングリスに向けて照射される。

「止やめて下さいっ！」

　イングリスは迫せまる熱線に拳こぶしを叩きつける。

　それにより白い閃光の軌き道どうがガクッと変わり、夜空に向かって打ち上がっていった。

　流石さすがに生身の状態でこれをまともに受けては怪け我がをするだろう。

　が、霊素エーテルの波動で身を覆えばこのような芸当も可能になる。

　二度、三度。セイリーンはイングリスに向けて熱線を放つが、すべてが夜空に消えていく。




　オオォォ！




　今度はイングリスを直接狙ねらわず、壁や木を狙って熱線が放たれる。

　それにより瓦が礫れきや倒とう木ぼくで攻こう撃げきしようということか。

「させませんっ！」

　着ちやく弾だん前にイングリスが回りこんで弾いた。

「セイリーン様！　もしわたしの声が聞こえるのならば、止まってください！」

　しかし今度は、セイリーンの掌の熱線が拡散して放射される。

「――！　はあああぁぁぁっ！」

　その無数の光線さえも、イングリスは全て弾き返かえしてしまう。

　超ちよう高こう速そく、かつまるでダンスを踊おどるような流りゆう麗れいな動き。

　それは見ている者には、月明かりの中で舞まう麗うるわしい女め神がみのように思えた。

　逃げねばならないはずが――思わず足を止めて見入ってしまう。

「す、凄い――！　彼女、なんて凄いんだ……」

「まるで何人もいるように見えるぞ……！」

「き、綺き麗れいだ――夢を見てるのかな、俺おれ――！」

　イングリスはそちらを見て、もう一度促うながす。

「見ている場合ではありません！　早く逃げて！」

　そう警告し、すぐにセイリーンに視線を戻もどす。

　その時――彼女の肩かた口ぐちに、黄金の槍やりが突き刺ささるのが見えた。

　長い赤い髪かみの美しい女性――天恵武姫ハイラル・メナスのシスティアだった。

　彼女が飛び降りざまに、セイリーンに対し槍の一いち撃げきを加えていたのだ。




　オオォォォォ――！




　システィアの一撃に、セイリーンは苦く悶もんの声を上げる。

　深々と突き刺さった槍から、紫むらさき色いろの体液が流れ出す。

「くたばれっ！」

「だめっ！　止めて下さい！」

　更に連続突きを叩きこもうとするシスティアに、イングリスは突とつ進しんし割って入る。

　体当たりをして弾き飛ばすと、彼女は近くの壁に背を強く打ちつけた。

「ぐっ……！　貴様、邪じや魔まをするな！　今は貴様と争いに来たのではない！　早く後始末をせねば、被害が広がるだろう！」

「あなたは――血鉄鎖旅団ですね？」

「それがどうした……？」

「……わたしが、あの時あなたを倒しておけば――」

　今からそうしてやろうか――と拳を握り締しめるイングリスの背後から、声がした。

「いいや、その意味はない。我わが同志には常に虹の粉薬プリズムパウダーを携けい帯たいさせている。同志ミモザは既すでに持っていたさ。君のせいではない」

　いつの間にか真後ろに立たれていた。

　そして、イングリスの拳を押おしとどめるように、黒い手て袋ぶくろに包まれた手が添そえられている。

「……!?」

「不良騎き士しどもを裏で操あやつり、かの天上人ハイランダーを襲しゆう撃げきする計画が失敗したため、彼女が動いたのだ。我が身みを顧かえりみずに――その態度には尊敬を禁じ得ない」

「何者です、あなたは――!?」

　異様な男だった。

　顔の見えない黒い鉄仮面に、全身黒ずくめの衣装、外がい套とう。

　体格と声で、性別が男だと分かる程度だ。

　ただくぐもったように聞こえるその声には、何か聞き覚えのあるような気もする――

「我は血鉄鎖旅団を率いる者――名などは持たぬゆえ、好きに呼ぶがいい。この地を護まもるために馳はせ参さんじた」

　黒仮面の男は、名乗るつもりはないらしい。

「自分達でやっておいて……ですか？」

「だからだ。天上人ハイランダーは排はい除じよするがこの地の人々に罪はない。彼かれ等らを傷つけさせるわけにはいかぬ」

「どちらも傷つけさせません」

「魔ま石せき獣じゆうを元に戻す手段はない。君はどうすると言うのか？」

「……今考えています。邪魔をしないで」

「付き合っていられるか！」

　システィアがセイリーンに向けて突進を仕し掛かける。

「させません！」

　イングリスはそれを追う。

　が――その進路に黒仮面が割り込んでくる。

「どきなさい！」

　イングリスはすかさず拳を繰り出だし、殴り飛ばそうとする。

　霊素殻エーテルシエルを発動した状態の打だ撃げきだ。

　その一撃は天恵武姫ハイラル・メナスですら一撃で行動を不能にする程ほどの威力だ。

　が――




　バチイイイィィィィンッ！




　黒仮面が出した手がイングリスの拳を受けて、物もの凄すごい音を立てた。

「なっ……!?」

「ぐうぅぅぅ……！　何と重い拳なのだ……！」

　こちらの拳は黒仮面の手を弾いたものの、それだけだった。

　弾いただけで、拳の勢いが相そう殺さいされたのだ。

　今まで、霊素殻エーテルシエルを発動したイングリスの拳をまともに受けられる者など、一人もいなかったのに。

　世界はまだまだ広い。このような者もいるのだ。

　素す晴ばらしい。何とも興味深い。

　武人の本能が、この相手と心行くまで戦いたいと強きよう烈れつに告げてくる――

　しかし今は――システィアを止めなければ！

「どきなさい！」

「すまぬな！　そうはいかぬよ！」

　イングリスの猛もう烈れつな連打を、黒仮面は防ぼう御ぎよに専念することで凌しのいでいく。

　足止めで十分――それがありありと分かる戦い方だ。

　その間にシスティアがセイリーンに接近する。

「もらっ……!?　くっ!?」

　攻撃を繰り出すことができずに、回かい避ひ行動をとる。

　光の矢が彼女を襲ったからだ。

「やらせないから！　セイリーン様は、友達だものっ！」

　矢を放ったのはラフィニアだ。

　矢や継つぎ早ばやにシスティアを妨ぼう害がいするように光の矢をばら蒔まいている。

「ならば貴様から――！」

　システィアの注意がラフィニアに向く。

　その時――

「せ、セイリーンさまぁ！」

「セイリーンさま、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「痛くない……？　苦しくない……？」

　リノ、ミユミ、チコ。セイリーンが城に引き取って可愛かわいがっている子供達だ。

　まだ避難せずに残っていたのか――

　彼女らはこの魔石獣がセイリーンだとすぐに分かったようで、心配そうにセイリーンに近づこうとする。

　しかし――その子供達に、セイリーンの掌が向けられそこに光が生まれる。

「リノちゃん、ミユミちゃん、チコちゃん！　逃げてっ！」

　ラフィニアが悲鳴を上げる。

「いかん……！　止めろシスティア！」

「はッ！」

　システィアの全速力も間に合いそうにない。

　瞬しゆん間かん、子供達に向けられたセイリーンの指先がぶるぶると震ふるえはじめた。

　何かに必死に抗あらがうような――そんな力の入り具合に見える。

　そしてセイリーンは――熱線が放たれる直前の掌を自らの方に向けたのだった。

「あ……！」

　その行動で全てが分かった。

　まだセイリーンには、微かすかかもしれないが、セイリーンとしての意識があるのだ。

　子供達を前にして、せめてこの子達だけは傷つけまいと、自らに熱線を浴びせて自死をしようとしているのだ。

　そのような選せん択たくをしようとする彼女の、地上の人々のためになりたいという気持ちは、やはり嘘うそ偽いつわりなく全て本当だったのだ――

　あまりに理想的なことを考え、述べるので、裏があるかとまだどこかで疑っていた。

　彼女がそういう人物であるなら、猶なお更さらここで死なせるわけにはいかない……！

「霊素穿エーテルピアスッ！」

　イングリスの指先から放たれた霊素エーテルの光線がセイリーンの掌を撃うち、熱線が狙いを逸それて空に撃ち上がった。

「ふう……！　よし――！」

「いいわよ、クリス！」

「貴様何をしている！　今奴やつは自決しようとしていただろう！　潔いさぎよい態度だ、あのまま死なせてやればよかったのだ！」

　システィアがイングリスを罵ののしる。

　しかし彼女の言うことは無視するにしろ、セイリーンを救う方法は分からない。

　だがこのままでは絶対に悔くいが残るだろう。

　ラフィニアが立ち直れるかも心配だ。

　路銀も補ほ充じゆうでき、この先も食べ歩きを続けながら、楽しく旅をするつもりだった。

　氷こおり漬づけの虹の王プリズマーの死し骸がいがある、アールメンの街が楽しみだった。

　このままでは、そういった楽しみが味わえなくなるではないか――

　そう考えて、ふと閃ひらめくことがあった。

（そうだ……せめてこの場を凌ぐことだけなら、できるかも知れない――！）

「提案があります！　少しの間だけ、セイリーン様を傷つけずに注意を引いて下さい！　試ためしたいことがあります！　それでダメなら、もうあなた達の邪魔はしません！　どうですか？」

　イングリスは黒仮面とシスティアにそう持ちかけた。

「何をムシのいいことを――！」

「待てシスティア。フム……では取引だ。事の成否に拘かかわらず、それが終われば君達は速すみやかにこの街を去る。ならば引き受けよう。我らは『浮ふ遊ゆう魔ま法ほう陣じん』を破壊するが、それを君達に阻はばまれては厄やつ介かいだからな」

　黒仮面はシスティアを制し、そう返答してきた。

「……分かりました。この後、あなたと手合わせの続きができないのは残念ですが」

「フ……御ご免めん被こうむらせて頂く。君のような者とは対たい峙じするのではなく、轡くつわを並べて戦いたいのでな。では行くぞ、システィア！　暫しばらく奴に手出しせず、注意を引くのだ！」

「はいっ！　承知しました！」

　システィアは黒仮面の言うことには絶対服従らしい。素す直なおに承しよう諾だくし動き出す。

　これでイングリスの試したいことを実行するまでは、セイリーンは大丈夫だ。

「クリス！　どうするの……!?　あたしも何か手伝う？」

「大丈夫だよ。もういっぱい手伝って貰もらったから」

「どういうこと？」

「見てれば分かるよ。何とかセイリーン様を止めてみるね」

「うん……！　お願いクリス！」

「いくよ――」

　イングリスは一度瞳ひとみを閉じ、息を整える。

　そして、これまでも力を見せるために時折行っていた霊素エーテルの魔素マナへの変へん換かんを始めた。

　ただしいつもと違ちがうのは、一部ではなく全部ということだ。 　今のありったけの霊素エーテルを魔素マナへと落とし込む――！

「はあああぁぁぁっ！」

　このまま放っておけば、魔素マナが霧む散さんし消えて行くだけ。

　力を無む駄だに放出しただけになるが、無論そうはしない。

　かなりの疲ひ労ろう感があるが構わず、イングリスは次の手順に移る。

　魔素マナの制せい御ぎよだ。

　魔印ルーンは魔素マナ感知能力を持たない現代の人々の為ためにその流れを一定にするもの。

　魔印武具アーテイフアクトはそれを受けて、過去の時代の魔ま術じゆつに近いような、様々な戦う力を発揮するもの。

　その際の魔素マナの流れを再現できれば、同じ現象を再現できるのだ。

　十二歳さいの頃ころに既に霊素エーテルを魔素マナへと落とすことはできていた。

　この三年間、イングリスはその霊素エーテルから落とした魔素マナを有効利用できないかと修練を積んで来た。

　霊素エーテルの制御は難易度が高いため、同時に複数の波長を使いこなすことは難しい。

　つまり、霊素殻エーテルシエルを使いながら霊素弾エーテルストライクを撃つことはできない。

　だが霊素エーテルに比べ、魔素マナは力は弱いが制御は易しい。

　あらかじめ落としておいた魔素マナを使うことと、霊素エーテルの戦技は両立可能かもしれない。

　そうすれば、一時的な最大戦せん闘とう力りよくはさらに増す――その考えから始まった修練だった。

　ラフィニアが魔印武具アーテイフアクトを使う所をじっと観察し、魔素マナの配置や流れのパターンを覚えた。

　それを自力で再現できるまで、何度も何度も反復練習を繰くり返した。

　はじめてそれが成功するまで、二年近くはかかっただろうか。

　魔素マナの流れは下級の魔印武具アーテイフアクトの方が単純なため、あえて下級の魔印武具アーテイフアクトを使って貰って、そこから覚えて行った。

　今は中級の魔印武具アーテイフアクトの能力の再現くらいはできるようになっている。

　中級の魔印武具アーテイフアクトは、奇蹟ギフトと呼べるほど強力な現象ではないが、炎を飛ばしたり氷を出したりという、初歩の魔術のようなことができる。

　イングリスは目を見開く。魔素マナの制御は完かん了りようした。

　今から行うのは、全霊素エーテルを魔素マナへと落とし、それを全すべて注ぎ込んだ――！

「凍こおれええぇぇぇぇぇッ！」




　ビキイィィィィィンッ！




　冷気を放つ氷がセイリーンの足元から出現。

　一瞬で彼女の巨きよ大だいになった体を完全に覆いつくすと、完全に封ふうじ込めた。

　その様は、突とつ如じよ出現したそそり立つ氷山である。

「ふう……上う手まく行ったかな」

　イングリスは肩かたで息をつく。

　魔素マナというものは、霊素エーテルに比べ力の無駄が多く出力が小さい。

　これだけの氷柱つららを生み出すのに、ほぼ全精力を使い果たしてしまっていた。

「す、すごい……！　こんな大きな氷の柱……！」

「……凄すさまじい規模だ――」

　ラフィニアとシスティアは唖あ然ぜんとしている。

「よくもまあ、魔素マナなどというか弱き力でこれをやったものだ――」

　黒仮面も独特の言い回しで感心している様子だった。

「ね、ねえクリス、確かに大人しくはなったけど……セイリーン様大丈夫よね？」

「魔石獣の生命力だからね。氷が解けたらまた動けると思う。このままセイリーン様を遠くに運ぼう？　とにかくここにいさせちゃいけない。まず隔かく離りしてから、後のことを――」

「は、運べるかなぁ……こんな大きいの――」

「でもやらなきゃ。ちょっと休んだら、わたしが背負って運ぶから――」

「それではまともに動けまい？　我々としては、約束通り早く君達に去って欲ほしいがな」

「仕方がありません。我が慢まんして下さい」

「失礼。怒おこらせる意図はなかった。動きやすいようにしてやろうというのだ」

「？　どういうことですか？」

「まあ見ていろ」

　そう言って、黒仮面はセイリーンが囚とらわれた氷柱に近づき、手を触ふれた。

　氷柱に黒仮面が触れた個か所しよから、青白い煙けむりのような光が少しずつ立ち上る。

　それは空中に消え、霧散して行くが――

　その光は――

「霊素エーテル……！」

　自分以外に霊素エーテルを操る人間を初めて見た。

　ではこの男も神騎士デイバインナイトなのか？

　神騎士デイバインナイトを生むには神の祝福が必要だが――？

　では未いまだに、この世界のどこかには神が存在しているのか？

　これは前から感じていたことなのだが、転生したこの世界には神の気配がないのだ。

　イングリスを神騎士デイバインナイトとし、第二の人生を与えてくれた女神アリスティアは勿もち論ろん、その他の神々も――だ。

　神騎士デイバインナイトは半神半人。意識を研とぎ澄すませば、温かく世界を見守る神々の気配を感じられたものなのだが――今はそれがない。

　世界と人は独り立ちを許されたのか、はたまた見捨てられたのか――

　それは分からないが、神騎士デイバインナイトが他にいる以上、自分の分からない所に何かがある――そのことは確かのようだ。

　しかもこの波動、使い方は――イングリスにすら、よく分からない霊素エーテルの流れだ。それだけ複雑な技ぎ巧こうを伴ともなった霊素エーテルの制御法なのだ。

「霊素エーテルの構成比率を変えず、数だけを減らすように分解して行く――そうすれば、姿形を保ったまま……」

　黒仮面の台詞せりふと共に、立ち上る青白い霊素エーテルの煙の量が爆ばく発はつ的てきに増した。

　そして、氷漬けのセイリーンに変化が起こる。

　黒仮面の言う通り、姿形を保ったままで氷柱ごとグングンと小さくなって行く。

「わ！　わ！　ちっちゃくなってく！」

「……！　凄すごい――！」

　自分にはとてもできそうにない霊素エーテルの制御法だ。

　自らの持つ霊素エーテルを操作するのではなく、魔石獣の身体やそれを覆う氷など、既にある物体を霊素エーテルに還かん元げんしたのだ。

　それも一いつ切さい合がつ切さいというわけではなく、元の姿形を傷つけず残したままの繊せん細さいな操作だ。生き物の複雑な霊素エーテルの構成を完かん璧ぺきに読み解かないとできないのだ。

　やがて、黒仮面の足元には片手で掴つかめる程度の氷の塊と、その中に納まる魔石獣化したセイリーンの姿があった。

　黒仮面はそれを掴み上あげると、イングリスの方にやって来て、手て渡わたしてくれた。

「これで運びやすくなったはずだ。肉体を構成していた霊素エーテルは霧散してしまったゆえ、元の大きさに戻すのは至難の業だがな。逆に言えば、元の大きさに戻って暴れ出すということは絶対にない」

「……お礼は言えませんが、正直言って驚きました。そんな霊素エーテルの使い方ができるなんて――」

「霊素エーテルの動きが止まった、完全なる静態でないと難しい。君が氷漬けにしてくれたおかげだ」

「……悔くやしいですね。今のわたしにはできそうもありません――」

「力の質の違いだな。君は力に優すぐれ私は技に優れている。君ほどの馬力は私にはないよ」

「わたしは力も技も、全てを極きわめたいんです……！」

「フフッ。豪ごう気きなことだ――では行くがいい。まさかゲリラなどとの約束は守れぬと言い出しはせんのだろう？」

「……ですが、この城や街の人達を――」

「安心しろ傷つけはしない。必ず守る。我われ等らが敵は天上領ハイランドのみ」

「分かりました」

「ではな――また会おう」

「敵としてなら、喜んで」

　と、イングリスは黒仮面に鋭するどい視線を向ける。

「天使のような見た目をして、怖おそろしい娘むすめだな……」

　流石さすがの黒仮面も、少々戸と惑まどっているようにも見えた。

「ラニ。行こう？　はやくセイリーン様の氷も溶とかしてあげないとね」

「うん――！　じゃ、じゃあ……！」

　ラフィニアは黒仮面達に軽く一礼だけし、イングリスの後を付いて来る。

　そもそも虹の粉薬プリズムパウダーをセイリーンに飲ませるように手引きしたのはあちらなので、礼をする筋合いでもないのだが――

　それだけラフィニアは、変わり果ててはしまったが、セイリーンを殺さずに済み安あん堵どしていたのだろう。




◆◇◆




　それから――

　ノーヴァの街を離はなれたイングリス達は、そのまま王都方面に向けて旅を続けた。

　そして、氷漬けの虹の王プリズマーの死骸がある、アールメンの街ももう少しという所までやって来た。




　ポツ――ポツ――




　御ぎよ者しや台だいにいるイングリスの鼻の頭に、雨あま粒つぶが落ちて来た。

「あ。雨だ」

　虹の雨プリズムフロウではない、普ふ通つうの雨だ。

　だがいつ虹の雨プリズムフロウに変わるか分からない。

　なので、雨が降ったらすぐに雨宿りをする方がいい。

「ほんとだ！　雨宿りしよ、クリス！」

「うん。あの木の下につけるよ」

　イングリスは、大きな木の下に馬車を進めた。

「足止めか……早くアールメンの街に行きたいのに」

「仕方ないわよ。のんびり行きましょ。まだ騎士学校の入学式までは余よ裕ゆうあるし」

　ラフィニアがごろんと御者台で寝ねそべる。

「中に入って、毛布を着た方がいいよ？　風邪かぜひくから」

　そういうイングリスの服の胸むな元もとが、もぞもぞと動き出した。

　そして胸の谷間からぽんと顔を出して来たのは、魔石獣化したセイリーン――が小さくなった姿だった。

　黒仮面の手により小さくなったセイリーンは、あの後氷を解かすとすぐに復活した。

　この小ささで可愛らしいが、魔石獣は魔石獣。

　話すことはできないし、基本的に気き性しようは荒あらく攻こう撃げき的てきだが、イングリスやラフィニアのことは分かるようで、段々と慣れて来た。

　暫く旅を共にするうちに、今では二人のペット的な存在になっているのだ。

　二人の間では、リンちゃんと呼ばれている。セイリーンからリンを取った。

　で、困ったことにそのリンちゃんが好む居場所が、ここなのである。

　ラフィニアの胸はリンちゃんにとっては少々サイズ不足のようで、胸に納まりたいときは必ずこちらにやって来る。

「り、リンちゃん。あんまりもぞもぞしないで。くすぐったいから……」

　リンちゃんは小首をかしげるような仕草をした後、再び顔を引っ込めた。

　そして――




　もぞもぞもぞもぞ！
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　先さき程ほどよりももぞもぞし始めた！

「ひゃあっ!?　あっ、ダメやめてリンちゃん……！　ねぇラニ、リンちゃんを止めて！」

「んー？　代わってあげたいけど、あたしじゃ代わりにならないしねぇ。まま、頑がん張ばってクリス」

「薄はく情じようものっ！」

　ラフィニアはその様子に目を細めていたが、暫くしてリンちゃんが大人しくなると、ふとため息を吐ついた。

「ラニ。どうしたの？」

「ねえクリス。リンちゃんってさ、セイリーン様の時凄くいい人だったじゃない？」

「そうだね」

「でも天上領ハイランドの偉えらい人達は、あの街ごと空に持っていこうとしてたんだよね？」

「うん。セイリーン様はそれを止めたがっていたけど」

「でさ、血けつ鉄てつ鎖さ旅団の連中も街を守るためとか言ってたじゃない？」

「そうだね『浮遊魔法陣』を壊こわすって言ってたし……」

「結局何が正しくて何が間ま違ちがってるのか、よく分からないなぁって。何かもやもやするっていうか……」

「ラニ、青春してるね？」

「いや、青春って言うのこれ？　違うような気が――クリスは悩なやまないの？」

「うん。考えてないから。自分が強くなることだけ考えてたら、悩まずに済むよ？　ラニもそうする？」

「あははは……クリスらしいわね。あたしは遠えん慮りよしとく――」

「いっぱい悩めばいい。わたしはずっとラニの味方だよ」

　イングリスは寝ね転ころんでいるラフィニアの黒くろ髪かみを、そっと撫なでた。

「うん――ありがと」

　そんな風に雨宿りの時間は過ぎて――イングリス達はアールメンの街に到とう着ちやくした。







第９章　15歳のイングリス 氷漬けの虹の王







　アールメンの街の中心部には、そこらの城に引けを取らないような大きさの大聖堂がある。

　氷漬けの虹の王プリズマーの遺体は、その大聖堂の中に収められている。

　というよりも、魔石獣の最強種たる虹の王プリズマーを倒たおすことはできたが、これ以上は動かすことも処理することもできずに周りを構造物で覆い、万が一に備えるために見張る戦力を駐ちゆう留りゆうさせ、その彼等が生きていくために街ができて行った――というような成り立ちらしい。

　当然大聖堂は厳重に警けい戒かいされているが、特別な許可があれば中に入ることができる。

　ラフィニアはビルフォード侯こう爵しやく家の令れい嬢じようであるし、それ以上に王都で活かつ躍やく中の聖騎士ラファエルの妹でもある。

　その特別な許可を得られる立場だった。イングリスは同行者として、一いつ緒しよに中に入れて貰っている。

「うわあ……あれが虹の王プリズマーなんだ。強そうだね……！」

　魔石獣化したラーアルやセイリーンも大きかったが、その更さらに数倍、いや十倍近くありそうな雄ゆう大だいな姿だ。

　キラキラと美しい虹にじ色いろの翼つばさをした巨鳥である。

　大聖堂自体かなり大きいが、中に入って見ると広大な縦穴が掘ほられており、その中に虹の王プリズマーの身体の大半が収まっている。

　地上部分の大きさは、全体からすれば一部に過ぎなかった。

　翼や足や、体の所々が破損しているが――

　それでもなお、氷の中で渦うずを巻くような、異様な力の波動を感じる。

　もしかしたら、完全に死んでいるわけではないのかもしれない。

　元気な時の虹の王プリズマーを見ていないので、何とも言えないが――

「もうクリス。そんなキラキラした目で見ないの。へんな子だと思われるわよ？」

　基本的に中に入ることができるのは、上級の騎士であるとか、身分の高い貴族であるとか、行政官であるとか、要は人の上に立つような立場の人間だ。

　そういった者に虹の王プリズマーの脅きよ威ういを肌はだで感じて貰い、気を引ひき締めさせることが見学の目的である。

　だからこれを見た者は、恐きよう怖ふや脅威を感じつつもギュッと引き締まった顔をするのが普通だ。そのはずなのだ。

　それをイングリスは、綺麗なドレスやアクセサリーに憧あこがれるかのような、夢見る瞳ひとみで虹の王プリズマーを見上げているのだった。

　反応としては明らかに異様で、警戒に当たっている騎き士し達たちから目を付けられかねない。

「いいなあ……戦ってみたいな――リンちゃんみたいに、氷を溶かしたら動いたりしないかな」

　そのリンちゃんは本能的なものなのか虹の王プリズマーを恐おそれているようで、イングリスの胸のところから顔半分だけ出して外を見ていた。

「ダメだってクリス……！　ここは最重要区画なんだから、変なこと言ってたらそれだけで捕つかまるわよ……！」

「でもねでもね。あれ凍り付いてるけど、まだ何か力がどくどくってしてるのを感じるんだよ？　死んでないかも知れない。だから中から出して完全に処理した方がいいと思う。わたしにやらせてくれないかなあ」

「だからもう、クリスってば……！」

「おい君達っ！」

　と、聖堂内の警備についていた騎士に声を掛かけられた。

「ひいっ!?　あははは……何でもないんです。この子ちょっとヘンな所があって――ほら、すっごく可愛いでしょ？　その分ちょーっと性格が変わっちゃってて……！　でも大丈夫です、あたしがちゃんと見てますから！」

　と愛あい想そ笑わらいと口先で誤ご魔ま化かそうとするラフィニアに、騎士の男は首を振ふる。

「いや、何を言っているのか分からんが――そうじゃない！　今、街中に魔石獣が出現したらしい！　危険だから、騒さわぎが落ち着くまで聖堂から出ない方がいい。ここは警備も厳重で、安全だから……」

「魔石獣が？　よーし腕うでが鳴る！」

　イングリスはにやりと笑うと、聖堂の出口に向かって駆かけ出した。

　虹の王プリズマーを見てうずうずしていた所なのだ。

　格落ちだが、それを魔石獣で解消させて貰おう。

「お、おい君っ！」

　知らせてくれた騎士が止めるが、無論イングリスは聞いていない。

「あーもうクリスってば！　珍めずらしく落ち着きないなぁ……でも、行くのは賛成！」

　自分達が行くことで、助かる人もいるだろう。

　この安全な場所で黙だまっていることはラフィニアの正義感にも反するのだ。

「ごめんなさい、行きます！　知らせてくれてありがとう！」

　ラフィニアは礼を述べてイングリスの後を追った。

　イングリスが外に出て様子を見ると、街中の広こう範はん囲いに渡わたって結構な数の魔ま石せき獣じゆうが出しゆつ没ぼつしている様子だった。

　鳥を基にしたようなものが多く、空やあちこちの屋根の上にそれがいるのが見える。

　だが、迎げい撃げきに出ている騎士達の数もかなり多い。

　元々ここは虹の王プリズマーの死骸を見張るための街。

　配置されている戦力の数も多いのだ。

　さて、どこから手をつけようか――とイングリスは走りながら物色する。

　――右みぎ奥おくに通りを行った突つき当たりの広場！

　十体程の走鳥型の魔石獣がたむろしていた。

　そこが一番、手近にそこそこの数が集まっているか。

　騎士達の一隊が列を作って通りを塞ふさぎ、じりじりとそちらに近づこうとしている。

「……させるか！」

　イングリスは騎士達の後ろから走って瞬しゆん時じに追いつき、その頭上を軽々飛とび越こえた。

　そして一人、魔石獣の群れに突っ込んでいく。

「うわっ!?　な、何だ……!?」

「お、おい君何をしている！　危ないぞ！　おいっ！」

「無む茶ちやをするな！　止まれ！　戻もどるんだ……！」

　背中からイングリスの身を案じる騎士達の、悲鳴に近い声が上がる。

「ありがとう。大丈夫です」

　心こころ遣づかいだけ受け取っておく。

　という趣しゆ旨しで、イングリスは振り向むいて笑え顔がおを向ける。

　――とその瞬間、通りの脇わきから飛び出して来た人ひと影かげがあった。

「馬ば鹿かッ！　何をしているの!?」

「うわっ……!?」

　その人影はイングリスに飛びつき、見事その場に押おし倒したのだった。

　霊素エーテルは使っていないものの、自分の動きに付いて来て止めるとは――

　一体何者だ？　なかなかやる。

　イングリスはそう思いながら、その人物に注目する。

　それはイングリスとそう年の変わらない、藍あい色いろがかった髪かみ色いろをした少女だった。

「あなた、魔印ルーンも魔印武具アーテイフアクトもないのに魔石獣の群れに向かって行くなんて、自殺行こう為いよ！　せっかくそんなに綺き麗れいなんだから、命を粗そ末まつにしちゃダメ！」

　必死に説得してくるあちらも、かなり美しい少女である。

　整ったきりっとした顔つきなのだが、両サイドの髪にリボンを結んだりして、可愛らしくお洒しや落れをしている。

　肉付きのいいスタイルをしており、イングリスと同じか、それ以上に胸が大きいかも知れない。

　リンちゃんが喜んで飛び込みたがりそうだ。

　そしてこちらを止めて来るだけあって、右手の甲こうには黒い大たい剣けんを象かたどった魔印ルーンが輝かがやきを放っており、背には両手持ちの大剣を背負っていた。

　これは上級印の魔印ルーンだ。格で言えばラフィニアと互ご角かく。

　そうそうはお目にかかれない、上級の騎き士しである。

「ど、どうも……でも大丈夫――」

「来るわ、下がって！」

　大剣の少女がイングリスを庇かばおうと前に立つ。

　広場への侵しん入にゆう者しやを認にん識しきした走鳥型の魔石獣達が、一いつ斉せいに群がって来ていたのだ。

　走力と巨きよ体たいの重量を活いかして、こちらを跳はね飛ばし、踏ふみ潰つぶすつもりか。

　大剣の少女は全く怯ひるまず、むしろしめた、とばかりににやりとする。

「その方がこっちもやりやすいのよね！」

　素す早ばやく大剣の魔印武具アーテイフアクトを抜ぬいて構える。

　まだ剣の間合いにはかなり遠いのだが、構わず水平に剣を薙なぎ払はらおうとする。

「……？」

　どうするのか興味をひかれたので、一ひと先まず大人しくそのまま見ることにする。

「まとめてえぇぇ――」

　その時――大剣の魔印武具アーテイフアクトが輝きを放ち、その刀身がグングンと伸のび始める。

　それは敵集団を巻き込むのに十分な長さにまで、一いつ瞬しゆんで成長していた。

「斬きるッ！」

　長く長く伸びた刀身が、そのまま魔石獣達に突っ込んだ。

　ブゥンと唸うなる音を立てて、一斉に敵の首を叩たたき落おとし、体を両断して見せた。

「へぇぇ――面おも白しろいな」

　とイングリスは感心する。

　この変形する現象が、この魔印武具アーテイフアクトの奇蹟ギフトというわけだ。

　色々使い勝手があって面白そうである。
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　最近自分にも使うことのできる武器が欲しくなって来たこともあり、こういう機能を持つ魔印武具アーテイフアクトは少々羨うらやましい。

　走鳥型の魔石獣を一いつ掃そうした少女が、こちらを振り向いた。

「怪け我がはなかった？　早くどこかに避ひ難なんしないと――」

　と、少女の肩かた越ごしに、広場に隣りん接せつする建物の屋根に飛鳥型の魔石獣が複数体舞まい降おりるのが見えた。

　それは一斉に大きく息を吸うと、刃やいばのように鋭い氷のかけらの交じった吹雪ふぶきを吐き出だして来た。魔石獣の中には、このように吹雪や炎ほのおを吐くような類たぐいもいる。

　リンちゃんも魔石獣になって、手から白い熱線を出す能力を身につけていた。

「後ろっ！　吹雪が！」

「！」

　イングリスの警告に素早く反応した少女は振り向き、剣の刀身を地面に突き立たてるようにして構える。

「無駄よ！」

　剣の長さが倍ほどに。そして幅はばが数倍以上に広がる。

　それにより、少女とその後ろにいるイングリスは完全に身を隠かくす形となる。

　剣の刀身を吹雪が叩く音がして――完全に無傷でやり過ごせた。

　攻こう撃げきにも防ぼう御ぎよにも、上手に魔印武具アーテイフアクトを操あやつっている印象だ。

　吹雪をやり過ごすと、今度は少女の反はん撃げきだ。

　屋根の上の魔石獣に向けて、剣の切っ先を突き出す。

「お返しっ！」

　グンと長く伸びた切っ先が、魔石獣へと突き進すすむ。

　だが流石さすがに距きよ離りが長すぎたのか相手が俊しゆん敏びんなのか、ふわりと飛び上がって回かい避ひされてしまう。

「むっ――生意気ね……！」

「お手伝いします。少しそのままで」

　イングリスは少女にそう囁ささやくと、屋根へと伸びた彼かの女じよの魔印武具アーテイフアクトの刀身へと飛び乗った。

　そして、一気に屋根へと駆け上がる！

「ええぇっ!?　は、速いっ……!?」

　少女が唖然とする中、魔石獣に肉にく薄はくしたイングリスは屋根を更に蹴けり高く跳ちよう躍やく。

　浮ういて少女の剣を避よけた魔石獣の頭上を取り――

　ぐるんと空中で前転しつつ、踵かかとをその頭部に叩きつけた。




　ギュオォォ!?




　真っ逆さまに広場に墜つい落らくしていく魔ま石せき獣じゆう。

　イングリスは、下にいる少女に声をかけた。

「今です！　斬って！」

「わ、分かったわ！」

　少女は見事に墜落してくる魔石獣を捉とらえ、両断していた。

「続いて行きます！」

　二体、三体と続けて彼女の方に叩き落とすが、しっかり反応して斬り捨すててくれた。

「やりますね――！」

　イングリスは眼下の広場にいる少女に声をかける。

　向こうはイングリスに笑顔を向けてくる。

「あなたこそ……！　魔印ルーンも魔印武具アーテイフアクトも見えなかったから心配したけれど、余計なお世話だったみたい。ごめんなさいね」

「いいえお気き遣づかい感謝します」

「ねえあなた、名前は？」

「イングリス・ユークスと申します」

「私はレオーネ。レオーネ・オルファーよ！　ここは協力しましょう？」

　オルファーという姓せいには、どこかで聞き覚えがあった気がした。

　しかし今は、魔石獣を倒していくべきだろう。

「ええ、レオーネさん。よろしくお願いします」

「レオーネでいいわ。年ねん齢れいもそんなに変わらないでしょう？」

「うん。わかったよろしく、レオーネ」

「こちらこそ！」

　二人は笑顔を交かわし、協力して街に現れた魔石獣達たちを撃げき退たいして行った。

　レオーネが主に地上に陣じん取どり、走鳥型の魔石獣を巨きよ大だい化かさせた大剣の魔印武具アーテイフアクトでなぎ倒していく。

　イングリスは建物の上に位置取って、飛鳥型の魔石獣を地上に叩き落として行った。

　レオーネの側に叩き落とすと、彼女が一緒に斬り捨ててくれるのだ。

　ラフィニアの魔印武具アーテイフアクトの拡散する光の矢だと、周囲の騎士を巻き込んだり建物を破は壊かいしかねない。

　こういう場所だとレオーネの魔印武具アーテイフアクトの方が小回りが利きいて便利かも知れない。

　レオーネの活躍ぶりを横目で見ながら、イングリスは飛鳥型が三体たむろしている商店の屋根に飛び上がった。

「一つ！」

　着地がてら、空中で身を捻ひねりつつ回まわし蹴げりを手近な一体の首元に叩き込む。

　背後から嘴くちばしを突き刺さそうとして来る別の魔石獣の攻撃を見切り、あごを拳こぶしで掬すくい上げた。

　仰のけ反ぞった首を掴んで抱かかえ込み、そのまま振り回して、もう一体いる飛鳥型に叩きつけた。

「二つ！」

　猛もう烈れつな勢いで仲間を叩きつけられた飛鳥型は、為なす術すべもなく地上の、レオーネの方に落下して行く。

「三つ！」

　そして最後は間かん髪はつ入いれず、抱えていた魔石獣をそのまま投げ捨てる。

　しかし――タイミングがちょっと早すぎたようだ。

　二体目を斬り捨てていたレオーネが再び構える前に着ちやく弾だんしてしまいそうになる。

「あっ！　ごめん……！」

「わわわっ!?　イングリス、ちょっと早いわ――！」

　慌あわてるレオーネの後方から、光の矢が通り過ぎた。

　それが地面に飛んで行く三体目を打うち貫ぬき、その場に叩き落とした。

　軌き道どうが変わり、レオーネに当たらずに済んだ。

「よっし命中！　も～クリスったら、一人で先に走って行っちゃうんだもん。遅おくれちゃったわよ」

「ラニ！　良く分かったね？　結構動き回ったけど」

「そりゃあ、クリス達たちが一番派手に暴れまわってるんだから、目立つわよ」

　と言いながら、ラフィニアはレオーネの方を見る。

「レオーネだよ。居合わせたから協力してる」

「よろしく。さっきは助かったわ」

「どういたしまして！　ラフィニア・ビルフォードよ。よろしく」

　ラフィニアがニコッと笑顔で名前を名乗ると、レオーネは表情に驚おどろきを浮かべた。

「ビルフォード……？　ラフィニア――じゃああなた、ラファエル様の妹さん!?」

「わ！　ラファ兄様のお知り合い!?」

「え、ええ――ラファエル様にはお世話になったわ」

「よかったら後で話を聞かせて？　さぁ気合入れて行こう！」

　ラフィニアも合流し、イングリス達はますます勢いを増して、魔石獣達を撃退して行った。

　小一時間ほど街中を走り回って魔石獣退治を続けた結果――ほぼ掃そう討とうが終わり、周囲は平静を取とり戻していた。

「ふ～。もうこれで大だい丈じよう夫ぶかな？　クリスもレオーネもお疲つかれさまっ」

「ええ。二人のおかげで凄く捗はかどったわ。ありがとう」

「だけど――いきなり街中に入られてるのもおかしいね。ここは警備がしっかりしてる街なのに……直接虹の雨プリズムフロウが降ったのなら分からなくもないけど」

「そうよね……何でだろ？」

「最近多いの。虹の雨プリズムフロウもなしに突とつ然ぜん街中に魔石獣が――ってね」

「……退たい屈くつしなさそうでいいね」

「え？　えーと……？」

　イングリスの感想にレオーネは面食らった様子だった。

「ま、まあまあ気にしないで？　天使の体に武将の魂たましいが宿ってるから、この子は」

「あははっ。でも何か分かるわ、戦いが終わったら急に雰ふん囲い気きがお淑しとやかだもの」

「そうかな？」

「うんうん。戦いの時だけ急に猛もう獣じゆうみたいになるのよ、クリスは」

「確かに――最初見た時も、一人で魔石獣の群れに突とつ進しんしてたもの。驚いたわ」

「ああそうだったんだ。確かに初見だと吃驚びつくりするわよね、あれ。魔印ルーンもない子が丸まる腰ごしで単たん騎き突とつ入にゆうだもの。普通に考えたらどう見ても死ぬわよね？」

「思わずタックルして止めちゃったわ！　必要なかったけど」

　盛り上がるラフィニアとレオーネを見て、イングリスは目を細めた。

　こうして笑い合えるなら、あの遭そう遇ぐうも悪くはなかっただろう。

「おい君達――！　そこの黒髪の子と銀ぎん髪ぱつの子な！」

　と、中年くらいの騎士の男性が声をかけて来た。

「街の防衛によく協力してくれた！　ありがとう！　ささやかだが恩賞を支給させて頂きたいのだが、一緒に来て貰もらえるか？」

「え？　レオーネは？　あたし達二人だけじゃなくて、この子が一番頑張ってましたけど？」

　ラフィニアがきょとんとして尋たずねる。その疑問はイングリスも同じだった。

「バカなことを言わんでくれ、裏切り者の一族にくれてやるものなどない！」

　さも当然、といった口ぶりである。

「ちょっと待って下さい！　でもレオーネが一番頑張ってたんですよ！」

「い、いいのよラフィニア。私はいいから二人は行って？」

「だめよ！　おかしいもの！」

「我々はその者を信用していないからな。君達は知らないようだから教えてやろう。その者はレオーネ・オルファー。この街出身の元聖騎士で、国を裏切って脱だつ走そうした逆ぎやく賊ぞくレオン・オルファーの妹だ！　この街の全すべてを貶おとしめた者の一族など認められはせんだろう？」

「ええぇぇぇっ!?」

「そうだ……オルファーって、レオンさんの――」

　中年騎士の発言で、イングリスの記き憶おくの糸も繋つながった。

　オルファーという姓に聞き覚えがあった。

　そうだ、あの血鉄鎖旅団に行くと言って消えた聖騎士レオンの姓だった。

「分かったら、そんな者と一緒にいるのは止やめるんだ。君達までおかしな目で見られるぞ。さぁ行こう」

「結構です！　恩賞なんていりません！」

　ラフィニアがべーっと舌を出して怒おこっていた。

　貴族の令嬢としては、ちょっとはしたない気もする。

「もう行こう？」

　イングリスはレオーネの手を取って、通りの奥へ誘さそった。

「そうよそうよ！」

　レオーネの逆の手を、すかさずラフィニアが取っていた。

「……ありがとう」

　二人に手を引かれるレオーネの瞳の端はしが、うっすらと潤うるんでいた。

「何なのよ、あれ！　ひっどいわよね！」

「そうだね……とりあえず、落ち着けるところで話そうか？」

「……だったらうちの屋や敷しきに来る？　綺麗じゃないけど、外にいるとこんなことはいっぱいあるから――」

　と、レオーネが俯うつむき加減に言う。

「ありがと。じゃあお邪じや魔ましよっか」

「うん。じゃあ馬車を取りに行こう」

　三人は馬車を取りに行き、レオーネも一緒に乗り込み彼女の屋敷へと向かった。

　御者台に座すわったイングリスは、レオーネに問う。

「……この街の人、いつもああなの？」

「そうね。三年前、レオンお兄様が聖騎士を捨てて血鉄鎖旅団に走ってからはね……」

「なのに、街の人のために戦ってたんだ？」

　ラフィニアがそう尋ねた。

「魔石獣を前にして、そんなこと言ってられないわよ」

「えらい！　そうよね、それでいいわよね！　尊敬するわ！」

　ラフィニアは目を輝かせ、レオーネの手をぎゅっと握にぎる。

「あはは。そこまで偉そうなものじゃないわよ。そうしていれば、少しでも許して貰えるかなっていうのもあるし……」

「すっごい頑張って街を守ったんだから、あんな言い方しなくてもいいのにね？　心が狭いわよねー」

「でも街の人達をあまり悪く思わないであげてね？　期待と尊敬の裏返しなのよ。この街は虹の王プリズマーの死し骸がいを見張る街だから、騎士の数も多くて、王家への忠誠心も高いわ。だから、初めてこの街から出た聖騎士だったレオンお兄様は皆みなの誇ほこりだったのよ――それが、王都からの監かん察さつ官かんや天上人ハイランダーの使者まで殺して脱走したんですもの……みんなガッカリするわよ。可愛かわいさ余って憎にくさ百倍ってやつね」

「え？　ちょっと待って、監察官のシオニー卿きようは――」

　と、ラフィニアがイングリスに耳打ちしてくる。

「きっと世間的には――全部レオンさんがやったことにしたんだね。天上人ハイランダーのラーアル殿どのがシオニー卿を殺したことが公おおやけになると、反天上人ハイランダーの機運や、天上人ハイランダーに対して弱よわ腰ごしの王家への反発も高まるから……その方が都合が良かったんだよ」

　イングリスも声を潜ひそめて応じた。

「でもそれじゃあ、レオンさんが極ごく悪あく人にんになっちゃうじゃない。ラーアルが横暴だから、レオンさんは怒って、いてもたってもいられずに行動したのに……」

「あなた達、レオンお兄様に会ったの？」

「う、うん……気さくで、楽しい人だったよ？　決して悪い人じゃ――」

「そうだね。わたしもラニと同じ」

「そう――ありがとう、そう言ってくれて。でもいいのよ。そのあたりのことは、ウェイン殿でん下かやラファエル様がいらして、丁てい寧ねいに説明と謝罪までして下さったわ」

　ウェイン殿下とは、確かこの国の王子様の名だったはずだ。

　ラファエルの上司――ということになるだろうか。

「さすが兄様ね。そうよね。そのままじゃいけないと思う。せめてレオーネ達には謝あやまらないと……！」

「何かと気を使って、その後も時々様子を見に来て下さるの。だから怨うらむとか納なつ得とく行かないとか、そういう気持ちはないわ。それに――経けい緯いはどうあれ、レオンお兄様が聖騎士の位と国を捨てたことは確かだもの。それだけで、みんなの期待を裏切ったって思われるには十分なのよ。だからオルファーの家の汚お名めいは私が返上する。私が正式な騎士になって名を上げて、血鉄鎖に下ったレオンお兄様を捕まえればいいのよ」

　決意に満ちた眼まな差ざしで、レオーネがそう言った。

「強いわね、レオーネは。あたしも見習わなきゃ」

　ラフィニアが感心している。イングリスはうん、と相あい槌づちをうちレオーネに尋ねる。

「レオーネは、まだ正式な騎士じゃないの？」

「ええ。近々街を出て、王都の騎士学校に入る予定なの。昨年父が亡なくなって――もう誰だれに気き兼がねすることもないから」

「えええぇっ!?　それ本当!?　あたし達もよ！　騎士学校に通うために王都に向かう途と中ちゆうだったの！」

「えっ!?　そうだったの!?　それは心強いわ、あなた達と一緒なら――」

「すごい偶ぐう然ぜんだね――これからもよろしく」

「よろしく！」

「ええ、こちらこそ！」

　三人はきゅっとお互たがいの手を握り合う。

「あっリンちゃん！」

　ラフィニアの陰かげからリンちゃんが顔を出し、レオーネの鼻先に飛んで行った。

「あら？　可愛い子ね？　こんな動物見たことないけど――」

「リンちゃんよ。今はあたし達のペットってとこかな」

　リンちゃんはよろしくとばかりにレオーネの目の前をくるくるとし――

　その後、レオーネの胸むな元もとにするっと滑すべり込んだ。

「きゃあっ!?　ちょ、ちょっとこの子ヘンな所に……やっ――ダ、ダメ……！　ちょ、ちょっと何とかして……!?」

「り、リンちゃん……！　ごめんね、胸の大きい子が好きみたいなのよね」

「やった。わたし一人じゃなくなるよね、これで」

　そういう意味でもレオーネの存在は大きい――とイングリスは思うのだった。

　暫しばらくしてリンちゃんも落ち着くと、ラフィニアが笑顔で言う。

「何にせよ、ますます騎士学校が楽しみになったわよね」

「最近の、いきなり街中に現れる魔石獣の問題だけは気になるけれどね。街を出る前にそれが何とか片付けばいいんだけど――」

　レオーネは少々表情を引き締しめていた。

「何か分かっていることはないの？」

「噂うわさでは、あの氷こおり漬づけの虹の王プリズマーの死骸が悪あく影えい響きようしている――とか、血けつ鉄てつ鎖さ旅団の仕し業わざだ――とか、色々言われているわ。私は血鉄鎖旅団の仕業かも知れないって思うけど……虹の王プリズマーの死骸がそういう現象を起こすなら、前から起きている気もするから、ね」

「……うーん。クリスはどう思う？」

「わたしは、血鉄鎖旅団じゃないと思う――かな。あの人達、天上人ハイランダーを倒すことしか頭にないみたいだし。ここには天上人ハイランダーの執しつ政せい官はいないよね？　だから狙ねらわないんじゃないかな」

「あたしもそんな気がするなあ……じゃあ虹の王プリズマーの死体の影えい響きよう……ってことなのかなあ」

「でも今までこの街では何もなかったのよ？」

「今までは分からないけど――あの虹の王プリズマーは完全に死んでないと思う。だから魔石獣を召しよう喚かんしても、不思議じゃないと思うな」

「ええっ!?　イングリス、そんなことが分かるの……!?」

「たぶん、だけどね――」

「だけどそれじゃあ、どうにもならないわよね――」

「虹の王プリズマーを氷の中から出して、完全に倒せばいいよ。わたしにやらせてくれたらなあ……はぁ」

　まるで恋こい煩わずらいでもするかのように、イングリスはふうとため息をつくのだった。

「……どうしよう、ラフィニア。この子の発想が大だい胆たん過ぎて怖こわいわ――」

「でしょ？　でもいつものことだから――おかしくなったって思わないで？　元々だから」

　ラフィニアとレオーネが、ひそひそと囁き合った。
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　それからレオーネの案内で暫く進むと、立派な門構えの屋敷へと到とう達たつした。

　だが庭の中には一本の植木もなく、正直言って殺風景な光景だった。

「言ったら悪いのかもしれないけど、寂さびしい感じ――よね」

「うん。そうだねラニ」

「一度、怒った街の人達が詰つめかけて来て騒ぎになってね。建物は無事だったけど、庭が燃えちゃったの。また同じことになるからって、直さなかったわ。ごめんねこんな所で。でも屋敷の中はちゃんと片づけてあるから。もう働きに来てくれていた人達にも暇ひまを出しちゃったから、私以外誰もいないけど――」

「平気平気。誰にも気を使わなくていいってことでしょ？」

「そう思って貰えるとありがたいわ」

　と言い合いながら門もん扉ぴを開けていると――




　ブゥゥゥゥン――




　そう振しん動どうするような音を立てる何かが、イングリス達の頭上を通り過ぎて行った。

　見上げるとそれは、鉄でできた、翼の生えた小さな船と言うべきような乗り物だった。

　複雑な仕組みの機械でできており、当然地上でこのようなものは造れず、天上領ハイランドから下か賜しされたものである。

　機甲鳥フライギア――と呼ばれるものだ。

　基本的に立ち乗り式となっており、船体の左右に鳥のような翼、船体自体は鉄の箱と操そう縦じゆう桿かん、乗員が乗る足場と掴つかまる手て摺すりなどで構成されている。

　足場の広さについては、操縦者とその他ほかに一人の二人乗り運用が基本とされるようだ。

　それも最近になって下賜されるようになった新装備とも言えるもので、まだまだ数も少なく貴重品である。

　少なくとも比ひ較かく的てき田舎いなかのユミルでは、数える程ほどにしか目にしたことはない。

　この機甲鳥フライギアの画期的な所は、動力の充じゆう填てんにこそ魔印ルーンを持つ騎士の力が必要だが、操縦すること自体には魔印ルーンを必要としない点だ。

　つまり魔印ルーンを持たない従騎士――見習い騎士でも操縦だけはできる。

　騎士とは本来騎き馬ばに乗っている者の意だが、空を飛ぶ騎士の馬の代わりを機甲鳥フライギアと従騎士が行うのだ。

　それにより飛行型の魔石獣への対策が容易になるし、以前よりも遥はるかに機動的に戦力を動かすことができるようになる。

　より広範囲に、より迅じん速そくに展開できることにより、魔石獣から人々を護まもるという使命がより果たしやすくなる。それは歓かん迎げいすべきことだろう。

　騎士の戦術の最先端を行く王都の士官学校では、近年になり従騎士専用の過程が用意されたが、それはこの機甲鳥フライギアの操縦や運用に長たけた者を育成するのが目的である。

　魔印ルーンを持つ騎士は魔印武具アーテイフアクトを振るって戦い、機甲鳥フライギアの操縦は魔印ルーンを持たない見習い騎士に任せた方が、より多くの人材を有効に活用できるわけだ。

　イングリスが入る予定なのは従騎士専用の過程なので、この機甲鳥フライギアをよく触さわることになるだろう。

　従騎士の操る機甲鳥フライギアに一人の魔印武具アーテイフアクトを持つ騎士を乗せるのが基本戦術となるので、いずれはラフィニアを乗せて飛ぶことになる。

「機甲鳥フライギアが降りて来る――」

　飛来した機甲鳥フライギアは、そのままゆっくりとレオーネの屋敷の庭に降りて来た。それに乗り込んでいたのは二人。

　一人はやや小こ柄がらだが引ひき締まった体つきをした、栗くり色いろの髪の少女だ。

　ラフィニアに近いような、好こう奇き心しん旺おう盛せいそうな明るい眼差しをしている。

　獣の耳と尻しつ尾ぽを持つ、少数民族の獣人種だ。あれは犬の耳と尾おだろうか。

　もう一人は背の高い黒くろ髪かみの青年で、二十代の前半。

　優やさしげだが一本芯しんが通ったような精せい悍かんさも併あわせ持もつ、非常に整った顔立ちで――

　いい若者に成長した、とイングリスは思う。

　ラフィニアの兄でイングリス・ユークスにとっても従兄妹いとこのラファエルである。

「あ、あれは……！　ラファ兄様！　ラファ兄様ーーーーっ！」

　ラファエルの姿を認めると、ラフィニアは機甲鳥フライギアを降ろしたばかりの彼かれのもとに駆け寄より、一目散に飛びついていた。

「わっ……!?　んん……!?　ラニ！　ラニじゃないか！　こんな所で会えるなんて、驚いたよ！　元気だったかい!?」

「うん、この通り元気よ兄様！　王都に向かう前に、この街の虹の王プリズマーの死骸の見学に来てたの！　クリスが見たがってたから！」

「そうか……じゃあクリスも一いつ緒しよなのかい？」

「はい兄様。お久しぶりです」

　ラフィニアの後を追っていたイングリスは、ラファエルにぺこりと一礼をする。

「……！　き、綺麗になったね……本当に、見み違ちがえたよ――」

　イングリスは十五歳さいだが、見た目は大人っぽく十七、八歳くらいには見える。

　それはもう十分に一人前の女性である。

　ラファエルもイングリスに女性を感じてしまい、少々緊きん張ちよう気味のようだ。

　純じゆん粋すい無む垢くな所は昔からあまり変わらないらしい。

「うわ珍めずらしー！　ラファエル君が女の子の見た目褒ほめるなんて……！　世紀のモテモテ朴ぼく念ねん仁じんのはずが……！」
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　と、ラファエルに同行していた少女が目を丸くする。

「や、やめて下さいリップル様……！」

「ありがとうございます、ラファ兄様」

　イングリスが絶世の美女に育ったのは確かなので、別にそれを褒めてくれるのは構わないのだが――

　それよりも「久しぶりだな、どれ手合わせしてやろう」と言いつつ、剣を抜いてかかって来てくれる方が余よ程ほど嬉うれしい。

　そう思いつつも微笑ほほえみかけると、ラファエルも笑顔を返してくる。

「うん。久しぶりに会えて嬉うれしいよ、クリス」

「そちらは、リップルさんと言えば天恵武姫ハイラル・メナスの――？」

「うんそーだよ。ボクがリップルだよ。よろしくねっ」

　リップルは愛あい嬌きようのある笑みを浮かべる。

「ラファ兄様、今日はレオーネに会いに来たの？」

「うん。丁度任務でここに来ることになって、都合が良かったからね」

「へぇ。何の任務？」

「それは――そうだね、お腹なかは空すいていないかい？　食事でもしながら話そうか？」

「空いたわ！　ね、クリス？」

「うん。そうだね」

「あ、だったら中に入って下さい。私が急いで何か用意を――」

　と申し出るレオーネにラファエルは首を振ふる。

「いや――」

「きっと――いいえ間ま違ちがいなく……」

「足りないから、ね」

　それにラフィニアとイングリスも続いた。

「レオーネも大丈夫だから、付いておいで。一室貸し切れば、そんなに目立たないさ」

　ラファエルに先導されて、イングリス達は食事に向かうことにした。
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「そうか――ノーヴァの街でそんなことが……執政官が行方ゆくえ不明になったとは小耳に挟はさんでいたけれど――二人とも大変だったね。血鉄鎖の首領にまで対面して、よく無事で……」

　ラフィニアがノーヴァの街での出来事をかいつまんで説明すると、ラファエルはラフィニアとイングリスが無事だったことに、まずはほっとしたようだ。

「気になるのは『浮ふ遊ゆう魔ま法ほう陣じん』の存在です。それを知った上で天上領ハイランド側にあの街を引き渡わたしたのですか？」

　だとしたら、意図的に街や人を売った、すなわち切り捨てた――ということになる。

「いや――僕ぼくは初耳だな。国王陛下に近い所には知られていたのかも知れないけれど」

「知っていて引き渡したのなら、あたしは問題があると思うわ、兄様」

「そうだね、ラニの言う通りだ。貴重な情報をありがとう、ラニ、クリス」

「ううん。兄様の役に立てたなら良かったわ」

「どういたしまして」

「それにしても、そちらがその魔ま石せき獣じゆうになった執政官殿……魔石獣が人に懐なつくなんて驚いたな」

「元々は獣や虫ではなく天上人ハイランダーですし、その中でも特に理性的な方でしたから――魔石獣の本能のようなものに、ある程度抗あらがうことができるのかと」

「体が小さくなったことも関係してるかもって」

「なるほど――」

　と話し合うイングリス達をレオーネと天恵武姫ハイラル・メナスのリップルは目を丸くして見つめていた。

「「……」」

　既すでに三人とも、成人男性の二、三日分の量の食事を平らげ、食しよく卓たくには空の皿がうず高く積まれている。その上今もなお口いっぱいに料理を頬ほお張ばって、もぐもぐとやりながら会話をしているのである。

「うわーラファエル君だけじゃなくて、妹ちゃん達もそうなんだ――」

「こ、これじゃあ確かにうちの食料じゃ足りないわね……」

　ラフィニアは蒸むした鶏とり肉にくを一つ二つ三つと連続で口に入れつつ、ラファエルに問う。

「それで、兄様達はどうしてここに？」

「ラニ達も手伝ってくれた、この街に突然現れるようになった魔石獣への対策だよ」

「あ、それは私も気になっていたんです。街を出る前に、何とか解決すればいいなって思っていましたけど……」

「うん。だったら大丈夫だよ、レオーネ。数日中には魔石獣が街中に出現することはなくなるはずだ」

「どうなさるのですか？　ラファ兄様」

「うんクリス。僕らは今回の現象はあの氷漬けの虹の王プリズマーが影響していると見ている。だから――」

　ラファエルも口いっぱいに肉を頬張りながら、真しん剣けんな顔で理由を説明してくれた。




　そして数日後――




　イングリス達はラファエルやリップルと共に、空に浮かぶ機甲親鳥フライギアポートの上にいた。

　これは機甲鳥フライギアの母ぼ艦かんとも言えるもので、翼つばさの生えた丸い船体の周囲に機甲鳥フライギアを格納するための穴が沢たく山さん空いている。

　それはただの収納場所というだけではなくて、機甲鳥フライギアを収めることにより動力の補ほ充じゆうも可能になるそうだ。

　機甲親鳥フライギアポートを中心に、そこに属する機甲鳥フライギアをまとめて一つの戦せん闘とう小隊として運用するのが基本となるのだろう。

「氷漬けの虹の王プリズマーが魔石獣を生むのならば――それを運び出してしまえば、魔石獣が街中に現れることは確かになくなりますね」

　イングリス達の目の前では、今言った通りのことが行われようとしていた。

　氷漬けの虹の王プリズマーを収めていた聖堂の屋根が取り払はらわれ、無数のワイヤーが巻き付けられた氷柱つららを、大量の機甲鳥フライギアや機甲親鳥フライギアポートを動員して、空に引っ張り上げた所なのである。

　すなわち、氷漬けの虹の王プリズマーを空輸しようというのだ。

　周囲には数百の機甲鳥フライギアが展開しており、その眺ながめは中々に壮そう観かんだ。

　この空輸作戦を指揮するのが、聖せい騎き士しであるラファエルなのである。

　天恵武姫ハイラル・メナスのリップルも、万一に備えて同行していたというわけだ。

「凄すごい眺めよね……！　機甲鳥フライギアってこんなこともできるんだ――」

「そうだね。機甲鳥フライギアは天上領ハイランドでも実際に使われているものだから、凄く便利だよ。これが手に入るようになって、僕らのできることも増えた」

　ラフィニアの言葉にラファエルが頷うなずいている。

「もしもあれが血鉄鎖旅団の仕業だったとしても、恐おそらくは氷漬けの虹の王プリズマーに関することが狙いだろうから、それを運び出してしまえばやっぱり街自体は安全になる……か」

　レオーネは血鉄鎖旅団を一番疑っていたようだが、そう説明されると納得していた。

　しかし、虹の王プリズマーを運び出すことはいいとして、問題はその運び先だ。

　別の街に移せば、この街に起きたことがそのままそこでも起きることになる。

　だが――

「そして、運び出した虹の王プリズマーは敵国との国境付近に安置する。あれが生む魔石獣を、敵国の侵しん入にゆうに対する防ぼう波は堤てい代わりにする、か。毒を以もつて毒を制すだね。もったいない……」

　イングリスからすれば、せっかくの敵を潰つぶし合わせて共とも倒だおれさせるなど、戦いと成長の機会を削そぐ暴挙なのである。

　戦略的に効率がいいのは認めざるを得ないが。

「またクリスの病気が……いいアイデアじゃない。こっちの戦力は減らさずに、敵の侵入を防げるんだから」

「そうなんだけどね」

「魔石獣は国の見境なんかなく襲おそってくるのに、それでも他国を侵おかそうなんて輩やからはいるものよね……」

「そうだね。虹の雨プリズムフロウの降る地上で、人間同士で争うなんて不毛なことだ。今回の作戦は、それを避さけるためでもある――魔石獣の力を借りるようで、あまり気分のいいものではないけれどね」

　隣りん国ごくヴェネフィクは、過去に何度もこの国への侵入、侵しん略りやくを試みている。

　近年でもそれは続いており、魔石獣を除けばこの国にとって一番の脅きよう威いだろう。

　虹の王プリズマーをその国境の山中に移すことにより、それが生む魔石獣をヴェネフィク軍への防ぼう壁へきにしてしまおうというのが今度の輸送計画の主しゆ旨しであるらしい。

　考えたのはラファエルの上司であるウェイン王子だとのことだが――

　恐らくその王子は、相当な策略家だろうと思われる。

「さ、ラニ、クリス、レオーネ。この機甲親鳥フライギアポートは王都に戻もどすことになるから、三人は王都まで乗って行くといい。僕とリップル様は空輸作戦の指揮を続けるからね」

「うん、ありがとうラファ兄様！」

「お世話になります」

「ラファエル様、今まで何かとありがとうございました……！」

「うん。みんな、騎士学校を頑がん張ばってね。いつか一緒に戦えることを楽しみにしているよ」

　ラファエルが優しい笑え顔がおをイングリス達三人に向ける。

「ね、ね。イングリスちゃんちょっとい～い？」

　と、リップルはイングリスだけを機甲親鳥フライギアポートの隅すみっこに連れて行き、声を潜めて切り出した。

「……キミでしょ？　エリスが言ってた、とんでもない女の子って――」

「エリスさんにお聞きになったのですか？」

「うん。今はまだ天恵武姫ハイラル・メナス同士の秘密にしてるけどね？」

「……ありがとうございます」

「で、さ。あの虹の王プリズマーを見て、実際どう思った？」

「遠くへ行ってしまうのが残念です」

「あはっ♪　全然ビビってないんだね？　どう、勝てそう？」

「負けるために戦う者はいませんよ」

「……あのね、コレはナイショの話だけど――多分そう遠くないうちに戦える日が来ると思うよ？」

「えぇっ!?　本当ですか……？　確かに、死骸という割には力を感じましたが――」

「ホントはね、元々死んでなんかいないんだよ。あいつはあの氷の中に自分で閉じこもったんだ……ボクはその現場を見たからね。もう何十年も前の話だけど――」

「……！　天恵武姫ハイラル・メナスは長命だと聞いたことはありますが――」

「そうだよ。本当は結構お婆ばあちゃんなんだよ？　ボクって。エリスもだけどね」

　まあそんなことを言ったら、イングリスなどお婆ちゃんどころかお爺じいちゃんなのだが――

　それを言っても仕方がないので、黙だまっておくことにする。

「……死骸って言ってるのは、みんなを安心させるためだよ。今まで動きがなかったのに動き出したのは、確実にあいつが甦よみがえる兆候だよ。起きるなら人里離はなれた所に運んどかないとヤバいでしょ？」

「そうですね、気兼ねなく戦うにはいい場所です」

「ワクワクした顔してるね？」

「はい、とても」

「うんうん♪　悲ひ壮そう感かんがなくていいなあ、イングリスちゃんは。その時が来たらキミのこと必ず呼んであげるから、力を貸してね。それまではバリバリ修しゆ行ぎようして力を磨みがいておいてよ？」

「分かりました。必ず呼んでくださいね」

「もちろん。じゃあ指切りでもしとこうか？」

「はい、お願いします」

　そうして指切りをした後――

「じゃあみんな、この任務が終わったらまた王都で会おう！」

「ばいばい～頑張れ少女達たち！　またねっ♪」

　ラファエルとリップルは、機甲鳥フライギアに乗り移って離れて行った。

「よし、では出発！　いつ新たに魔石獣が生まれるか分かりません！　いつでも迎げい撃げきできるよう、細心の注意を払いながら進んでください！」

　そしてラファエルの号令一下、氷漬けの虹の王プリズマーが遠ざかって行く。

　イングリス達は暫く、機甲親鳥フライギアポートの上からそれを見守っていた。

　――はやく蘇よみがえってこい、そして思う存分戦おう。

　イングリスは内心でそう虹の王プリズマーに呼びかけていた。

「では、本機は王都へ帰き還かんする！」

　機甲親鳥フライギアポートを率いる隊長らしき騎士が、そう宣言する。

　機甲親鳥フライギアポートが動き出すと、アールメンの街の姿はだんだんと小さくなっていく。

　それを見るレオーネは、決意に満ちた表情をする。

「……いつか、胸を張ってこの街に帰ってこられるようにしなきゃ――」

「うんうん。あの人達を見返してやればいいわ」

「わたし達も協力するから」

「ありがとう、二人とも」

　――そしてイングリス達の王都への旅も終わりを告げた。

　騎士学校に入学する日は、もうすぐだ。







番外編　身代わり石の身代わり







「さっすが王都って都会よね～。ユミルとは大おお違ちがいだわ」

「そうだね」

　と、イングリスはラフィニアに同意する。

　王都に到とう着ちやくした後、騎士学校への入学にはまだ数日の猶ゆう予よがあったので、街に出て観光をすることにしたのだった。

「道みち幅はばからして違ちがうもんねー。人多いしお店も多いし――」

「ラニ。あんまりキョロキョロすると、ちょっと恥はずかしいよ？」

「……それは大だい丈じよう夫ぶだと思うわ。すでに恥ずかしいし――そんなにたくさん食べ物を抱かかえてるんだもの……」

　レオーネがはあ、とため息を吐ついた。

　イングリスとラフィニアの腕うでの中には、持ち切れない程の食べ物が既にあった。

　目につく美お味いしそうなものを買っているうちに、いつの間にかそうなっていたのだ。

　そっちの方が余よ程ほど目立つし、恥ずかしい。

「それは問題ないわよ、レオーネ。ね？　クリス？」

「うん――」

「「これはすぐなくなるから」」

「ええっ!?　だってそんなに……」

　ぱくぱくぱくぱくっ！

　見る見る間に、イングリス達の抱えていた食べ物がなくなって行った。

「ね？　すぐでしょ？」

「美味おいしかったね」

「……す、すごいわね本当に――」

　呆あつ気けに取られているレオーネには、他に言葉が見当たらない。

「よーしクリス、次あそこの店よ！　あれも美味しそう！」

「うん。お金はまだあるよ」

「よーし！　いずれは、王都の食べ物屋さんを全部制せい覇はしたいわね！」

　と、ラフィニアは真っ先に駆かけ出だして行く。

「ラフィニアって……何だか小さい男の子みたいね」

「まだまだ子供なんだよ」

　だが、それはそれで可愛いらしいので嫌きらいではない。

　イングリスにとって、ラフィニアは可愛い孫まご娘むすめのようなものだから。

「……ん？」

　ラフィニアの後ろ姿を眺める視界の端はしに、ふと小さな女の子の姿が目に留まった。

　ショーウィンドウのある店の前で、悲しそうに立ち尽つくしている。

　その瞳ひとみには、涙なみだが一いつ杯ぱいに溜たまっていた。

　――一体どうしたのだろう？

「ちょっと待ってレオーネ。ラニも……」

「ねえどうしたの？　おねーちゃんに言ってみなさい？　力になるから。お名前は？」

　ラフィニアに先を越こされた。

「す、素す早ばやいわね――」

「あれもラニらしいよ」

　ちょっと誇らしい気持ちにさせて貰もらいつつ、ラフィニアに合流する。

「ぐすっ……私、エッテ。ここのお店にね、魔石のお守りが売られてたの。お小こ遣づかいを貯ためて買いに来たら、もう売り切れちゃったみたいで……お父さんよく遠くに行くから、怪け我がしないようにプレゼントしたかったのに――」

　魔石とはその名の通り、魔石獣の体表に生成される宝石のような鉱物だ。

　だが、魔石獣の体の一部であるためか、魔石獣本体が絶命すると魔石自体も崩くずれ落おちて消しよう滅めつしてしまう。

　だが、ごく稀まれに消えずに残るものも存在し、それが一いつ般ぱんに言う魔石だ。

　それを磨き上あげてペンダント等などに埋うめ込んだお守りは、魔石獣に襲われないように身を守ってくれると信じられている。

　ただ、人を襲う凶きよう暴ぼうな魔石獣から、極ごく稀まれにしか取れない素材だ。

　その希少性からかなり値は張る。

「ねえエッテちゃん。それ、いくらで売っていたの？」

「え、ええと……」

　レオーネの問いにエッテが答えた金額は、相当な安値だ。

　つまりは――恐らく偽にせ物ものだろう。

　だがそれは、重要な問題ではない。

　元々魔石という素材自体、抜ぬけ殻がらのようなもので大きな力はない。

　この女の子の純じゆん粋すいな祈いのりは、そういったものとは別の次元で、大きな力を持つ――

　そうであって欲ほしいものだ。

「そう、偉えらいんだねエッテちゃん。お父さんもきっと喜ぶよ」

　ラフィニアはエッテの頭を撫なで撫でする。

「で、でも――お守りを買って帰れないと……」

「ねえラニは魔石は持ってないの？」

　手持ちがあるなら、譲ゆずってあげればいい。

　イングリスは持っていないが、ユミルから王都への旅路でも、結構魔石獣とは戦った。

　ラフィニアが知らないうちに魔石を拾っていたとしても、不思議ではない。

「え？　あたし？」

「うん。わたしは持ってないし――あるなら譲ってあげればいいでしょ？」

「あはは……う、うーんどうかな……？」

「あやしい――あるなら出して。ラニらしくないよ」

　イングリスが手を伸のばすと、ラフィニアは抵てい抗こうするようにその手を掴む。

　怪あやしい。絶対に何か隠かくしている。

　ちょうどその時――リンちゃんがラフィニアの懐ふところにすっと潜もぐり込んで行った。

「ひゃっ!?　ちょちょちょっとリンちゃん――！」

　懐の中で暴れた結果、中からポロッと小箱のようなものが出て来た。

　それが地面に落ちると蓋ふたが開いて、中から磨く前の黄色の魔石が姿を現した。

「やっぱりあった――！　どうして隠すの？」

「だ、だってこれは――あれだもん、昔の……八歳の時のやつだし――」

「八歳の時？」

「覚えてないの？　クリス。あの時よ――！」

　ラフィニアはそう言って、詳くわしく話し出した。




◆◇◆




　それはもう七年前。イングリスとラフィニアが八歳の頃ころ――

　イングリスがいつものようにお城のラフィニアの部屋に行くと、ラフィニアが青い顔をして泣きそうになっていた。

「ラニ？　どうしたの？」

「うわぁぁぁぁんっ！　クリスうぅぅぅっ！」

　いきなり抱だき着つかれる。

「わっ？　な、何があったの……？」

「あ、あのね……これ絶対、みんなにナイショだよ？　クリスにだけ言うからね――」

「うん」

「身代わり石の護ご符ふをね、なくしちゃったの……」

「ええぇっ!?」

　それは魔石をあしらったペンダントで、ラフィニアが生まれた時に作られたものだ。

　ユミルに昔からある風習で、子供と同じ年に採取をされた魔石を使って製造することにより、その子を災わざわいから守るとされている。

　子供が十五歳まで育った時、身代わり石は役目を終えて土に還かえされる。

　大事なものなので、普ふ段だんはきちんと仕し舞まってあるのだが、誕生日のお祝いや何かしらの儀ぎ式しきの時には身につけることになっている。

　もうしばらくでラフィニアの誕生日なので、その時は身につけなければいけない。

「だったらみんなに言って、捜さがしてもらわないと――」

「だ、ダメ……！　そんなことしたらなくしたのがバレちゃう……！　お父様にもお母様にも、すっごくすっごく怒おこられるわ！」

「そうかもね……」

「だから一緒にこっそり捜すのを手伝って！　ね、クリスお願い！」

「うん。いいけど――」

　と言うわけで、イングリスはラフィニアに付き合って部屋を隅すみ々ずみまで捜した。

　そこでは見つからず、イングリスの屋や敷しきの子供部屋も捜そう索さくしたが、出てこなかった。

「……なかったね――」

「ど、どどどどうしよう……！　そ、そうだクリスの身代わり石の護符を貸してもらうとか……？」

「ラニのとわたしのは色が違うから――すぐバレるよ？」

　イングリスのものは赤。ラフィニアのものは黄色だ。

「じゃ、じゃああたし達のお小遣いで――」

「魔石は高いから、わたし達のお小遣いじゃ買えないよ？」

「うううう……」

「やっぱりちゃんと言って謝あやまった方が――」

「やだっ！」

　ラフィニアはぶんぶんと首を振る。

　どうしたのだろう。確かに大事ではあるが、今日はいやに強ごう情じような気がする。

「どうしてそんなこと言うの？　ラニらしくないよ？」

　イングリスはよしよし、とラフィニアの頭を撫でる。

「だ、だって……お父様にもお母様にも、いつもラファ兄様やクリスを見習いなさいって言われるんだもん……！　あたし、これ以上ダメな子だって思われたくない……！」

「……」

　ラフィニアはまだまだ子供だが、子供は子供で思う所があるようだ。

　ただただ可愛かわいいだけではない――

　決して褒められはしないが、ラフィニアの味方をしてあげたくなってしまった。

　やはり自分はラフィニアに甘あまい。分かっているが、止められない。

「うん分かったラニ。じゃあわたしが何とかしてみるから――」

「ほ、本当!?　何かいい考えがあるの!?」

「うん。大丈夫だから、安心して？　今日はもう遅おそいから、お城に帰ろう」

「うん！　ありがとうクリス！」

　イングリスはラフィニアを城まで送って行った。

「何も心配しなくていいからね？　じゃあおやすみ」

「うんおやすみ、クリス！」

　ラフィニアはイングリスの言葉にすっかり安心し、ぐっすりと眠ねむった。

　そして翌朝――母イリーナが慌あわてた様子でラフィニアを揺ゆり起おこした。

「ラフィニア……ラフィニア……！　ごめんね、起きてくれる？」

「ふあぁ……なあに、お母様？」

「クリスちゃんを知らない？　昨日、あなたをお城まで送ってくれたわよね？」

「うん」

「何か言ってなかった？　昨晩のうちに、どこかへ行ってしまったみたいなの……！」

「ええぇぇぇっ!?　クリスが……？」

「何でもいいから、何か変わったことがあったなら教えて頂ちよう戴だい！　あの聞き分けのいい子がいなくなるなんて、大変なことだわ……！」

「う、ううん……し、知らない――」

　ラフィニアは思わず首を振った。

　言えば大変なことになるという恐きよう怖ふ感を覚えて、言い出すことができなかった。

　そうしている間に、騒さわぎはどんどん大きくなった。

　騎き士し団だんの騎士達たちも出張ってイングリスを捜したところ、昨日のうちに街に出入りする商人や騎士団の面々が、最近いつどこで虹の雨プリズムフロウに出くわしたかと聞かれたらしい。

　どうやらイングリスは、ユミルの外に出たようだった。

　街の外にも捜索が出されたが見つからず、その日の捜索は打ち切られた。

　ラフィニアも気が気ではなく、眠れない夜を過ごしていたが――




　コンコン。コンコン。




　不意に、窓の外に人ひと影かげが現れた。

　見るとそれは、暗くら闇やみに浮うかび上がる鮮あざやかな銀ぎん髪ぱつ――イングリスだった。

　部屋は三階だというのに、とんでもなく身軽に窓まど枠わくにしがみついている。

「あ……！　ク、クリスうぅぅぅぅっ！　無事だったの!?」

　ラフィニアは一目散に窓を開ける。

「しーっ……！　大声出したらダメだよ。見つかるから」

「あ、う、うん……よかったあぁぁ……クリスが帰って来てくれて――」

　ラフィニアはグスグスと鼻を鳴らす。

　イングリスはそんなラフィニアに、微笑んで見せる。

「うん。ただいまラニ……はい、代わりの魔石を取って来たよ」

　それは、ラフィニアの身代わり石と同じ鮮やかな黄色の魔石だった。

　イングリスは虹の雨プリズムフロウを探し当て魔石獣を狩かり、魔石を採取して戻って来たのだった。

　魔石獣を倒たおしても、魔石が残るのは稀なことだ。

　ましてや狙ねらった色の魔石となると、なかなか骨が折れる作業だった。

　本当は一晩のうちに秘ひそかに戻ってくるつもりが、丸一日予定を過ぎてしまった。

「ちょっと遅くなっちゃった――きっと怒られるし、魔石が見つかったらまずいから、先に渡しに来たよ」

「あ、ありがとうクリス――」

「これできっとばれないよ。じゃあわたし、家に帰るね」

「う、ううん……！　待ってクリス！」

　ラフィニアはイングリスの袖そでを掴つかまえて離さなかった。

「どうしたの？」

「あ、あたしのせいだもん――あたしのせいでクリスが怒られるのはイヤなの……！　だからせっかく持ってきてもらったのに悪いけど、あたし……全部話して謝るっ！」

「そう？　うん、今からでもそうした方がいいね。でもわたしも悪いことしちゃったから、一緒に謝ろうか」

「う、うん……！」

　ということで、二人は一緒に皆みなの前に出て行き――全すべてを話して正直に謝った。

「「ごめんなさいっ！」」

「「ば、馬馬馬馬鹿も～～～んっ！」」

「「ま、まあまあまあ、あなた……！」」

　娘むすめ達たち、父親達、母親達の順番で台詞せりふが完全に一いつ致ちした。

　結局イングリスとラフィニアは反省のために、と物置部屋で一晩隔かく離りされて過ごすことになったのだが――




　がたん！




　あちこちをまさぐっている、ラフィニアが棚たなをひっくり返してしまう。

「あー！　こんな所にあった！」

　ラフィニアの身代わり石の護符だった。

「なんでこんな所に……？」

「た、探検してる時に、邪じや魔まだったから置いたのかな……？」

「もう。ラニのおてんばのせいだね」

「ごめんなさい、クリス――」

「ううん。いいけど、魔石は無む駄だになっちゃったね」

「そんなことないよ！　クリスがあたしのために取って来てくれた魔石だもん、あたしずっと一生大切にするから！」

　ラフィニアはイングリスが取って来た魔石をぎゅっと握にぎり締しめ、笑顔になった。




◆◇◆




　記き憶おくを思い出したイングリスは、ぽんと手を打つ。

「ああ。あの時の魔石？　身代わり石の護符を埋めた時に一いつ緒しよに埋めなかったんだ？」

「埋めないわよ！　これは大事だもの、一生大切にするって言ったでしょ？」

「でも――どうする？　魔石はそれしか……」

　泣いているエッテを助けてあげるためには――

「待って」

　と、レオーネが割って入る。

「今の話だと、それはラフィニアにもイングリスにも大事な物なんでしょう？　人に優やさしくするのも大事だけど、自分の思い出も大切にしなきゃダメよ」

　言いながら、レオーネは紫むらさき色いろをした魔石を取り出した。

「エッテちゃん、これを持って行って」

「あ、ありがとうお姉ちゃん！」

「いいのよ。お父さんを大切にしてね」

「ほんとにありがとうお姉ちゃん！　さようなら！」

　エッテは何度もお礼を言って手を振ふって、帰って行った。

「ありがとうレオーネ！　助かったわ！」

「ありがとう。本当によかったの？」

「ええ。単にこの間魔石獣を退治した時に拾ったものだから。持っていてよかったわ」

　レオーネはにっこりと笑う。

「うーんいいことした後は気分がいいわね！　きっといつもよりご飯が美味しいわ！　行きましょクリス！」

　ラフィニアがイングリスの手をぎゅっと引いた。

　心なしかいつもより強く、距きよ離りが近いような気がした。







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　英雄王、武を極めるため転生す～そして、世界最強の見習い騎士♀～の第一巻となります。いかがでしたでしょうか？

　個人的なことを言いますと、本書で通算二十冊目の本になるみたいです。

　我ながら、二十冊って結構凄いんじゃないでしょうか。よく続けて来たなぁと。

　そして元々さっさと生涯年収を稼いでドロップアウトしたかったはずが、まだこうしているという事は。

　はい、現実は厳しいです。こんなはずじゃなかったのに！

　今年はずっと体調も悪くて、何とか本書の出版までこぎつけました感があります。

　ラノベ作家自体は楽しいので、早く体調完全にしてもっとやりたいです。

　まだまだ色んな作品を書いて、試して行きたいわけですが、本作も個人的には結構実験作というか、冒険した作品になります。

　まず女の子主人公（精神は男ですが）を書こうと思ったのが初めてです。

　僕は元々主人公は男の子が大前提派だったので、これを書ける（書けた）のは結構大きい変化です。自分の中でそれが面白いと思えないと、ちゃんと書けないので。

　子供に付き合ってプリ○ュアを見たりゲームやったりしているうちに、自然と面白さが分かるようになったんですねえ。

　魔石獣や天上領ハイランドや天恵武姫ハイラル・メナスなんかの世界観的なものは、デビュー当時くらいから、こんなの書きたいなと思っていたものになります。

　ですので割とシリアス風味というか、実際作品内でもそういうシーンが多いです。

　が、主人公がど脳筋ＴＳ美少女のイングリスちゃんである事によって、暗さや地味さを叩き壊して華やかにしてくれる感じがしています。

　こういう感じって今まであまり感じた事が無くて、我ながら結構新鮮です。

　これからも、昔の僕がカチッと考えたシリアス寄りの世界観を、今の僕が考えたイングリスちゃんが叩き壊すような話になって行くかと思われます。

　ＷＥＢでの連載当初から書きたいシーンがありますので、そこまで本を出していけるといいですね。何と本作はコミカライズもして頂けるそうなので、そちらのお力も借りて、何とか……どうにかこうにか……！

　コミカライズして頂くのは初めてなので、いつになくテンションが高いです。

　本書の発売後すぐにコミックファイア様で連載開始されるそうなので、是非そちらも見てみて下さい！

　それでは最後に担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いたＮａｇｕ様、並びに関係各位の皆さま、多大なるご尽力をありがとうございます。

　カバーイラストは壁紙にして、ちょこちょこ見ながらテンション上げて作業させて貰っています。ありがとうございます！　次はどんな壁紙になるか楽しみにしています。

　それでは、この辺でお別れさせて頂きます。







[image: ]







[image: ]







[image: ]




item/image/cover.jpg
Eiyu-oh,
Bu wo Kiwameru
tame Tensei su.
Soshite,

Sekai Saikyou
no Minarai Kisi “$”.

HIXE





item/image/p277.jpg





item/image/p155.jpg





item/image/p119.jpg





item/image/p071.jpg





item/image/p230.jpg





item/image/p341.jpg
B EDZAVTY R,

BRICRRAD EN LT T I—~ |

5= LA — 4 b H L DR f

HIERD X5 7 LS i 2 23 |

bHAAREETREDBEAVD!?
(' A

AR L (A9 LEEEDA Y 7Y ZH
TAFIGIHE TS

" D 4

FHB+7HTS—4R. &
Shahd 1 E AL

e

ERETEN





item/image/HJ_logo.jpg





item/image/p309.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ　英雄王イングリス



		第１章　０歳のイングリス



		第２章　５歳のイングリス



		第３章　６歳のイングリス



		第４章　12歳のイングリス 前編



		第５章　12歳のイングリス 後編



		第６章　15歳のイングリス 王都への旅立ち



		第７章　15歳のイングリス 天上人が支配する街 前編



		第８章　15歳のイングリス 天上人が支配する街 後編



		第９章　15歳のイングリス 氷漬けの虹の王



		番外編　身代わり石の身代わり



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p340.jpg





item/image/k002.jpg
:L’J;W)/\—HJC&ZJ
&%tfnﬁiﬁ ﬁ‘é@m‘ﬁf
AR EL






item/image/k001.jpg
E LICHEEL:
PREFA VYR,
5mic UTHEIS%E

| #D x5 1CAIE B,

< Wﬂ;z RUETA
A

§ Dlustrator

Nagd





item/image/k004.jpg
L S i)

kD&,
15DA v 7Y RIT
BCHEE OB <4 M F_
HIES,






item/image/k003.jpg
[ 31648 41648 N\ TAN$ A6 ° —————

¥AQD 5024 R0 |
== S eeee—"

TeAVT YR,

CREL
wEIC TRt

AT AF R

KERMEE A,

1254






item/image/ok.jpg
HJXE http://www.hobbyjapan.co.jp/hjbunko/
856

BEE, KW 5 720iAT
~Z LT FURmRORE R~ 1

20194E12H1H  #WIMUSEAT

EHE— NV TV

wEANTRA
ARSI R E— Vv 8
T151-0053
WA R A4 K2-15-8
TG 03(5304)7604 (Hid:)
03(5304)9112 (#3)
FIRIAT—— K H AREVRI R 24
3% T ——BELL'S GRAPHICS /#RA&f =2 F— v

ST - B

©Hayaken
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-2064-0 C0193

P 1510058 RREBSEKALA-16-8
(RSl () ) HOSmES S
NPT % Nagu &

https://questant.jp/q/hjbunko Ok
Foo—hg @ —BHBLTVEVERNGBOET .
WebEIcT @ YA MADTILRICHD D BEHEETEIBIEE L.

L, @ FRELTOHE, REEDTAERTHSTEELEE L,
uHUE SISy @ CEBIAFICHOPL SHERTER 1 024,
HIXEEA U DTV T v XESBOWVLET,






item/image/p201.jpg





item/image/p002.jpg
I8 - #PCNK L Z 00 3





item/image/p046.jpg





item/image/p288.jpg





item/image/p001.jpg
e )

RigE, HztlihdchEET
~ZUT. HREHED
RBLWRELTS~ 1

NY g

HIX E






item/image/p249.jpg





